



























































大国チートなら異世界征服も楽勝ですよ？ 5




現地嫁と楽しみながら世界の黒幕を追い詰めます。




【電子特典付き】








櫂末高彰





ＭＦ文庫Ｊ









本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　CONTENTS









第？章　空飛ぶ島は本当にあったんだ！（迷惑）

第一章　悪代官と悪徳商人のお約束（イメージです）

第二章　口コミはお金が絡むと途端にステマ化する（極端）

第三章　悪代官、懲らしめてみた！（やってみた）

第四章　この世界では処女好き幻獣です（説明）

第五章　無人島に二人きり。何も起きないはずがなく……（身の危険）

第六章　塵も積もれば何かにはなる（雑）

第七章　急転直下ってレベルじゃないぞ！（唖然）

第八章　この章タイトルは公序良俗に以下略（検閲）

第九章　こういう展開、大好きです！（小並感）




電子書籍特典　書き下ろし短編






[image: ]

[image: ]

[image: ]





前巻までのあらすじ







　平凡な高校三年生である日和ひより常つね信のぶは、呪殺された皇帝とうり二つという理由で異世界の大国グロリア帝国に召喚された。

　皇帝の妹パオラやエルフ族の貴族令嬢ベアトリーチェ、天才（自堕落）発明家キャラ等の力を借り、替え玉皇帝として国内の改革に取り組む。更に帝国騎士ヒルデガルトの急報を受けて十四カ国連合軍との戦に臨み、圧倒的物量によって天才軍師マサト・ホウライを打ち破った。

　こうして一段落ついたかと思いきや、虜囚とした「風の姫ヴエネリツサ」ロザリンドの解放を求めて「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の仲間たち五人が立ち上がる。鬼畜破は廉れん恥ち外道皇帝と罵ののしられ、宣戦布告される常信。

　様々な手を打ってどうにか「七勇神姫」の五人を打ち負かしたものの、彼女たちは帝国城内に居着いてしまった。おまけに「光の姫ルーテツサ」ユーリの母国アートマ神王国が長年の悲願を達成。慈愛の女神クオーレが降臨する。

　クオーレは常信の正妻になると宣言。ベアトリーチェたちを動揺させる。しかもクオーレの父親である最高神ゼーバまで姿を現し、娘と結婚したければ試練を乗り越えろと言ってきた。

　数々の試練を乗り越えてしまった常つね信のぶは騒動を収めるため「正妻総選挙」を実施する。再び現れたゼーバ神との勝負にも勝って、選挙は無事、投票を迎えた。

　投票の結果、パオラが一位当選を果たす。ただ、グロリア帝国の法律では兄妹婚は認められていなかったので、クオーレは二位だった自分の実質的な勝利を主張して帝都に居座ってしまった。

　嫁たちの争いは常信の連れ去り未遂にまで発展する。皆を落ち着かせ、かつ大陸の治安を向上させようと、常信は外遊に出発した。西都アースティーでジャコッポ・ポッツォーリ公こう爵しやくに迎えられ、式典に出席。その後、妖精女王ファティナに無理やり招待されたり、迎えに来た「火の姫フイアネツサ」マリアンヌの愛竜セキリンダイシンリュウに乗ってブリムレックに移動したりと予定外の事態に見舞われつつも旅を続ける。

「皇帝、我に少しつき合え」

　雪深いブリムレックで、常信はセキリンダイシンリュウにマリアンヌを助けるよう（強制的な）頼み事をされた。辛つらい決断を迫られ、重荷を一人で背負っている彼女を助けるため常信は温泉郷ロワレの復興作戦に打って出る。

　キャラが監督・撮影した宣伝動画が話題となり、ロワレに客が殺到することに。そんな中、常信は「闇の姫ブイオツサ」シエラが待つテルエへと出立した。

　テルエでもシエラから新事業の相談をされ小屋に監禁されることに。常信はシエラが気づいていなかったテルエの観光資源を見出し、帝国と北方三国を巻き込んだ一大事業の推進を発案した。

　事は順調に運んでいるかに思えたが、じわじわと大陸経済を陰で操る銀行家一族の存在が明るみになっていく。ヴェイルジェンドン家との衝突は免れなかった。

　一族の一人「青あお鳩はと」に煽あおられ、ブリムレック国王の弟でありマリアンヌの師匠でもあるカントルーブ公爵がロワレ襲撃を決行する。マリアンヌが出撃命令を願い出て国王が命令を発しようとしたとき、常信が「待った」をかけた。

「そんなに自分の手を血で汚したいのか!?」

　あえて悪役を演じた常信はマリアンヌを強引に黙らせ、帝国の力でカントルーブ公爵を圧倒し、同時に「青鳩」の陰謀も打ち砕く。ブリムレックの国難は去った。そして常信はヴェイルジェンドン家に「敵」と判定される。

　夜の温泉で一人、今後のことを考えていた常信の下にマリアンヌと幼女姿のセキリンダイシンリュウが現れる。さらにシエラまで加わり体の自由を奪われてしまった。

「分かっちゃったんだ～。皇帝さんになら甘えて良いんだって～」

　ある意味、最大の危機に陥る常信。間一髪のところでユーリに助け出されるが、逃げ延びた先は「地の姫スオロツサ」マライカの寝室だった。





第？章　空飛ぶ島は本当にあったんだ！（迷惑）







　小島が空を飛んでいる。

　日和ひより常つね信のぶはそれを見上げてハアとため息を吐ついた。

「実際に見ると迫力が違うな……」

　小島といっても直径はおよそ二キロメートル。大まかに楕だ円えん形けいをした一周六キロほどの島が丸ごと宙に浮いているのだ。

「前にリンと相対したときもすごかったけれど、そのときの比じゃないかも」

　太古竜セキリンダイシンリュウがいかに巨大といえど一五○メートルほど。こちらに向かって悠然と飛んでくる島とは桁けたが違う。

「うはーっ！　でかいねえ。あんなのと真正面からやり合ったら、さすがに厳しそうだ」

　常信の隣に長身の美少女が立った。手で庇ひさしを作って遠くの小島を見つめる。赤い瞳ひとみが力強く見開かれた。南国の風が日焼けした肌を撫なで、ポニーテールにまとめた黒髪を軽くなびかせる。口元に不敵な笑みが浮かんだ。

「皇帝。あれとやり合うなんて正気の沙さ汰たじゃねえなっ」

「……怖いのか」

「まさかっ」

　常信の問いに美少女が向き直る。カラリと笑ってみせた。

「ワクワクが止まらないんだよ！　あんなデカブツの侵攻をあたしたちだけで止めようってんだ。無む茶ちやすぎんだろ。たまんねえよ」

「頼もしい限りだよ、ナタリア」

　常信は苦笑する。自分は先程から心臓がバクバクいって立っているのもやっとだというのに、隣の彼女は未み曾ぞ有うの危機を心から楽しんでいるようだ。これがアレグランサ王国の王女にして七勇神姫セテイオ・プリンサの一人「水の姫アクウイツサ」ナタリア・テラディリャスの強さかと感心する。

「んで、どうすんだよ皇帝？」

　ナタリアが再び宙に浮かぶ小島を見上げて言った。しかし常信が答えるより早く、上空に巨大なスクリーンが現れる。白い山や羊ぎの顔が映し出された。

『メ[image: ][image: ][image: ]！　こんにちは、アレグランサ王国の諸君』

　正確には白山羊の仮面だ。仮面を被かぶった人物が玉座のような椅い子すに座り、偉そうに足を組んでこちらを睥へい睨げいしている。

「出やがったな、白山羊！」

　白山羊仮面を睨にらみつけてナタリアが叫んだ。手にしていた槍やりを軽く回す。こちらの声は届いていないのだろう。白山羊は一方的に喋しやべった。

『長年、我々から多大な恩恵を受けておきながら、腰抜け皇帝に媚こびを売って帝国に擦り寄った無能な王は必要ないメ～。このままではアレグランサ王国は滅びを待つのみメ～。故に、私がアレグランサ王国を救い、国王として君臨することにしたメ～』

「メーメーうるせぇな」

　ナタリアがぼやく。常つね信のぶも同感だった。

『私が密ひそかに開発させていた、この浮遊島を見るメ～！　そして恐おそれ戦おののき、その場にひれ伏すが良いメ～！　お前たちの生殺与奪はこの私が握っているメ～！』

　自信満々にふんぞり返る白山や羊ぎ。

「お、あれだよな飛ひ翔しよう石せきって」

　望遠鏡で浮遊島の下部を見ていたナタリアが指差した。常信もドローンからの映像を手て許もとの水晶に映し出す。これは晶機コムニカという携帯端末で、様々な用途に使える優れ物だ。ナタリアが指差す先、浮遊島の底に虹色の輝きを放つ物体が埋め込まれているのが見える。

「この大きさだと……軽く十メートルはありそうだな」

「むしろ、そのくらいで島一つ浮かせられるってのが凄すごいと思うけどねえ。あたしも今まで全然知らなかったよ。あの山羊野郎が隠してたんだろうけどっ」

「とりあえず、あの飛翔石を──」

　常信が晶機から顔を上げたとき、左右で風が舞った。

「今こそ、アレグランサ空軍の実力を見せるときぞ！」

「姫様のお手を煩わせることもない！　商人ごとき、我らが打ち負かしてみせる！」

「皆の者、続けーっ！」

　竜に乗った兵士たちが飛び立っていく。ナタリアが「おい！　勝手な真ま似ねすんな！」と叫ぶが彼らは止まらなかった。

「空軍ごときに後れを取るな！　アレグランサ海軍こそが最強なのだと内外に知らしめる絶好機であるぞ！」

　それだけでなく、無数の軍艦が小島へ向けて前進する。竜騎兵の数は五十に満たないほどだが、軍艦はゆうに百を超えていた。アレグランサ海軍の主力が勢せい揃ぞろいし、国難に立ち向かおうとしている。

「だから勝手に動くんじゃねえよ！　ったく！」

　ナタリアは晶機を取り出して指揮官に呼びかけた。「何やってんだ!?」と怒鳴る彼女に対し、海軍の総指揮を執る将軍は『お任せ下さい！』と力強く答える。

『グロリア帝国の力を借りずとも、我らが無敵艦隊によってあの小島を沈めてご覧にいれますぞ。姫様はそちらで高みの見物をなさるがよろしいかと』

「だから話を聞けって！　お前らの勝てる相手じゃないんだよ！」

　ナタリアがどんなに言っても進軍は止まらなかった。大砲の射程に入ると、全艦が一斉に砲撃を開始する。それに合わせて上空の竜騎兵も突撃を敢行した。砲撃音が立て続けに鳴り響き、空に浮かぶ小島へと弾が飛んでいく。

　それらは全て島の下部、岩石で固められた部分に着弾した。

　だが、それだけである。

　何発当たろうと、島はビクともしない。

　当然だろう。あまりに質量が違い過ぎるのだ。そのくらいは常つね信のぶでも分かった。百隻以上の軍艦はただひたすらに無駄弾を撃ち続けているに過ぎない。

　そして空軍の竜騎兵たちも突撃に失敗していた。

　島の各所に備えつけられた機関銃の一斉掃射を浴び、一騎、また一騎と墜落する。竜騎兵自身の動きも悪いので良い的にしかなっていなかった。

「ああ、もう！　だから言ったのに……！」

　ナタリアが手すりに拳こぶしを打ちつける。

　さらに砲撃音が島の方から轟とどろいた。

　たちまち海上に無数の水柱が立つ。まともに砲撃を食らった軍艦が破砕し、真っ二つになった。整然と陣形を組んでいた船が隊列を乱みだし、衝突して横倒しになる。そこに更なる攻撃が加わり、次々と沈没していった。

「ソニア！」

　ナタリアが背後を振り向いて叫ぶ。「はい」と静かな返事と同時、すぐ側そばに純白の翼が広がった。黒髪ボブカットの美少女が真っ白な天馬を駆って彼女の側に寄せる。軽やかに跳躍するとナタリアは鞍くらの後ろに収まった。

「皇帝！　悪いけど、あのバカたちを助けに行ってくる！　作戦、進めといてくれ！」

　そう告げるなり、天馬が空に駆け上がる。ボブカット少女──ソニアが手綱を操り、一気に船団へと近づいていった。幾つもの水柱が上がる中、ナタリアは沈みかけそうな船に寄って船体を氷漬けにする。浸水が止まり、崩壊を免れた軍艦は海に投げ出された兵士たちを回収しつつ戦場を離れていった。

　墜落した竜騎兵も救出され、撤退していく。かろうじて生き残っていた竜騎兵も這ほう々ほうの体ていで逃げ出した。

『メ～ッ、メッメッメ！　口ほどにもないメ～。これが大陸最強を謳うたうアレグランサの海軍メ～？　まるで話にならないメ～』

　巨大なスクリーンでは白山や羊ぎが奇妙な笑い声を上げている。

『だから言ったメ～。お前たちの生殺与奪は、この私が握っているんだメ～。この私に楯たて突つこうなんて愚かすぎて笑っちゃうメ～。さっさとひれ伏して命いのち乞ごいをするメ～』

　圧倒的な力の差を見せつけ、白山羊はご満悦のようだ。足を組み替え、『ほらほら、いくらでも攻撃してくると良いメ～』と煽あおってくる。

「じゃ、そろそろ始めるかな」

　常つね信のぶはそう呟つぶやき、晶機コムニカを操作した。将軍に命令を下す。

「さあ、上う手まくいってくれよ」

　アレグランサ海軍が退ひいていくのと入れ違いに、船体も乗組員もバラバラな船団が前に出た。貨物船に客船、海賊船もある。軍艦も混じっているが、主力でない輸送船や旧型船ばかりだ。とても戦闘力があるようには見えない。

　それでも船の数は三百に達する。大量の船が浮遊島の直下へと進んでいった。

『んんん～？　何をやっているメ～？　ボロ船に民間船、そんな有象無象をかき集めたところで何ができると言うメ～？　とうとう焼きが回ったようだメ～』

　白山や羊ぎは海上の様子を見下ろして嘲あざ笑わらう。

　船に乗り込んでいる兵士たちがそれぞれ得物を構えた。弓に矢をつがえる者もいれば、銃を構える者もいる。各自、もっとも得意とする射撃方法を選んだ結果だ。彼らは一様に浮遊島の底部に狙ねらいを定めた。

『おやおや～？　ひょっとして底にある飛ひ翔しよう石せきを破壊しようと企たくらんでるメ～？　メ～ッ、メッメッメ！　本当に愚かな連中メ～。飛翔石はそれ自体の魔力で守られているから、そんじょそこらの攻撃じゃヒビ一つ入らないメ～。まして、弓矢や小銃程度でどうにかできるわけないメ！』

　鼻で笑う白山羊。

　一斉に、攻撃が行われた。

　およそ三百の船から一万に近い矢と銃弾が放たれる。的が巨大なので、その全てが浮遊島の底部に当たった。矢は突き刺さり、銃弾は深く撃ち込まれる。

　しかし、それだけだ。十メートル級の巨大な飛翔石が破壊されることはなく、まして島が崩壊することなど決してない。

　白山羊の笑い声が周囲に広がった。

　第二射、第三射と兵士たちは島の底部に矢と銃弾を撃ち込み続ける。ビクともしない岩盤に攻撃を繰り返す。

「やってるねえ」

　撤退の手伝いを終えたナタリアが戻ってきた。天馬から飛び降り、軽く首を叩たたいて労をねぎらう。ソニアも愛馬から降りて彼女の隣に並んだ。

「ナタリア様、皇帝の作戦は本当に上手くいくのですか？」

　こちらを思い切り睨にらみながら言うので常信は素早く顔を逸そらす。

「何だよ、ソニア。あたしのことが信じられねえのか？」

「ナタリア様のことは常に信じています！　そうではなく、皇帝の──」

「この作戦を考えたのは皇帝たちだけど、あたしもそれを了承したんだぜ。ってことは、作戦を疑うのはあたしを疑うってことだ」

　ソニアの顎あごを掴つかみ、クイッと自分の方を向かせてナタリアが言った。顔を真っ赤にしたソニアが口を噤つぐむ。

　相変わらずイケメンだなあ……と感心しつつ常つね信のぶは浮遊島の様子をじっと窺うかがった。そろそろ成果が出始めても良いい頃だ。

「おっ？　動いたんじゃないか？」

　ナタリアが身を乗り出す。常信も「うん」と頷うなずいた。

　ほんの僅わずかだったが、確実に──




　浮遊島が上昇している。




　それは見る間に顕著になっていった。じわじわと浮遊島は上昇を始め、それまで水平に前進していたのに斜め上に向かって進んでいく。しかも上昇速度は加速度的に上がった。すぐに上昇速度の方が前進速度を追い越し、更に加速していく。

『メ？　何ごとメ～？　上昇しろなどと命じてはいないメ～！　勝手なことをするんじゃないメ～！　……制御が利かない？　そんなわけないメ～!?　もっとよく調べて……ええい飛ひ翔しよう石せきの出力を落とすメ～！』

　ようやく異変を察知した白山や羊ぎが部下に指示を飛ばした。けれど、すでに手遅れなのは誰の目にも明らかだ。常信たちは浮遊島が天高く浮き上がっていくのを見上げる。宙に浮いていたスクリーンはありがたいことにその場に留とどまっていたので白山羊たちの狼ろう狽ばいぶりがつぶさに見て取れた。

『早く！　早く出力を落として……もういっそ停止させるメ～!!　このままじゃ、このままじゃ神々の世界まで登っていっちゃうメ～!!　というか、その前に息がっ……何だか息が苦しくなってきたメ～……。これ、冗談抜きでヤバイやつメ～……』

　スクリーンの中では警報が鳴り響き、白山羊の周りを数人の男たちが右往左往している。そして白山羊自身は椅い子すから滑り落ち、床に座り込んで荒い息を繰り返した。

『何だか……頭がボーッとしてきた……メ～……。何が、どうなってるメ～……？　助け……助けて……降参、するから……お願い助けて……』

「随分と虫の良いこと言ってんじゃねえか」

　ナタリアが苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をする。

「ナタリア様、助ける必要はありません。アレグランサ王国を脅かし、あまつさえ国王の座を簒さん奪だつしようとした商人など、あのまま天の裁きを受ければ良いのです」

　隣でソニアが冷徹に言った。

「……皇帝、どうするよ？」

　ナタリアが厳しい表情のまま尋ねる。常つね信のぶはどんどん小さくなる浮遊島を見上げ、スクリーンの中で必死に助けを求める哀れな白山や羊ぎの顔を見た。

「あの状態なら捕らえるのは簡単だろう。助けよう」

　そう答える。ソニアの鋭い視線が飛んできた。

　ナタリアが燃えるような赤い瞳ひとみに喜色を浮かべる。

「皇帝は余裕だねえ。でも、あんな上まで上がってるのに助ける方法なんてあんの？」

「ああ、それは問題ない」

　常信は不敵な笑みとともに言い放った。

「だってウチ、大国だから」





第一章　悪代官と悪徳商人のお約束（イメージです）







「ついに本性を現しおったな、鬼畜破は廉れん恥ち外道皇帝」

　熊くまのような体格の男が檻おりの前でこちらを見下ろしている。

　灰色の囚人服を着て牢ろう屋やの床に正座した常信は、ハアとため息を吐ついた。

「なあ、信じてくれ……。マライカの寝室に入ってしまったのは緊急避難というか、ユーリが転移した先がたまたま彼女の寝室だっただけなんだ。ユーリに聞いてくれれば分かるから……」

　先程から幾度も訴えている主張を繰り返す。熊男の太い眉まゆがつり上がった。

「マライカ様のことを呼び捨てにするとは何ごとだ！」

「怒るところ、そこ!?」

「聞け、皇帝。私はジャフェル・ユギ・ハーディ。エイズルム王アフマーン陛下にお仕えする四天将の一人である」

「あ、はい……」

「私はマライカ様が産まれたときから、あの御お方かたを知っている」

「そうなんだ……」

　熊くま男おとこはどこか遠くに目をやり、穏やかに微笑ほほえむ。

「アフマーン陛下と私は昔なじみでな。若い頃からともに大地を駆け、この国を守ってきた。陛下は私のことを無二の親友と仰おつしやる。まこと、ありがたいことだ」

「はあ……」

「故に陛下のご子息、ご息女は私の子も同然！　いや、それ以上に価値のある方々だ！　中でもマライカ様は幼少のみぎり、教育係としてお世話させていただいた大切な御お方かた……。それに薄汚い虫がついては陛下に顔向けができぬ!!」

　グワッと唐突にこちらを向き、鬼のような形相で睨にらみつけてきた。

「というより、この私が許せん！　皇帝であろうが知ったことではない！　マライカ様のご寝所に忍び込み、あまつさえ素っ裸で迫るなど言語道断！　私の身命を賭として、お前をあの世に送ってやるぞ、アルフォンソぉぉぉっ！」

　鉄格子を掴つかみ、ガタガタと揺さぶる。檻おりの中で良かったと初めて思った。もし仕切りがなかったなら、怒りに我を失った熊男に八つ裂きにされていただろう。

　そんな想像に戦せん慄りつしていると、ジャフェルが何かに取とり憑つかれたような目で笑い出した。すごく怖い絵面だ。

「皇帝、ようやく尻尾しつぽを出してくれて嬉うれしいぞぉ。鬼畜破は廉れん恥ち外道だという噂うわさは聞き及んでおったが、なかなか証拠を掴めずにおった。しかぁし！　今回の一件で、マライカ様も陛下もお目が覚めることであろう。貴様は必ず磨すり潰つぶしてやるからなぁっ！」

　恐おそろしい捨すて台詞ぜりふを残し、大笑しながら熊男は去っていった。

「まずい……。早く助けに来てもらわないとっ……」

　全身から冷や汗が噴き出す。

「何でユーリはいなくなったんだよ！　誰か、連絡を取れる人いないかなあ……」

　今頃、ブリムレックでは騒ぎになっていることだろう。少なくともシエラとマリアンヌは常つね信のぶがユーリに連れ去られたことを知っているので捜索に動いてくれているはずだが、一気にエイズルムまで飛んだと考えられるだろうか。

「さすがにその場で切り捨てられることはなかったけれど……」

　グロリア帝国皇帝という立場が何とか命を繋つなぎとめてくれている。ただし、それもいつまで保もつのか怪しいものだった。あのジャフェルという熊男は明らかに私し怨えんで動いている。きっと理屈など通用しない。

「今の俺にできること……って、何もないんだよなあ……」

　こういうとき、物語の主人公なら諦あきらめずに自力で脱出する方法を見み出いだすものだが、凡人である自分にはそれも叶かなわない。石壁に囲まれた半地下の牢ろう屋やは強固で、鉄格子はもちろん、天井近くについている細い窓にはめられている鉄柵も頑丈だ。

　今は皆を信じて待つしかない。

　そう思い、筵むしろの上に座る。恐おそらくこれが寝床なのだろう。

「何でこんなことになってるんだ……」

　常つね信のぶはぼんやりと自分について考えを巡らせた。

　名前は日和ひより常信。平凡な高校生だったが、突とつ如じよ、異世界に召喚され全く平凡でない人生を送っている。大陸のおよそ八割を占める超大国グロリア帝国の替え玉皇帝に据えられ、十四カ国連合軍との戦争、女神の加護を受けた英雄「七勇神姫セテイオ・プリンサ」との戦い、果ては大陸最高神ゼーバからの試練まで経験した。

　それら全てを大国の圧倒的な物量と、非常に有能な「嫁」たちの力で乗り切った後、大陸全土の治安向上と友好関係の強化を目的に各国を外遊している。

　そのはずなのだが、今は牢ろう屋やに入れられていた。

「急展開過ぎて、ついていけない……」

　項垂うなだれる。ふと、小さな物音がした。ズズズズズ……と石壁の一部がせり出す。

「!?」

　想像を絶する光景に唖あ然ぜんと見つめるしかない。そのうちせり出した石壁が形を変え、壁に小さな穴を作り出した。人一人が四よつん這ばいになって潜り込める程度の大きさだ。

「よっと」

　穴から黒髪の可愛かわいらしい顔が出てきた。「うおっ」と声を上げてしまう。相手は素早く唇に人差し指を押し当て「しーっ」と言った。

「皇帝さん、静かにっ。牢ろう番ばんに気づかれたら話がややこしくなっちゃうから」

「マライカっ……。どうして、ここに……？　あ、さっきは、ごめん……」

　這はい出でてきたのは小柄な美少女である。マライカ・ビッテ・アラースム。ここエイズルム王国の第三王女であり、七勇神姫の一人「地の姫スオロツサ」でもある。先程、熊くま男おとこジャフェルが「マライカ様」と呼んでいた本人だ。

　マライカは立ち上がるとフウと息を吐いた。踊り子のようないつもの衣装をパンパンと軽く叩たたいて砂すな埃ぼこりを払う。それから座ったままの常信を横目で見た。

「もう、いいわよっ。ビックリしたけど……」

　口を尖とがらせる。そっぽを向いて続けた。

「ユーリから連絡があったの。帝国の人たちは今、ブリムレックにいるんでしょ。みんなを送り届けるまでの間、時間を稼いでおいてって」

「そ、そうかっ。助けは来るんだな。良かった……」

　胸をなで下ろす。しかしマライカは険しい顔で振ふり返かえった。

「呑のん気きにしてる場合じゃないわよ！　早くここから逃げ出さないとっ」

「……何でだ？　ビーチェたちが助けに来るんだろ？」

「皇帝さん、ジャフェルに会ったでしょ？」

　腰に手を当て、マライカが半眼でこちらを覗のぞき込こんでくる。

「パパは皇帝さんを牢ろう屋やから出すよう言ってるみたい。で、ジャフェルがすんごく反対してるの。牢から出すなら皇帝さんと刺し違えるって大騒ぎよ。いつ思いあまったジャフェルがここまで襲いに来るか分かんないんだから」

「今すぐ逃げよう！」

　常つね信のぶは文字通り跳び上がった。壁の穴を見る。

「ここを通れば外に出られるんだなっ？」

「そうよ」

「じゃあ、行こう！」

「うん……。皇帝さん、先に行って」

「……何でだよ？」

　マライカの態度に不安を覚える。彼女は目を逸そらし、もじもじし出した。

「だって……。アタシが先に行ったら、皇帝さん、アタシのお尻しりをガン見するでしょ！」

「ガン見はしないよっ」

「しないのっ？　何よ！　アタシには魅力がないって言うの!?」

「この問題、何て答えたら正解なんだ!?」

「おい！　何を騒いでいるっ？」

　廊下の先から牢ろう番ばんの声がした。こちらに近づいてくる。

「まずい！　じゃあ、俺が先に行くぞっ」

「早く！　急いで！　あ、ちょっと細工しとかないと」

　マライカがナイフを振った。床の一部が盛り上がり、人型に変化する。常信っぽい人形が出来上がった。ごろりと筵むしろに寝転がる。

「これで少しは誤ご魔ま化かせるでしょっ。ほら、皇帝さん急いで！」

　背中を押され、常信は穴に潜り込んだ。

「この穴、どこまで続いてるんだ？」

「人目につかないところっ。急いで急いでっ」

　急せかされ、ひたすら這はい進む。手の平と膝ひざが痛くなってきた頃、ようやく出口らしき縦穴に出た。天井に木製の蓋ふたがある。

「ここから上に出れば良いいのか？」

「そうよ！」

　縦穴に出てきたマライカが頷うなずいた。狭いスペースなので体が触れ合う。彼女は気にした様子もなく天井の蓋を開けた。

　倉庫らしき小屋に出る。蓋はただの床板だったようで、マライカは床板を元通りはめ直し、体の砂すな埃ぼこりを払った。それから常信に「着替えて」と服を差し出す。

「皇帝さん顔は目立たないけど、その服は目立つから」

「悪かったな、目立たない顔で……」

　ぼやきつつ急いで着替えた。あまり着慣れない格好だが、どうやらこれがエイズルム国民の一般的な服装らしい。

「じゃ、行くよ！」

　マライカが扉に手を掛ける。彼女に続き、常つね信のぶもエイズルムの街に飛び出した。




「あまり寒くないんだな」

　常信は涼しい風に空を見上げた。爽さわやかな青空が広がっている。雪深いブリムレックから移動してきたので少し変な感じがした。

「こっちだと冬でもそんなに寒くならないから。それより、あんまりキョロキョロしないでよっ」

　街中は活気があって人通りも多い。左右に並ぶ露店には思わず目を引く物が幾つも並べられており、常信はつい左右を忙せわしなく見てしまっていた。

「すまない。珍しい物が多くて……」

「気持ちは分かるけどね。アタシも時々、見て回ってるんだ。大陸中から色んな物が集まってくるから毎日見てても飽きないのよねえ」

　行き交う人々の服装も様々で、獣人族の姿も見受けられる。声を張り上げて客引きをしている中年男性や店頭で客と談笑している老人、通行人の間を器用に走り抜けていく子どもたち等々、雑多な雰囲気と騒々しさが不思議と心地良かった。

「いよう、マライカ姫様！　お連れさんと一緒とは珍しいねっ」

　果物屋の前を通ったとき、恰かつ幅ぷくの良いい店主がリンゴを二つ放ほうってきた。マライカは笑顔で受け取り、「ありがとー♪」と手を振る。

「姫様、うちの瓜うりも見てってよ」

「また今度ねーっ。今日はちょっと急いでるんだ」

「マライカ様、今年のは出来が良いぜ！　宣伝しといてくれっ」

「パパに伝えとくーっ」

「あああ握手して下さい！」

「はいはーい♪」

　街の人々が次々に声を掛けてきた。マライカはそれらに笑顔で応じていく。人だかりができないよう上手に捌さばきつつ歩調は緩めなかった。常信は彼女の後ろに大人しくついていくばかりだ。

「さえない連れだねえ。あんた、しっかり姫様をお守りするんだよ！」

　途中、樽たるのような体型の中年女性にバシンと背中を叩たたかれた。「どうも」と頭を下げ、人混みを縫うように歩く。じきに露店が途切れ、レンガ造りの家が建ち並ぶ区画に入った。マライカは食堂と思おぼしき建物に足を踏み入れる。

「オジサン、いるー？」

　扉を開けながら奥に声を掛けた。カウンターにいた初老の男が振り返る。よく日焼けした顔には深い皺しわが刻まれていた。眼光も鋭く、いかにも気難しそうだ。

「おおう、マライカちゃん。また王宮を抜け出してきたのかい。悪い子だ」

　男はマライカの顔を見るなり相好を崩し、諸もろ手てを挙げて迎える。店内の客も数人がこちらを見て「姫様だ」「また出歩いて」と笑顔になった。

「ねえ、二階良いい？」

　マライカは慣れた様子で男に尋ねる。男もニヤリとして顎あごをしゃくった。

「上がんな。そっちの坊主はお付きかい？　見ねぇ顔だな？」

「新入りなの。アタシが街を案内してあげてるんだ」

「物は言い様だねえ。坊主、大変だろうがしっかりやんな」

　分厚くゴツゴツした手でバンと肩を叩たたかれる。関節が外れるかと思った。

「こっち」

　マライカに手招きされて店の奥にある階段を上がる。二階に出ると細い廊下が続いており、左右交互に扉が並んでいた。マライカは軽い足取りで突き当たりまで進み、右の扉を開く。促されるまま入ったそこは宿屋の一室のようだった。

「やっと落ち着けるわねー」

　壁に寄せて設しつらえられたベッドに寝転がり、マライカがうーんと伸びをする。常つね信のぶは部屋を見回した。室内にはベッドと机、椅い子すがあり、机の上にはランプが置かれている。扉のすぐ横の壁にハンガーが掛かっていた。向かいの壁に窓があり、窓ガラスを通して日が差し込んでいる。

「一階が食堂で、二階が宿屋ってことかな」

「そうだよ。皇帝さんはこんな安宿に泊まることはないでしょうけど」

　マライカがベッドに寝転がったまま答えた。

「シーツも清潔そうだし、そんなに安宿って感じじゃないぞ」

「まー、この部屋は特別かも。たまーにアタシが来るから。でも、最近エイズルムの宿屋はどこもこんなもんよ。国を挙げて整備してるんだ」

「エイズルムは交易が盛んなんだよな。やっぱり商人のために？」

　常信は窓辺に寄り、外を見下ろす。通りに面しているので街行く人々の姿がよく見えた。馬車が数台、走り抜けていく。

「それもあるけど、最近は観光業にも力を入れようってことになってるみたい。町外れに大きな舞台も建設中だし……」

　マライカの声音が少し曇った。振り向くが、彼女は俯うつぶせになって枕に顔を埋うずめていたので表情は見えない。

「舞台か……。それって、やっぱりマライカのライブを行うためのものかい？」

「んー……どうだろうねー……」

　浮かない返事が返ってきた。

「正妻総選挙で引退しちゃったけど、復帰を望む声も多いんだろ？　再デビューしたら良いいんじゃないか？」

「んー……それなんだけどねー……」

　マライカがころりと寝返りを打つ。仰あお向むけになった彼女は晶機コムニカを取り出した。常つね信のぶは目を見張る。

「エイズルムも魔力通信網が繋つながってるのかよっ？」

「少し前にねー。だから皇帝さんたちがブリムレックで一騒動起こしたのも知ってるよ。温泉の宣伝動画も観みたし」

　マライカが意味深長な目でこちらを見る。常信は咳せき払ばらいをした。

「それで。再デビューに乗り気でなさそうなのは何でなんだ？」

「んー……乗り気じゃないって言うか……。このままじゃダメって言うか……」

　彼女は弄いじっていた晶機の画面を見せてきた。
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「これは……」

「復帰を求めてくれてる人たちも大勢いるんだけど、こういう意見もあるのよね……。一度はマイクを置いた身だし、皇帝さんの正妻になり損ねたからアイドルに復帰しますっていうのも何か違うかなって思ってて……」

　マライカが寂しそうに「会議室」の書き込みを追う。常つね信のぶは椅い子すに腰掛けた。

「そういう意見は何にだってつきまとうものだよ。復帰を望んでる人たちがいるのなら、気にせずアイドル活動を再開すれば良いいんじゃないか？」

「でもねー……。ただ復帰するだけじゃ盛り上がらないっていうか……。新しいアタシをみんなに見てもらいたいのよねーっ」

　快活な印象の彼女にしては珍しく、うじうじしている。それを何となく見つめていると、窓の外から罵ば声せいが聞こえてきた。

「やんのか、てめえ！」「そっちがぶつかってきたんだろうが！」等々、怒鳴り合っている。椅子から立ち上がり、常信は通りを見下ろしてみた。

「また？　最近、多いのよねえ」

　マライカも隣にやってくる。店のほぼ正面で馬車が二台、斜めに擦こすれるような状態でぶつかっていた。御者同士の言い争いからつかみ合いに発展しつつあり、野や次じ馬うまが群がって囃はやし立たてている。

「ちょっと仲裁に行ってくるわ。皇帝さんはここにいてね」

「君が行くのもまずいんじゃないか？　お姫様だろ」

「だから行くんじゃない。王族として、バシッと言ってあげないと」

　そう言い残し、マライカは部屋を出ていった。常信は窓に張りつく。少ししてマライカと、カウンターにいた初老の男が姿を現した。

「俺の店の前で騒ぐんじゃねえ！」

　初老の男が一喝するなり、その場にいた全員が固まる。つかみ合っていた二人を引き離し、馬車の中に声を掛けた。乗っていたのはどちらも中年男性で、どことなく服装が似ている。彼らはマライカを見るなり急に愛想笑いをしてぺこぺこ頭を下げた。

　騒ぎは収まり、二台の馬車はすれ違って走り去る。野次馬も散っていき、日常の空気が戻ってきた。

「ただいま」

「お疲れ。無事に片付いて何よりだよ」

　戻ってきたマライカを労ねぎらう。彼女はベッドの端に腰掛け、ムウと唸うなった。

「オジサンに全部持っていかれちゃった。まったく、小競り合いばっかりで嫌になるわ。何だか最近、変な感じ……」

　コロンと寝転がったマライカを見下ろす。

「さっきも似たようなこと言ってたな。御者同士が揉もめるのってよくあることなのか？」

「んー……。そうじゃなくて商人同士の揉めごとね。さっきの馬車ってどっちも商人が乗ってたでしょ？　あ、皇帝さんは紋章見えなかった？　馬車とか服の胸とかにそれぞれの商会の紋章がついてたんだけど」

「ごめん、見てなかったよ……。余よ所その商会の馬車だったから揉めたってこと？」

「ざっくり言うと、そんな感じ。馬車が二台すれ違うには少し狭い道だから、どっちが道を譲るかで意地になってぶつかったみたい」

「やっぱり競争相手とは仲が悪いものなんだな……」

　何気ない感想だったのだが、常つね信のぶの言葉に、マライカが黒水晶のような瞳ひとみをくるりと動かした。

「それなのよ、皇帝さんっ」

「え、何……？」

「確かに商会同士は競争相手だけど、それでも商売をする者としての連携とか協力とか、そういうのもあるのよ。だから、さっきみたいな小競り合いなんて今までなかったの。それなのに、少し前から何だか変な空気になってて……」

　マライカが不満そうに口を尖とがらせる。

「これはアタシの勘だけど、裏で良からぬことを企たくらんでる連中がいる気がするのよね。そいつらのせいで街の雰囲気が悪くなってる。絶対、許せないんだからっ」

　常信の脳裏に「ヴェイルジェンドン家」の名前が過よぎる。しかし、さすがに何でもかんでも彼らのせいにするのは陰謀論が過ぎるだろうと頭を振った。

「そういう情報が集まるところとかないのかな？　マライカは街に詳しいんだろ？　商人たちがよく集まる酒場とか食堂とか知らないかな？」

「うーん……。あるにはあるけど、パパやジャフェルが絶対近づいちゃダメってうるさいから、行ったことないのよね」

「そうか、あるのか。教えてくれたら、ビーチェたちに諮って誰か潜入させるぞ」

　早くパオラたちと合流したいなあ、と思いつつ提案する。マライカが素早く身を起こした。目を爛らん々らんと輝かせてこちらに迫る。

「皇帝さん、それよ！　アタシたちで潜入捜査しましょう！」

「……え？」

「誰かに、なんてまどろっこしいこと言ってられないわ！　これはエイズルムの問題なんだからエイズルムの王女たるアタシの出番よね！」

「ああー……そういう発想なんだねー……」

　常信の脳裏に「やぶへび」という単語が過ぎった。




　甘い香油の香りと紫煙が混ざり、頭の芯しんをボウッとさせる空気が立ちこめている。

　ところどころでランプの炎が淡く揺れるばかりで、店内は薄暗かった。

　柱や観葉植物で仕切られた幾つかの空間に十人以上は楽に座れるソファが置かれ、それぞれの中央に高価な衣服を着た男がふんぞり返っている。男の周りには煌きらびやかなドレスを身に纏まとった女性たちが侍はべり、酌をしては話に耳を傾け、楽しそうに笑った。

「な、何なのよ、ここ……！　聞いてないんだけどっ……」

　顔を真っ赤にし、涙目でマライカが訴える。

「まあ、いかにもな雰囲気のお店だよね」

　常つね信のぶは平静を装いつつ答えた。本当はこのような店は初めてなので心臓がバクバク鳴っている。マライカが腕にしがみついてくるので余計、緊張した。

　二人は裕福な交易商たちが集まるという店に来ている。マライカの「地の姫スオロツサ」の力があれば侵入は簡単だった。レンガ造りの壁を自在に変化させ、あっさりと店内に入った後は石柱の中に空洞を作り二人で隠れ潜んでいる。

　隙すき間まから覗のぞき見みる店内の様子は艶なまめかしかった。

　着飾った女性たちは客にしなだれかかり、計算された角度で上目遣いに何ごとか囁ささやく。同時にローテーブルの陰で男の内うち股ももをそっと撫なでた。鼻の下を伸ばした客がニマニマ笑いながら上機嫌に酒を注文する。周りの女性たちが黄色い歓声を上げて手を叩たたいた。

「これが大人の世界か……」

「ちょっと皇帝さん！　見入ってる場合じゃないわよ！　ここに来た目的を忘れないでよね！　アタシたちは良からぬことを企たくらんでる連中を見つけるために潜入したんだから！」

　マライカが目を三角にして囁く。

「分かってるよ。でも、ここだと話し声がよく聞こえなくて……」

「別のところに移った方が良さそうね。あっちに行ってみる？」

　彼女の視線の先には「貴賓室」と札の張られた扉があった。

「怪しさ満点でしょ？」

「王族の君が貴賓室を怪しむってどうなの？」

　常信は柱から出て見つからないように移動する。貴賓室の前には誰もいなかったが、扉に耳をつけたマライカが「中は誰かいるわね」と呟つぶやいた。壁にナイフを走らせる。

「ちょっと厚みが足りないかも……。皇帝さん、我慢してねっ」

　そう言うや否や、常信の腕を掴つかみ壁の中に引き入れた。粘土のように変形したレンガ壁に二人とも包まれる。しかしマライカが言った通り壁の厚みが足りないようで、彼女と密着した状態になってしまった。

「えっと……皇帝さん……胸、触ってるんだけど……」

「ごめんっ……。身動きできなくて……」

　後ろからマライカを抱きしめる体勢になっている。小柄な彼女とは頭一つ分ほどの身長差があり、彼女の体に回した腕が慎つつましやかなところに密着していた。しかし、狭すぎて腕を動かそうとすると彼女の体のあちこちを撫なで擦さすってしまうことになる。

「少し、我慢していてくれないか……？」

「仕方ないわねっ……。あんまり動かないでよっ……。んっ♪」

　ピクンとマライカの肩が跳ねた。常つね信のぶは懸命に心を無にしようと努める。マライカが作り出した細い隙すき間まから室内の様子を窺うかがった。

「クックック！　お主も悪よのう、ファルーク」

「いえいえ私めなど、サウード様の足元にも及びません」

「こやつめ、ぬかしよる。クックックックック！」

　悪代官と悪徳商人がはしゃいでいる。

「すごく分かりやすい悪党どもの密会だな……」

「あれって、貿易相のサウード・ムフタールよ！　こんなエッチなお店に通ってただなんて信じられないわねっ」

「ああ、まあ、それはそれとして、話の内容はどうなんだ？」

　二人して聞き耳を立てた。

　貿易相と商人は、精緻な幾何学模様の編み込まれたソファに埋もれるようにして座り、酒を酌み交わしながら話を続ける。

「ところでファルークよ。例の薬草は買い占めたのか？」

「もちろんでございます、サウード様。おかげさまで、また大おお儲もうけさせていただけそうです。お礼はまた後日」

「クックック！　皆が欲しがる物を安く買い占め、値をつり上げてから高く売る。これぞ商売の基本よのう」

「サウード様が法整備を為なされて、私どもに独占販売権を認めていただけたからこそでございます。葉っぱを育てることしか能のない連中には小銭を握らせておけば良いのです。品物に価値をつけるのは、我々のような選ばれた知者の特権なのですから」

「その通りだ、ファルーク！　一年中田畑で汗水垂らしておるような能無し農民なんぞ生かさず殺さずの生活で丁度良い。荷物をあちこちに運ぶことしかできんような能無し運び屋も同様だ！　あいつらには賃金を支払うことすら無駄に思える」

「全くですな、サウード様！　私どものような知者のおこぼれにあずかっているに過ぎない分際で、すぐに文句を言う労働者は許し難がたい！　一晩中馬車を走らせただけで『辛つらい』だの『残業代が出ない』だの喚わめきよるのです。是非、処罰の対象にしていただきたく」

「うむ、まかせろ。『働かせていただいている』という常識すらわきまえぬ思い上がった労働者など、新しい法律で締めつけてやる。クックック！」

「さすがサウード様。ものの道理をよく理解しておられますなあ」

　二人して大笑する。手にしていた杯が揺れて酒が飛び散った。

「……どこのブラック企業だよ」

　思わずぼやく。常つね信のぶの中で完全にアウト判定が出た。

　それはマライカも同じだったようで、彼女の腕がゆっくり上がる。ナイフが閃ひらめいた。

「ちょっと待った！　ここで騒ぎを起こすのはまずいぞっ」

　怒りのオーラを立ち上らせていたマライカの体を強く抱きしめる。

「んっ……皇帝さん、離してっ……！　あんなバカ、二人まとめてぶっ飛ばしてやるんだから！　あと、当たってる……」

　最後はどこか言いにくそうに告げてきた。彼女の耳が真っ赤になっている。常信は懸命に腰を引いたが、すぐ壁にぶつかってほとんど動けなかった。鎮まれ……鎮まるんだ……と祈るような気持ちで目を閉じるけれど、まったく収まる気配がない。

「ごめん……。これは男の生理現象というか、マライカと密着しているんだから仕方ないことというか……」

「皇帝さん、こんなときに……んんっ♪　指、指が……動かしちゃダメだってぇ……」

　先程、抱きしめた拍子にマライカの敏感な部分に当たってしまったようだ。腕を離そうと試みるが逆効果で、彼女をまさぐる結果に終わってしまう。密着している彼女の体温が少し上がった気がした。じんわり汗ばんできている。

「マライカ、一いつ旦たん、壁から出よう。もう少しゆったり隠れられるところに──」

「そういえば『青あお鳩はと』の一件はどうなったのだ？　何か聞いておるか？」

　常信は息を呑のんだ。

　熱い吐息を洩もらすマライカの口を強引に手で塞ふさぐ。彼女の服が捲めくれ上がってしまったようだが、それどころではなかった。

「その件ですが、サウード様……。どうやら、ブリムレック国王の手に落ちたようで。ただちに始末するため暗殺者を送り込んだものの、返り討ちにあったとか」

「何をしているのだ、あの能無しどもはっ」

　苛いら立だたしげにサウードが吐き捨てる。

「使い走りとはいえ、あれもヴェイルジェンドン家の一族なのであろう？　いらぬことを口にする前に消しておかねばならんだろうに……」

「噂うわさによると、グロリア帝国の皇帝が絡んでいるとか」

「何だと!?　また、あの皇帝かっ……。俺がどれだけ長い年月を掛けてエイズルム王家に取り入り、権力を握るまでに至ったと思っているのだ！」

「怒りをお鎮め下さい、サウード様。皇帝につきましては、面白い情報を仕入れております。何でも、すでにエイズルム国内に来ているとか」

　ファルークがニタリと下品な笑みを浮かべた。

「皇帝がすでに国内にっ？　俺はそんな報告、受けておらんぞ」

「何でも、マライカ様のご寝所に忍び込んだとかっ。あえなく女官たちに捕らえられ、今は地ち下か牢ろうに閉じ込められているそうでございます」

「昼間、陛下とジャフェル殿が騒いでおったのは、それか！　マライカ様のご寝所に忍び込むとは、鬼畜破は廉れん恥ち外道の名にふさわしい行いであるな。クックックックック！」

「いや、まったくですなあ」

　二人して大笑する。

　常つね信のぶは恥ずかしさと悔しさで体が熱くなった。

「それなら話は早い。ジャフェル殿を煽あおって、皇帝の首を刎はねてもらうとしよう。それが叶かなわずとも、エイズルムから追い払うのは難しくあるまい。ブリムレックやテルエでは好き勝手してくれたようだが、この国ではそうはいかんぞ」

「さすがでございます、サウード様！　いよ！　エイズルム一！」

「よせよせ、ファルーク。照れるではないか」

　クックックとご満悦な悪代官は酒を呷あおる。

　そこに扉をノックする音がした。着飾った女性を侍はべらせた男たちが数人、部屋に入ってくる。振ふり返かえった悪代官は「おう」と鷹おう揚ように片手を挙げた。ファルークは立ち上がって慇いん懃ぎんに礼をする。

「ようこそ、お越し下さいました。オーベル様にルジーク様。それに……」

　商人は男たち全員の名前を覚えているらしく、一人一人丁寧に挨あい拶さつをしていった。対する男たちは「うむ」とか「ああ」とおざなりに返事をし、サウードと握手を交わして側そばに腰を下ろす。侍っていた女たちを下がらせ、皆が着座した。

「はるばるバウサロからお出いでいただき、まことに感謝致す」

　サウードが順に礼を述べていく。常信は背筋に冷たいものを感じた。連れだってやって来た男たちは東部諸国の王族や貴族たちである。彼らは愛想良く挨拶を交わしながらも、どこか油断ならない目つきで互いを見ていた。

「サウード殿には何かと融通を利かせてもらって助かっておる。感謝に堪たえんよ」

「ようやく大量生産の目め処どが立った。そちらで全て買い付けて頂ければ、値は二倍にも三倍にも跳ね上がろう」

「競合する者どもは悪評をまいて潰つぶしている。じきに我らが独占できる手はずだ」

「上う手まく物資を回して値段を操作してもらいたい。職人どもがうるさくてな。物を作ることしか能のない連中は身の程をわきまえておらん」

「それはうちも似たようなものだぞ。労働者はやはり使い捨てに限る」

　彼らが口にするのはエイズルムと各国の裏取引に関する黒い話題ばかり。常信は彼らを細い隙すき間まからじっと見据え、歯を食いしばった。

「どいつもこいつも、国民を食いものにして自分たちだけ甘い汁を啜すすろうって連中だ。まさかエイズルムだけじゃなく近隣諸国の貴族まで絡んでただなんてっ」

　憤る常つね信のぶの腕をマライカがきゅっと掴つかむ。彼女も腹を立てているのだろうと見下ろすと、涙ぐんだ瞳ひとみに見つめられた。

「あっ……ごめん！」

　ずっと口を塞ふさいだままだったことにようやく気づき、急いで腕を下ろす。つるりときめ細かい柔肌を撫なでた。あれ？と視線を降ろす。マライカの服は首まで捲めくれ上がり、胸がさらけ出されている。腹は元から出ていたけれど、いつの間にか自分の右手が彼女の股またに潜り込んでいた。人差し指と中指に湿った感触がある。

「ち、違うんだ……。これは、俺も焦っていて……その……」

　寝室で巨大な手に張り倒されたことを思い出した。また強烈な一撃をお見舞いされるのだろうな……と半ば諦あきらめつつ言い訳を考える。

「皇帝さん……もう、許して……。アタシ、こんなの……」

　ところがマライカはふるふると目に涙を溜ためて力なく訴えてきた。

「何でも言うこと聞くから、お願い……」

　上目遣いに懇願され、大切なものが吹っ飛びそうになったが、ぎりぎりで堪こらえる。改めて「ごめん！」と謝りながら彼女の衣服を整え、「出よう」と促した。
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「重ね重ね、本当にごめんなさい」

　隠れ家に戻るなり、常つね信のぶはマライカに土下座した。

「…………」

　マライカはベッドに腰を下ろし、俯うつむいている。時折、こちらをチラチラ見る気配を感じた。彼女からの審判が下るまで頭を上げないでおこうと決心する。

「ねえ、皇帝さん……」

「はい」

　審判のときが来た。

「アタシの胸、どうだった……？」

「何言ってんの!?」

　予想外の発言に顔を上げてしまう。マライカが口を尖とがらせた。

「だって……皇帝さんって大きいおっぱいの方が好きなんでしょっ」

「その話、今するっ？」

「どうなのよっ？　大きい方が良いいの!?　小さい方が良いの!?　答えなさいよ！」

　マライカが詰め寄ってくる。あげく、自ら服を脱ごうとした。

「待った待った待ってくれ！　一いつ旦たん、冷静になろう！」

　常信は彼女を押おし止とどめ、その場に正座する。

「おっぱいは、大きくても小さくても良いと思うんだ」

「そういう日ひ和よった発言いらないから」

「バッサリ切ってくるね……」

「じゃあ、もう一度触ってみてよ！　それでどうなのかちゃんと感想を言って！」

「だから脱ぐのはやめよう！　君は一国のお姫様なんだよ！」

「ジャフェルみたいなこと言わないで！」

「いや、言うよ！　さすがにこれはジャフェルに賛成だよ！」

「……皇帝さん。これだけは言わせて」

　マライカがぐっと身を寄せて真剣な眼まな差ざしになった。

「ち……小さい方が感度が良いのよっ……」

　頬ほおを染めて目を逸そらす。

　常信はつい彼女の胸を見てしまった。

「あ、はい……」

　気まずい沈黙が流れる。

「ええと、さっきの話をしても良いかな……？」

　どうにかして空気を変えようと、常つね信のぶは口を開いた。

「サウード貿易相だっけ？　あの人たちが話していた──」

「そうよ！　それよ！」

　マライカが跳びはねるようにして立ち上がる。見上げる常信に力強く言い放った。

「皇帝さん、アタシ、正義の味方アイドルになるわ！」

「……いや、ちょっと何言ってるのか分からないんだけど」

「正義の味方アイドルよ！　悪人どもを懲らしめて、みんなの笑顔を守る！　そんなアイドルで復帰するの！　これならいけるわ！」

「ええっと……」

　話についていけない。

　常信が首を捻ひねっていると、マライカの腰から音楽が流れてきた。「あ」と彼女が晶機コムニカを取り出す。ポンと指で操作した。

『陛下！　今、どちらにいらっしゃるのですか!?』

　晶機から切羽詰まった声が飛んできた。
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「陛下、ご無事で何よりです！」

　エイズルムの王宮に辿たどり着つくと、玄関先で声が上がった。

　豪ごう奢しやな金髪をなびかせてエルフの美少女が抱きついてくる。常信は彼女を抱き留め「急にいなくなってすまない」と謝った。

「まったくです。夜になってもお戻りにならないので、どこぞのエイズルム第三王女によからぬことをされていないかと気が気ではありませんでした……」

　常信の胸に顔を埋うずめ、紫の瞳ひとみで上目遣いに見つめてくる。妖よう艶えんな色気にあてられて軽く目眩めまいがした。

「ちょっとベアトリーチェさん、失礼なこと言わないでよ！　むしろアタシが皇帝さんに襲われてる心配をすべきでしょ！」

　マライカが金髪エルフに文句を言う。「あら」と眉まゆを顰ひそめ、エルフの美少女──ベアトリーチェ・エヴァンジェリスティ公こう爵しやく令嬢がマライカを見た。

「陛下を誑たぶらかして下町の安宿に連れ込んだマライカさん、そんなところにいたのですね」

「皇帝さんと一緒にここまで来たでしょ！　あんたの目は節穴なのっ？」

「あいにくと、私には陛下しか見えておりませんので」

「恥ずかしいこと、さらっと言わないで！」

　少し悔しそうにマライカが返す。

「ビッチェ、どいて！　わたしもっ」

　抱きついたままのベアトリーチェを小柄な銀髪の美少女が押しのけた。代わりにヒシッとしがみつく。彼女の大変豊満なおっぱいが下腹を優しく刺激した。

「へーか、心配したんだよっ……」

　ふるふると潤んだ翡ひ翠すい色の瞳ひとみに見上げられ、常つね信のぶは胸を締めつけられる。光り輝く銀髪をそっと撫なでた。

「ごめんね、パオラ。色々と突然で……」

　彼女はパオラ・ハルバート。常信を異世界に召喚した張本人であり、類い希まれなる召喚魔法の使い手だ。そして皇帝の妹でもある。

「陛下を地ち下か牢ろうに閉じ込めた件は、こちらで適切に処理致しました。エイズルム国王アフマーン八世殿にも誤解であったとご理解いただけたようです」

　咳せき払ばらいをし、ベアトリーチェが報告した。彼女はグロリア帝国の宰さい相しよう補ほなので手を回してくれたのだろう。

「助かったよ、ビーチェ。突然、ユーリにマライカの寝室まで飛ばされたときはどうなることかと思ったけど……。そういえば、他のみんなは？」

　周りを見回す。外遊にはパオラとベアトリーチェだけでなく、あと四人の同行者と身辺警護のための近衞このえ騎士団がいるのだが、誰も見当たらなかった。

「キャラちゃんはもう寝てるよ。ヒルデとロザリンドさんは『十二星姫ドーデイ・ステラ』のみんなと一緒に来るんだって！　近衞騎士団の人たちも同じだと思う」

　疑問にはパオラが答える。ベアトリーチェがつけ加えた。

「クオーレ様も私たちと一緒だったのですけれど、どこに行ったのでしょう？」

「そうか……。ブリムレックからエイズルムだと大陸を横断することになるからな。全員揃そろうまでしばらくかかるとして」

　常信はマライカをチラリと見る。

「その間に、ちょっとやりたいことができたんだ。手伝ってくれ」




　翌日、常信はエイズルム国王アフマーン八世と面会した。

　国王は終始穏やかな様子で会談も滞りなく終わる。その間、ジャフェルに射殺されそうな目で睨にらまれ続けていたが、それはひたすら気づかないふりをした。

　会談の席にはサウード貿易相も臨席しており、彼も友好的な態度を崩しはしなかった。ただ、時折、ジャフェルに何か囁ささやいていたのを常信は見逃さなかった。

「それで、何をなさるおつもりでしょうか、陛下？」

　あてがわれた部屋に戻り、腰を落ち着けたところでベアトリーチェが尋ねてきた。膝ひざの上にはパオラが座り、向かいのソファにはマライカもいる。

「その前にキャラを起こしてくれないか」

　常つね信のぶは絨じゆう毯たんの上に寝転がって惰眠を貪むさぼっている赤毛の猫耳猫尻尾しつぽ娘を指差した。Ｔシャツ姿の彼女はキャラ・カッチーノという獣人族の少女で、天才発明家なのだが「働いたら負け」と言い切る自堕落娘でもある。そしてパオラの親友だ。

「多分、キャラにも手伝ってもらわないといけないから──」

「はうっ♪」

　話し終える前に膝の上のパオラがビクンと身を弾ませた。目め尻じりを蕩とろけさせ、「分かりました、へーかぁ」と甘い吐息混じりに言う。常信は何が起きたのか分からず左右を見た。

「従属魔法が発動したのではありませんか？」

　ベアトリーチェが小首を傾かしげつつ告げる。パオラが肯定するように小さく幾度も頷うなずいてみせた。

「キャラちゃんを起こしてって命令したでしょ？」

「ええっ？　起こしてくれって頼んだのはパオラにというより、ビーチェにだったんだけどっ？　何で魔法が発動してしまうんだっ？」

「本人の気の持ちようではないかと」

　再びベアトリーチェが推測する。パオラがこくこくと頷いた。

「キャラちゃんを起こしてって聞いたら、わたしが起こさないとって思って……そうしたらね……んんんっ♪」

　膝ひざの上で彼女が身み悶もだえる。お尻しりと太ふと股ももが擦こすれて大変なことになりそうだったので慌ててパオラを床に降ろした。腰砕けになりながらも彼女はキャラの下に這はっていく。

「従属魔法の発動条件がゆるすぎて怖い……」

　常信は頭を抱えた。

　パオラには、常信に命令されると命令を実行するまで際限なく気持ち良くなるという奇妙な従属魔法がかけられている。なるべくパオラに「命令」しないよう心がけているのだが、それでも意図せず「命令」と判断されてしまうことがあった。

「キャラちゃん、起きてーっ」

　寝ているキャラをゆさゆさ揺すると、しばらくして「んあー……」と猫耳娘が目を半分だけ開けた。眠そうな赤目がゆるゆる動き、まぶたが閉じる。

「キャラちゃん、起きてーっ。はううっ♪」

　ビクビクッとパオラが身を揺らし、それに合わせて豊満な胸がたゆんと揺れた。

　クワッとキャラの目が見開かれる。

「おーっ……。今日も大きいねー」

　そう言ってパオラのおっぱいに頬ほおずりをした。「くすぐったいよー」と笑うパオラの背後から手を伸ばし、常つね信のぶは赤毛猫耳猫尻尾しつぽ娘の首根っこを掴つかんで立たせる。

「キャラ、いつまで寝てるんだ。もう夕方だぞ」

「あー、陛下かー……。時差ボケだから仕方ないよねー……」

「お前はそんなもの関係なしにしょっちゅう寝てるだろ。話を聞いてくれ。多分、魔力通信網の力が必要になるんだ」

「また何かやるのー……？　陛下はよく働くねー……」

「そうでもないよ。俺はみんなに頼ってばかりだからな」

　ソファに座り直し、パオラを膝ひざの上に乗せると常信は三人に昨夜のことを話して聞かせた。細かいところをマライカが補足する。パオラは「ふむふむ」と真面目まじめな顔をして聞いていたが、恐おそらくあまり理解できていないだろう。ベアトリーチェは黙って話を聞きながら、何か思案するように視線をどこかにやっていた。そしてキャラは興味なさそうに寝そべり、パオラのおっぱいを触っていた。

「……というわけで、悪代官と悪徳商人を懲らしめたいんだ」

「そして『正義の味方アイドル』マライカちゃんの復帰を大々的に発表するの！」

　マライカがソファの上でポーズを決める。パオラが嬉うれしそうに拍手をした。

「正義の味方アイドル、格好良いいね！」

「そうでしょ！　ただ再デビューするだけじゃ盛り上がらないし、みんなに勇気を与える存在になりたいなって思ったの！　不正を糾ただすアイドル……新しいわ！」

「アイドル云うん々ぬんはともかく、大臣と一部商人との癒着は由ゆ々ゆしき問題ですわね。この件、アフマーン国王にお話しすればよろしいのでは？」

　ベアトリーチェが冷静にマライカを見る。

「それで解決するなら苦労はないわよ。アタシがパパに言うだけで貿易相を更迭できるほど、エイズルムの政治は杜ず撰さんじゃないわ」

「第三王女の発言権はあまり強くないようですわね」

「むーっ。そういうこと言ってるんじゃないんだけど！　皇帝さん、このエルフ、やっぱり性悪ね！」

　むくれ顔になってマライカが金髪エルフを指差した。

「その通りよ、マライカ！　まったく腹黒エルフには困ったものだわ！」

　バンと部屋の窓が開き、室内に真っ白なドレスの美少女が入ってきた。水色の髪が風になびき、夕日を浴びて虹色に輝く。勝ち気な瞳ひとみでキッとこちらを見つめ、腰に手を当てて偉そうにふんぞり返った。

「クオーレ様、今までどこに行ってたんだ？　あと、何で窓から？」

　常つね信のぶは目を丸くする。突然の闖ちん入にゆう者しやは慈愛の女神クオーレ。大陸最高神ゼーバの娘であり、慈愛の心を司つかさどるれっきとした女神だ。彼女も外遊に同行しているのだが、侍女のユーリとともに割と好きなように行動している。

「ユーリを探してたのよっ。あの子ったら、いきなり皇帝をエイズルムに連れていったりして、しかもそのことを私たちに話してすぐ行方ゆくえをくらましたのっ。私の侍女って自覚がないのかしらっ？」

「ユーリが行方をくらました？　何でだろう……？」

「まあ、さっき見つけたんだけどね。皇帝をエイズルムに連れていった理由を聞いたら、『皇帝の操を守るため』って言ってたんだけど、どういう意味？」

「ああ、うんっ。その話は一いつ旦たん、置いておこうか」

　温泉でのあんなことやこんなことを思い出してしまい、常信は目を逸そらした。

「それで、どうして窓から入ってきたんだ？」

「仕方ないでしょっ。街中だけじゃなく、王宮内でも信者に囲まれちゃって大変なんだから！　辛つらいわー、人気のある女神って辛いわー」

　鼻高々といった様子でクオーレがソファに座る。「で、何の話してたの？」と尋ねられたので、常信は彼女にもエイズルムの現状について話した。

「あ！　そう！　そうなのよ！　ユーリと食事しようと思ったら酷ひどい目にあったわ！」

　ペシペシと自分の太ふと股ももを叩たたいてクオーレが怒りを露あらわにする。彼女のどの辺りに「慈愛」の要素があるのか疑問は尽きない。

「美お味いしい物は地元の人に聞くのが一番だと思ったから、信者の商人に一番美味しいお店を教えなさいって言ったのよ。で、熱心にお勧めだって言うからユーリと入ってみたんだけど……」

「まずかったの？」

　マライカが身を乗り出す。クオーレは膨れ面になった。

「露店で食べた芋の方が美味しかったわ！　何なの、あれ!?　あれでエイズルムの人たちは喜んでるのっ？　けっこう高かったのよ！」

　慈愛の女神が庶民的な怒りを爆発させる。

「きっと、その貿易相と悪徳商人たちがグルになって大したことない店を宣伝させてるのよっ。そうに違いないわ！」

「なるほど。一旦、落ち着いてくれクオーレ様」

「食べ歩きの地図まで貰もらったのに、一つも当たりがないわ！」

　クオーレは胸元から一枚の紙を取り出し、ローテーブルに叩きつけた。その紙にはエイズルム王都の街並みが描かれており、ところどころに赤い印がついている。吹き出しで店の名前とお勧め料理が紹介されていた。

「へえ……こういうのを配ってるのか。それにしても食べ歩きって……エイズルムの王都を満喫する気満々だね、クオーレ様」

　常つね信のぶは地図を見て呟つぶやく。膝ひざの上でパオラが小首を傾かしげた。

「おっきなお店ばっかりだねーっ」

「……商会と大きく取り引きしてるところばかり紹介してるのよ。まあ、良くあることだし、そのくらいで文句を言うつもりはないけれど」

　マライカが腕を組む。

「せっかくパパが観光業を押し進めようとしてるのに、ご飯で足を引っ張るなんて許せないわ！　正義の味方アイドル、マライカちゃんの出番ね！」

「エイズルムだけの問題ではなさそうなんだが、表向きはマライカに動いてもらわないといけないだろうな。ただ、単にサウードの汚職を暴いたところで弱いだろうし……」

　常信も腕を組んだ。パオラが楽しそうに晶機コムニカを操作する。

「みんなに聞けば名案を教えてくれるよっ」

「あー……そういえば、最近、こんなサイトも流は行やってるよねー……」

　キャラも何やら晶機を弄いじっていた。常信はパオラが知恵袋に投稿して反応を待っている間、キャラの手て許もとを覗のぞき込こんだ。
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「あーっ！　セルタプのお店、三位になってる！　アタシに内緒にしてたわねっ」

　側そばに寄ってきたマライカが画面を見て声を上げる。常つね信のぶは彼女を見た。

「ここにも書いてあるけど、セルタプって将軍がいるのよっ。ジャフェルと同じ四天将で、少し前にお店開いたからって連れていってもらったんだけど、そのときはまだそんなに評判になってなかったんだよ！」

　そう言いながらマライカは自分の晶機コムニカを操作する。「ほら、見て！」と画像を見せてきた。そこには店内で楽しそうに食事をしているマライカと二十代後半くらいの女性が写っている。常信はその女性に見覚えがあった。以前、マライカの帝国進軍を阻止しようと「十二星姫ドーデイ・ステラ」作戦を決行した折、マライカの部屋を訪れた四人の一人だ。

「せっかくだからアタシのブログにも載せたんだ。あと、一言投稿にも書き込んだと思う。あ、見て見てっ。この料理とか可愛かわいくない？」

　見栄え良く盛りつけられた刺身の画像にパオラが「すごいね！」と目を輝かせる。「でしょでしょー？」とマライカは次々に画像を見せた。

「なるほど。イ○スタ映えってやつか」

　どの料理も目を惹ひく工夫が施されている。きっと味も良いいのだろう。

「パオラの方は何か分かった？」

　マライカに促され、「えっとねー」とパオラは知恵袋を更新した。
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「リンク先は『食べレポ』か……。本当に流は行やってるみたいだな」

「だから言ったじゃーん……」

　キャラがパオラの膝ひざ枕まくらで寝転がり、下乳をたゆたゆしながら言う。

「くっ……。こんなサイトがあるって知ってたら商人に聞いたりしなかったのに！　この地図もいらないじゃない！」

　クオーレが地図をくしゃっと握りしめた。

「ちょっと皇帝！　こういう情報をもっと積極的に広めなさいよ！　全然、目立ってないじゃないの！」

「いや、俺に言われても……」

「そうよ、それよ！」

　マライカがポンと手を打った。

「もっと広めるべきなのよっ。そうすれば、どんなにサウードたちが市場操作しようとしても上う手まくいかなくなるわ！　みんなで隠れた名店を発掘して繁盛させましょ！」

「具体的には何をするのかしら？」

　ベアトリーチェが静かに尋ねる。マライカはクオーレに向き直った。

「クオーレ様！　一緒にエイズルム中のお店を食べ歩きしよ！　アタシたちが美お味いしいお店を見つけて『食べレポ』に投稿すればいいのよ！　インフルエンサーになるの！」

　熱い眼まな差ざしで訴える。クオーレは目を瞬しばたたかせた。

「インフルエンサー……？　何だか、格好良いい響きね！　やるわ！」

「ありがとう！」

　二人が固い握手を交わす。

「わたしも！　わたしもやりたい！　へーかも一緒にやろっ？」

　パオラが膝の上でぴょこぴょこ跳ねた。たゆんたゆん揺れて、キャラが「おおーっ」と感嘆の声を上げる。

「そうだね。食べ歩きするくらいならサウードたちに怪しまれることもないだろうし」

「でしたら私は、その間に癒着の実態を調べてみます」

　盛り上がる皆と対照的に淡々とベアトリーチェが告げた。

「ビッチェは行かないの？」

「獣けもの臭いのはあまり得意ではありませんので」

　パオラの問いにゆるりと会釈する。それからマライカを見た。

「マライカ姫、この件に関して手伝っていただける方はいらっしゃいません？　もちろん信頼の置ける方でなければなりませんけれど」

「うーん……ジャフェルなら信頼できるけど、内政はやってないからなー。あ！　ハシムは真面目まじめだし良いかも！」
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「では、渡りをつけていただけます？」

「しょうがないなー。皇帝さん、貸しにしとくねっ」

　マライカは何な故ぜかこちらを見てウインクする。「何故、陛下に言うのです」とベアトリーチェが苦言を呈したが彼女はどこ吹く風だ。

「それじゃ、サウードたちの足元をぐらつかせてやるわよーっ。オーッ！」

「おーっ！」

　マライカとパオラが元気よく拳こぶしを突き上げた。




　翌日から常つね信のぶたちはエイズルム王都の店を巡り、その食事レポートをまとめて「食べレポ」に載せ続けた。

　クオーレはユーリとともに王都以外の町を回り、慈愛の女神とは思えないほど容赦ない評価を下していく。しかし、その切れ味の良さが受けたのか彼女の信者だけでなく食通を自称する者たちからも熱い注目を集めるようになっていった。

　ベアトリーチェは四天将の一人ハシムの協力を得て、サウードと商会、近隣諸国の貴族たちとの癒着や密約、賄賂といった汚職の実態をつぶさに調べ上げていく。

　そして、あっという間に二週間が過ぎた。
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「影響が出てきたな」

　常つね信のぶは晶機コムニカから顔を上げた。

「どう、皇帝っ。これが私の力よ！」

　目の前でクオーレが腰に手を当て、偉そうに胸を張る。

「食レポの女神って言われてるぞ……」

　そう返したが、彼女は「困ったものよねー」とまったく困っていない顔で答えた。

「パオラもなかなか良いい書き込みをしてるみたいねっ。私ほどじゃないけど、人気もあるみたいだし！」

「えへへ、ありがと～。どこも美お味いしいから正直に書いてるだけだよ！」

　鼻高々なクオーレの評価に対し、パオラは素直に喜ぶ。パオラの書き込みは違う意味で話題になってそうだなあ……と思ったものの、常信は黙っておいた。

「クオーレ様の書き込みが呼び水になって、『食べレポ』の書き込み自体、どんどん増えてるわねっ。商会の関係者っぽい人たちが反対意見を書き込んだりしてたけど、数に押されて声が小さくなってるみたい」

　マライカも満足そうに晶機を確認する。キャラが「陛下ー……」と呼んだ。

「貿易相たちがまた悪巧みしてるみたいだよー」




『ふざけおって、あのクソ皇帝め！』

　水晶球の画面には憤るサウードが映し出されていた。

　絨じゆう毯たんの上にあぐらをかき、水みず煙管きせるを吸う。斜め横に座ったファルークが煙管を手にしたまま媚こびた苦笑を見せた。

『いや、まったくですな。いらぬ情報を魔力通信網に挙げ続けておるようです』

『貧乏人どもが下らん評価をつけたせいで俺の店の売り上げがガタ落ちだぞ！　賄賂を取って評価を上げさせておいた店までボロボロの有様だ！』

『いやはや、慈愛の女神だか何だか知りませんが、料理の何たるかも知らない小娘の言葉にホイホイ騙だまされる民衆はやはり愚かとしか言えません』

『隣国の貴族たちを抱き込んで輸入量を操っていた品も、あちこちで不満が噴出したせいで裏取引を疑われておるっ……。今日、陛下に直接どういうことか問とい糾ただされたのだぞ！　バウサロからも少々厄介なことになってきたと連絡があった』

　サウードがギリギリと歯は噛がみするせいで煙管の吸い口が割れそうだ。

『これは……ジャフェル様に一肌脱いでいただく他ありませんのでは……？』

　ファルークが声を潜めた。貿易相の目つきが鋭くなる。

『なるべく慎重に事を運びたかったのだが……』

『機を逃せば、陛下が本腰を上げてお調べになるかと』

『分かっておる。今度の会合にはジャフェル卿きようにもご足労願い、あのクソ皇帝を始末するよう焚たきつける』

　ニタリと酷薄な笑みを浮かべた。

『皇帝さえいなければ、マライカごとき小娘、恐おそれるに足りん。あれは国民の不満を逸そらすため踊っておれば良いのだ』

『サウード様の手の平の上で、ですな』

　すかさずファルークが合いの手を入れる。二人して大笑した。




「ふーん……。サウードってアタシのことそんなふうに思ってたんだ。ふーん」

　マライカの目つきが冷たくなる。

　殺気立ったオーラを立ち上らせる彼女を宥なだめていると、ベアトリーチェが入室した。

「陛下、証拠が揃そろってまいりました」

　彼女の後ろから若い男性が続く。生き真面目まじめそうな青年だ。マライカが「ハシム、お疲れ様」と声を掛ける。

「マライカ様、こちらにいらしたのですね。ジャフェル卿が探しておられましたよ……」

　少し疲れた顔でハシムと呼ばれた青年が彼女に告げた。

「えーっ……。最近、ジャフェルが妙にうるさいのよねー。どこに行くのかしつこく聞いてくるし。皇帝さんのところには行くなって引き止めようとするし」

「サウード卿に何やら吹き込まれているようです」

　ハシムが眉み間けんに皺しわを寄せる。

「ベアトリーチェ卿のお陰で彼の悪事は大方、明らかになりました。じき全て白日の下に晒さらされることでしょう。我々にお任せ下さい」

　力強く宣言する彼に対し、マライカは首を振った。

「ダメよ、ハシム。最後の見せ場は『正義の味方アイドル』マライカちゃんが決めるんだから！　決め台詞ぜりふも考えてみたのよねっ。ばっちり全国配信してもらうわ！」

「マライカ様、自ら捕り物に参加なさるおつもりですかっ？」

「もちろん！　アタシ、ハシムより強いわよっ」

「そういう問題ではありません……」

　狼狽うろたえるハシムに構わず、マライカは絨じゆう毯たんの上で決めポーズを取ってみせる。「どう？」「どう？」と感想を求める彼女にパオラが「すごい！」「かっこいい！」と手を叩たたいた。

「サウード卿を捕らえるための証拠はこれで十分かと」

　ベアトリーチェが耳元で囁ささやく。常つね信のぶは頷うなずいた。

「相手も強引な手で来そうだから先手を取りたい。なるべく早く仕掛けよう」

「少しお待ちいただきたい、皇帝殿」

　部屋に新たな人物が姿を現す。ハシムが臣下の礼を取った。

　鍛え上げられた肉体をもつ中年男性がゆったりとこちらに頭を下げる。威厳のある表情には王者の風格があった。丁寧に髭ひげを整えており、黒の瞳ひとみには力強さが漲みなぎっている。

　エイズルム国王アフマーン八世が常つね信のぶの前まで進み、悠然とあぐらをかいた。

「パパ！　何でここにっ……」

　マライカが少しだけ身を竦すくませる。娘を一いち瞥べつすると、アフマーンは息を吐いた。

「皇帝殿、マライカのワガママにつき合って頂き、感謝に堪たえない。しかし、これ以上は危険だ。そろそろ娘を部屋に戻そうと思う」

「そんなのイヤよ！　アタシの活躍はここから──」

「マライカ！」

　アフマーンが一喝する。

「ここから先は政治的な意味合いが強い。お前の出る幕ではないのだ」

「でもっ……」

「安心しろ」

　エイズルム王は娘に向き直り、優しい顔で頷うなずいた。

「お前の再デビューはしっかり演出する。国立劇場もそのためのものだ。口さがない者たちの言葉など気にすることはない。多くの国民が、いや、大陸中の民がお前の復帰を望んでいるのだ。変に着飾ることなく舞台に立ちなさい」

　マライカは悔しそうに口を噤つぐむ。アフマーンがハシムに目配せした。

「参りましょう、マライカ様」

　ハシムに背を押され、渋々といった様子でマライカは部屋を出ていく。それを見届けてからアフマーンは再びこちらに向き直った。

「失礼。末っ子だからか活発すぎて困る」

「いいのか？　彼女は戦力になるぞ」

「『七勇神姫セテイオ・プリンサ』の力を使うほどのことではない。今すぐサウードを捕らえたいところだが、近隣諸国との関係もある。皇帝殿も行動を起こす際は私に一言いただきたい」

　口調は穏やかだが、有無を言わせぬ威圧感がある。常信は口を引き結んだ。

「はい！」

　膝ひざの上に座っていたパオラが元気良く手を挙げる。目を丸くするアフマーンに対し、まったく臆おくすることなく言った。

「マライカちゃんは正義の味方アイドルとして復帰する方が断然格好良いいと思います！　どうかマライカちゃんを活躍させてあげて下さい！」

　ぺこっと頭を下げる。エイズルム王が僅わずかに動揺を見せた。

「これは……面白い意見をありがとう。御令妹はなかなか愉快な発想の持ち主だ」

　ハハッと軽く笑って立ち上がる。「では」と一礼し、アフマーンは部屋を出ていった。

「行ってしまわれましたわね。まあ、妥当なところと存じます。一国の大臣を捕らえることになりますので、できれば穏便に収めたいのでしょう。近隣諸国に根回しした上で、サウードを貿易相の地位から外し密ひそかに幕を引く。それが現実的な判断ですわ」

　ベアトリーチェが淡々と告げる。

「へーか、マライカちゃんの活躍は見られないの？」

　パオラが潤んだ瞳ひとみでこちらを見上げてきた。

「パオラ様、陛下がお困りになりますよ」

　ベアトリーチェが窘たしなめる。

　そこにガシャガシャと騒がしい金属音が聞こえてきた。

「……ん？　この音は」

「陛下あああ！　遅くなって申し訳ございませええええええええええええん!!」

　全身甲かつ冑ちゆうの大男が部屋に飛び込んできた。常つね信のぶの足元に滑り込みながら土下座する。

「陛下の御身をお守りするのが第一の近衞このえ隊隊長でありながら！　二週間あまりも陛下のお側そばを離れてしまいましたーっ！　前代未聞の大失態にございますううううう!!」

　室内の空気がビリビリ震動する大音声で謝った。

「音量を下げてくれジルベルト」

　両耳を塞ふさいだまま言う。大男が「ははーっ！」という返事で床を震わせた。

「……そんなに気に病むな。俺が勝手に移動してしまっただけなんだから」

　常信は土下座をやめるよう促す。大男は全身甲冑をガチャガチャ鳴らしながら立ち上がり、直立不動の姿勢を取った。グロリア帝国皇帝直属の近衞隊隊長であり名門テッサリーニ家の当主、ジルベルト・テッサリーニ公こう爵しやくは相変わらずのようだ。

「陛下！　遅くなりましたっ」

「お待たせしてすみません」

　ジルベルトの後から二人の美少女が室内に入る。

　ともにプラチナブロンドの髪と青灰色の瞳をもつ、顔立ちの似た二人だ。どちらも騎士の軽装鎧よろいを身に纏まとっている。濃い緑色の服を着ているボブカットの方がヒルデガルト・スターリング男爵。帝国騎士であり、ラグーザという土地の領主でもある。

　一方、薄緑の衣服で髪を背中まで流している方はロザリンド・スターリング・フォン・イグドラル。彼女は帝国民でなくイグドラル王国の王女なのだが、故あって常信たちと行動をともにしている。

　彼女たちは常信の前に駆け寄り、揃そろって跪ひざまずいた。

「私たちだけでなく、十二星姫ドーデイ・ステラの皆も連れてまいりましたっ」

「途中、帝都に寄って警護兵の交代を行ったので兵の士気も十分です」

「二人とも、ありがとう。まずはゆっくり旅の疲れを癒いやしてくれ」

「少し遅すぎではありませんの？　どこで道草を食っていたのやら」

　ベアトリーチェが目を回したパオラを介抱しつつ言う。ヒルデガルトが頭を下げた。

「サルバドール様をフェレーロ公こう爵しやく領までお連れ致したので、少し遠回りになってしまいました」

「サルバが自領に？　フェレーロ家に何かあったのか？」

「いえ。帝国各地で山賊騒ぎが頻発しているようなのです」

「山賊っ？　またかよ……」

　ヒルデガルトの報告にうんざりする。

「サルバドール様は東部の様子を確認するためフェレーロ家に向かいました。西部に関しても、まとめ役のポッツォーリ公爵が近々、帝都に報告に来られるとのことです」

「エイズルムのことにかかりっきりで宰さい相しよう閣下との連絡が疎おろそかになっておりました。お許し下さい、陛下」

　ベアトリーチェが顔を曇らせ、パオラがいなくなった膝ひざの上にするりと滑り込んだ。ヒルデガルトとロザリンドが同時に「「何をしている!?」」と激げつ昂こうする。

「落ち着け、二人ともっ。ビーチェも話がややこしくなるから、どいてくれ」

　擦り寄る彼女をどうにか脇に降ろした。しかし、それだけでは終わらない。

「あううっ♪」

　ロザリンドが嬌きよう声せいを上げた。常つね信のぶは瞑めい目もくする。

「忘れてたー……」

　彼女にも従属魔法がかけられているのだ。悶もだえるロザリンドに「命令は取り消す」と告げる。脱力した彼女は乱みだれた髪を整えつつ、こちらに責めるような誘うような艶なまめかしい視線を送ってきた。背筋がゾクゾクする。

　視線を逸そらした先で黒毛の犬耳娘と目が合った。

「そこで何してるんだ、チヨ」

「な、何もしてないでござるよーっ……」

　犬耳娘がサッと背中に何かを隠す。黒瑪め瑙のうの瞳ひとみが泳ぎまくった。

「ああ。マサトに俺のことを報告しないといけないんだったな」

「ななな何のことでござるかっ？　拙者、マサト陛下に魔王皇帝様の言動を逐一報告するため手帳に記録などしていないでござるよっ！」

　瞬時に部屋の隅まで飛び退すさり、大きな花瓶の陰に隠れてこちらをじっと見つめる。

「まあ、いいか……」

　黒毛犬耳娘の名はチヨ・カツラギ。[image: ]ほう莱らい国出身の忍者だ。その実力は折紙つきなのだが、どうにもアホっぽいのが玉たまに瑕きずである。

「ビーチェ、これまでの経緯をヒルデたちにも話しておいてくれ」

　そう言って常つね信のぶは席を立った。




　深夜、常信は息苦しさで目を覚ました。

「んむっ……？」

　柔らかで温かな感触が顔全体を包んでいる。良いい香りもした。顔を動かすと張り艶つやの良い優しさがもにゅもにゅと押し返してくる。少しの間、その甘やかな縛いましめと格闘し、ようやく身を離すことができた。

　隣でパオラがスヤスヤと寝息を立てている。

　自分の頭に抱きついていた腕をそっと外し、身を起こした。

　完全に眠気は飛んでいる。

　パオラだけでなくベアトリーチェもキャラもヒルデガルトもロザリンドも同じ布団で寝ているので、起こさないよう慎重に抜け出た。

　服を着て、水差しから水を飲み一息。寝室を出て上着を羽織った。

「さすがに夜は寒いな」

　息が白くなる。腕を擦さすりつつ窓辺に寄り、カーテンを開けて外を眺めた。

　中庭の土が盛り上がる。地面から小柄な人影が一つ飛び出した。

「!?」

　驚きすぎて声が出ない。凍りついたまま見つめていると、その人影はこちらに近づいてきた。咄とつ嗟さに身を引く。ところが施錠されているはずの窓があっけなく開いた。

「はーっ……やっと出られた……。セルタプってば隙すきなさ過ぎっ」

　人影が土を払い落としながら中に入ってくる。その目が常信の姿を捉とらえた。

「ひうっ？」

　ビクッと身を竦すくませ、尻しり餅もちをつく。数度、目を瞬しばたたかせ、それからホーッと息を吐いた。

「何だ、皇帝さんかー……。ビックリさせないでよ……」

「いや、ビックリしたのはこっちの方なんだが。こんな夜中に何してるんだ、マライカ？」

「脱走してきたの」

　こちらに手を差し出し、マライカが答えた。彼女の手を取って引き起こす。

「パパってばアタシが部屋を出ないよう監視をつけたのよっ。だから脱走してやったの」

「うん。理由になってないよ」

「いいからっ。皇帝さん、行こ！」

　握ったままの手を引っ張られた。




　マライカに連れてこられたのは建設中の国立劇場だった。

「野外ステージはほとんど完成してるんだ」

　そう言って彼女はひらりと舞台に上がる。常つね信のぶは一番前の客席に腰を下ろした。

　マライカが歌い出す。

　いつもの踊り出したくなるような明るい歌ではなく、しっとりと染み入る優しい歌。

　目を閉じ、彼女の歌に身を委ねた。

　ふと、歌声が途切れる。

　ホーッと長く息を吐き、マライカが遠くを見つめた。

「何でこんなことになっちゃったんだろ……」

　舞台の端に腰を下ろして足をブラブラさせる。

「ねえ皇帝さん。アタシって何だと思う？」

「何って……一言では言い表せないというか……」

　こういうとき「マライカはマライカだろ」と断言できる人間になりたいのに、常信の口からは曖あい昧まいな言葉しか出てこなかった。

「……アタシ、兄にい々にいや姉ねえ々ねえみたいになりたかったんだ」

「お兄さんやお姉さん？」

「うん。兄々や姉々って学問ができるんだよねー。なのにアタシはさっぱり……」

　何か思い出したのか、むーっとマライカが口を尖とがらせる。

「机について勉強するのが苦手なんだ。王宮の外に出て、みんなと話したり体動かしたりしてる方がずっと楽しいの。それでジャフェルに叱しかられてばっかりだったなー」

　その光景が容易たやすく想像できてしまった。

「それでも、アタシなりに王族として何ができるかって考えたんだよ。みんなを笑顔にするのが王族の務めでしょ。どうしたらみんなを笑顔にできるのかなーって」

「それでアイドル活動を？」

「小さな頃から歌ったり踊ったりするのは大好きだったから。こっそり王宮を抜け出して街の広場で歌ってみたの」

「すごい度胸だな。俺にはとても真ま似ねできないよ」

「そうかな？　すっごく楽しかったし気持ち良かったんだ。それに何より、集まってきた人たちがみんな笑顔になってくれたから」

　懐かしそうに目を細める。

「アタシにもやれることが見つかったって思ったの！　ジャフェルもパパも初めは猛反対で衛兵まで出てくる騒ぎになったこともあったけど、街のみんなが応援してくれて二人とも根負けしたみたい」

　マライカがフフッと笑うのでつられて笑ってしまった。

「アタシは頭良くないから、アイドルとしてみんなを笑顔にできればいいなーって、その一心でやってたんだ。そうしたら、ある日突然、『地の姫スオロツサ』になっちゃって」

「そういえば、『七勇神姫セテイオ・プリンサ』ってどうやって選ばれたんだ？」

「アタシのときは、広場で歌ってたら神々しい光が降り注いでって感じだったなー。このナイフもそのとき手に入れたの」

　手の内にあるナイフをくるっと回してみせる。

「頭の中に声が届いて、アタシに『地の姫』の力を授けるって言われてビックリしたの。でも、やっぱり嬉うれしかった。これでみんなをもっと笑顔にできると思ったから」

　マライカが魔力通信網に挙げていた動画のことを思い出した。「地の姫」の力を利用した演出は確かに派手で見み応ごたえがある。

「街を守るのにも貢献できるようになったし『七勇神姫』繋つながりでナタリアたちとも交流するようになったし。ナタリアはすぐ突っかかってくるけどっ」

「お互い様じゃないのか？」

「そんなことないよ！　ナタリアが絡んでくるんだよっ」

　ぷくっと頬ほおを膨れさせた。

「とにかく！　アタシはアタシのやり方で王族の務めを果たすんだって、今までやってきたの！　それなのに……」

　彼女がまた遠い目をする。

「アイドルであることがアタシを縛るなんて、予想してなかった」

「……あれからアフマーン殿と話をしたのか？」

「……もうじき復帰ライブなんだから、危険な真ま似ねはさせられないって。もし怪け我がでもしたら復帰を待ちわびているファンに申し訳ないぞって」

「まあ、その通りだろうな」

　他にも政治的な思惑があるのだろうけれど、娘の身を案じているのも嘘うそではあるまい。彼にとってマライカは「アイドル」として民心を集める存在でいて欲しいのだ。

「皇帝さんはパパの味方なのっ？」

　気づくとマライカがこちらを拗すねたような顔で睨にらんでいた。

「どっちの味方とか、そういうのはないよ。娘に危ないことさせたくないのは、親心として当然だと思っただけで」

「……アタシ、ワガママなのかな」

　それは、疑問というより悔しさの吐露。

　彼女が舞台に寝そべり、訥とつ々とつと洩もらした。

「せっかく『地の姫』の力を手に入れたんだから、アイドル以外のことでも活躍したいと思ったんだ……。十四カ国連合軍に参加したのも、ロザリーを助けようって話になったとき舞台演出したのも、それでみんなが笑顔になってくれると思ったから……」

　そんなこともあったなあ……と少し懐かしくなる。

「だけど……アタシは結局、『アイドル』以外のことはできないのかな……。世の中の不正を糾ただす『正義の味方』……。アタシの中の王族のイメージって、そういうのだったのに。ちっとも届かない……」

　常つね信のぶは観客席から立ち上がった。

「確かにワガママだな」

　そう言って舞台に近づく。寝そべったままマライカがむすーっと口を尖とがらせた。

「やっぱり皇帝さん、パパの味方だ！」

「だから、そういうんじゃなくって……」

　段差を上り、舞台に上がる。観客席の方を見渡した。無人だというのに壮観だ。満席だと一体、どれほどの光景になるのだろう。

「皇帝さん？」

　呼ばれて視線を落とす。足元に寝そべっているマライカがこちらを見上げていた。

　腰を落とし、膝ひざを突く。

　彼女の顔の横に手を突いて、覆おおい被かぶさるように黒の瞳ひとみを覗のぞき込こんだ。

「えっ……？　えっ、何っ？」

　マライカが顔を真っ赤にして狼狽うろたえる。
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「君はワガママだ」

　断言した。それで言いたいことが定まる。不満そうに見つめてくる彼女に続けた。

「でも、それの何が悪い。ワガママにも良いいワガママと悪いワガママがある。君のそれは良いワガママだよ。貫き通すべき信念だ。そもそも……」

　なるべく悪い顔に見えるよう笑みを浮かべる。

「俺たち国を治める者は、存在そのものがワガママなんだから」

「存在、そのものが……？」

「そうだ。どんな国にしたいのか。自分で決めて他人に実行させる。それはとんでもないワガママだろ。そんなワガママに国民全てをつき合わせるんだぞ。あげく間違っていたら酷ひどい目に遭うのは俺たちじゃなくて国民だ。こんな理不尽な話があるか？」

「それは、そうかもだけど……」

「悪魔のような虐殺も、天使のような恩恵も思うがままだ。だから俺たちは良いワガママを追求すべきだと思う」

　マライカが真まっ直すぐ見つめてくる。漆黒の瞳ひとみの中にキラキラと星が瞬またたいた。その輝きに吸い込まれそうになる。

　いや、実際に近づいていた。

　ギュッと抱きしめられる。仄ほのかに香油の香りがした。

「追求しても良いのかな？」

　彼女が耳元で囁ささやく。胸が高鳴った。

「俺たちはワガママだ」

　囁き返す。

「ワガママに悪党を成敗し、ワガママに人々を笑顔にするんだ」

「皇帝さんは、アタシの味方？」

　彼女の背中に腕を回し、引き寄せながら体を起こす。膝ひざ立だちから尻しりをついてあぐらをかいた。マライカが自然と跨またがる体勢になる。

「この体勢……恥ずかしいよっ」

　しがみついてくる彼女の肩をそっと押して身を離した。恥ずかしそうに目を逸そらすマライカの顎あごを掴つかんでクイッとこちらを向かせる。

「俺が君の味方？　そうじゃない。君は俺の嫁なんだ。君のワガママは俺のワガママだ。手伝うんじゃない。一緒にやるんだよ」

　彼女の瞳が大きく見開かれた。

　常つね信のぶは不敵に笑う。

「アフマーン殿には申し訳ないが、ここは派手にやってやろうじゃないか」





第三章　悪代官、懲らしめてみた！（やってみた）







「みんな、こんにちは～！　『新生マライカちゃんねる』始まりました～☆」

　マライカが極上の笑顔で手を振る。

「はい！　というわけで、本日は高級料亭ジャメラさんにお邪魔してま～す♪　ここは貴族の皆さん御ご用よう達たしのお店だそうで、あの大臣さんやあの富豪さんが連日、夜遊びしてるそうですよ～っ」

　背後の壁を指し示し、彼女は悪戯いたずらっぽい含み笑いを見せた。

「そして何と！　今、お隣の部屋では貿易相のサウード卿きようが密談をしています！　サウード卿といえば、はい、こちら！」

　十二星姫ドーデイ・ステラの一人、カタリナ・メルクリアーニが大きめのフリップを持って横から現れる。フリップには「悪代官!?　サウード・ムフタール貿易相の数々の悪事！」というおどろおどろしい文字が躍っていた。

「魔力通信網でも悪い噂うわさが絶えません！　果たして本当にサウード卿は悪代官なのでしょうか!?　検証してみましょう！」

　画面がぐっと壁に近づく。マライカがナイフを振ると壁に隙すき間まができた。




　甘い香油の香りと紫煙が混ざり、頭の芯しんをボウッとさせる空気が立ちこめている。

　貴賓室では男たちが女性を侍はべらせ、談笑していた。

「ささ、どうぞサウード様。ぐいっと一杯」

　ファルークが貿易相サウードに酒を勧める。「うむ」と頷うなずき、サウードは杯を呷あおった。周りの男たちが手を叩たたいて笑う。近隣諸国の王族や高級貴族たちだ。他にも豪商が数人、楽しげに飲み食いしている。

「いやあ、美う味まい！　近頃、煮え湯ばかり飲まされていたので、冷えた美酒が染み渡るようだ。今夜は大いに飲んで食べましょうぞ！」

　サウードが杯を掲げると男たちが同じように杯を上げた。

「まったく、ろくなことがありませんからなあ。それもこれも、あの皇帝のせいです」

　一人が口を開く。皆が大きく頷いた。

「我々がどれだけの金と労力を掛けて愚民どもを操ってきたと思っているのか。市場操作も楽ではないというのに」

「例の店を評価するサイトも、裏金がまるで通用しなくなった。迷惑千万だ！　味の善よし悪あしなど平民風情に分かるわけがないというのに、ランキングを荒らされて困っている」

「買い占めも、近頃は農民どもが文句を言う始末。これは罰するべきですぞ」

　口々に不満を言い募る。ひとしきり吐き出したところでファルークが一礼した。

「ご安心下さい、皆様。サウード卿きように秘策ありでございます」

「そんなに煽あおるな、ファルーク。皆、期待しておるではないか」

　そう言いつつも貿易相はまんざらでもない顔でニヤリとする。

「やりにくくなったとお嘆きの声は届いている。かくいう私も先日、陛下に少々つつかれたばかりでしてな。さすがに肝を冷やしましたぞ」

　軽く笑いが起きた。

「ですが、何の問題もない。愚民どもがいくら喚わめこうが、奴やつらに国を動かす力などないのだ。全ては我々の思うがまま。新たな法律を作り、条約を結んで我々の言うことを聞かぬ連中は商売ができないようにする」

「いよっ！　エイズルム一！」

　ファルークが合いの手を入れ、男たちが「おおーっ！」と喜色満面で杯を掲げる。

「それから、鬼畜破は廉れん恥ち外道皇帝に関しても手を打ってある」

　サウードがそう告げたところに件くだんの人物が顔を出した。

「失礼致す。……これはこれは、そうそうたる面々ですな」

　少し戸惑った様子で熊くまのような大男が入室する。サウードたちが歓声を上げた。

「ジャフェル卿！　よくぞお越し下さった！」




「……はい！　予想以上の展開にアタシもビックリしてます」

　画面が引いて再びマライカの姿を映しだした。

「えっと、これはさすがに言い逃れできない状況だと思うので、色々と段取りをすっ飛ばして、はい、こちら！」

　新たなフリップが差し出される。

　そこには「悪代官サウードと、その一味を懲らしめてみた！」と書かれてあった。

「今から隣の部屋に乗り込んで、マライカちゃんが悪巧みをしている人たちを懲らしめようと思います！　それでは、乞こうご期待～☆」

　笑顔で手を振るマライカ。常つね信のぶは録画を止めた。

「ヤラセを疑いたくなるくらい丁度いいタイミングで買い占めや市場操作のことを暴露してくれたなあ。こっちで掴つかんだ証拠を挟んだりして、もっと尺を使う予定だったのに」

「皇帝さん！　動画配信は生き物なんだよっ。ここは一気に畳み掛けて視聴者のハートを鷲わし掴づかみにしないと！」

「まあ、後で編集するんだけどね……」

「そういうこと言わないの！　それじゃ、アタシは準備するね！」

「ああ、よろしく。俺はこっちから録画してるから」

　マライカが部屋を飛び出す。

　常つね信のぶは再び壁に寄り、隙すき間まから隣の部屋を撮影した。




「分かる！　分かりますぞ！」

　サウードが声を上げる。ジャフェルの肩を叩たたいた。

「あの皇帝はろくなものではない！　ジャフェル卿きよう、微力ながら私もお力添え致します。是非、鬼畜破は廉れん恥ち外道皇帝を亡き者に致しましょう！」

「しかし、陛下がなあ……」

「そのようなこと、悩む必要などありません。アフマーン陛下も忸じく怩じたる思いなのだと察してあまりありますぞ。大切な、目に入れても痛くない可愛かわいい可愛いマライカ姫様を、あんな下劣な男に差し出さねばならないなどっ……」

　頭を振るサウード。ジャフェルの肩から怒りのオーラが立ち上った。

「そうだ……。全くもってその通りだ、サウード卿！　帝国がいかに強大とはいえ、あのような外道にマライカ様をっ……断じて、許せん！」

　ジャフェルが拳こぶしを床に打ちつける。分厚い絨じゆう毯たん越しだというのにドンと震動が伝わってきた。男たちが目を見張って彼を振り向く。

「ジャフェル卿、近頃、マライカ姫様は皇帝の部屋に足あし繁しげく通っているとか」

　サウードが囁ささやいた。

「何な故ぜでありましょうなあ？　もしや、もしやとは存じますが、穢けがれを知らぬマライカ姫様のお体を、あの外道皇帝が……」

「ぬああああああ！」

　ジャフェルが頭を抱え、床を転げ回る。侍はべっていた女性たちが悲鳴を上げた。

「許さん！　許さんぞ、皇帝ぃぃぃっ！　刺し違えてでもお前を殺すぅぅぅぅぅっ!!」

　周りの男たちがオオッと彼を鼓舞する。サウードが手を伸ばし、熊くま男おとこを立ち上がらせた。皆に囲まれ声援を受けてジャフェルが拳を天に突き上げる。

「俺は決めたぞ！　たとえ陛下のご命令に逆らうことになっても、マライカ様をお守りするため、あの鬼畜破廉恥外道皇帝を必ずこの手で亡き者にする！」

　オオーッとサウードたちも拳を突き上げた。

「踊り子を呼べ！　ジャフェル卿のご武運を祈念するのだ！」

　貴賓室に十名ほどの踊り子が入室する。

　男たちの下品な煽あおりや口笛を受けながら部屋の奥に設しつらえられた舞台に上がり、楽師の奏でる舞曲に合わせて舞い踊った。

　常信の晶機コムニカに連絡が入る。準備は全て整ったようだ。

　呼吸を整え、晶機を操作してマライカに合図を送る。

　舞台の中央で踊っている彼女の腰が微かすかに揺らいだ。ちなみに踊り子たちは皆、顔を薄布で隠しているので、サウードたちに正体を気づかれてはいないだろう。

「さあ、『正義の味方アイドル』マライカちゃんのお披ひ露ろ目めだ」

　曲が終わる。

　大きな拍手と下品なかけ声が飛んだ。男たちが踊り子を手招きする。しかし踊り子たちはその場から動かなかった。業を煮やした者が舞台に上がって彼女たちの腕を取る。それを見て他の男たちも好みの相手を物色しようと立ち上がった。サウードがジャフェルを促し、彼もすっかり酔っぱらって緩みきった赤ら顔で舞台に向かう。

「今こ宵よいはジャフェル卿きようが主賓ですからな！　一番にお選びいただこう」

「おお、それが良い！　どの娘がお好みですかな？」

「ハッハッハ。薄布越しで顔がよく分からん。だが、俺は決めておるぞっ。この娘が一番踊りが上う手まかった。踊りの美しさだけでなく見せ方もよく分かっている」

　ジャフェルがマライカの肩に手を置いた。軽く撫なでる。

　それから「ん？」と首を傾かしげた。

「おお！　お目が高いですなあ、ジャフェル卿！　私もこの娘は格別だと思っておりました！　気に入られたのなら、どうですかな？　別室をご用意致しましょう」

「……ん？　あ、ああ……いや、その、俺も大分酔いが回っているのか……？」

　困惑するジャフェルに対し、サウードはニヤニヤと下卑た笑みを浮かべる。ジャフェルはしきりに首を傾げ、とうとう「失礼」とマライカの顔を覆おおう薄布に手を伸ばした。

「ジャフェル殿。それは無粋というものですぞっ」

　サウードがやんわり制止するが彼の手は止まらない。薄布を捲めくり上げ、

「楽しそうね、ジャフェル」

　極寒の眼まな差ざしで睨にらむマライカと完全に目が合った。

「…………」

　ジャフェルがそっと薄布を降ろす。

　そろそろと踊り子の肩から手を降ろした。

　サウードたちの方を振り向く。

　彼らも皆、凍りついていた。

　深呼吸をして、ジャフェルは再び踊り子に向き直る。

　もう一度、薄布を捲ってみた。

「見間違いじゃないわよ」

　マライカが冷たく宣言する。

　熊くま男おとこの巨きよ躯くがドウッと崩れ落ちた。

「マライカ様あああああっ？　こ、このようなところにお出いでになっては──」

「うっさい！」

　腰を抜かした四天将の顔面を踏みつける。キッとサウードを見据えた。

「貿易相サウード・ムフタール！　あんたの悪事は全て、このアタシ、エイズルム王国第三王女マライカ・ビッテ・アラースムがお見通しよ！」

　周囲で悲鳴が上がる。

　踊り子たちのものではない。突とつ如じよ、壁や床が手の形に変化し、貴族たちに掴つかみかかったのだ。あえなく全員が取り押さえられる。

「さあ、観念なさい！　あんたに逃げ場なんてないんだから！」

「…………」

　サウードはじりじりと後退し、ある程度の間を空けて立ち止まった。

　チッと舌打ちをしてその場に腰を下ろす。あぐらをかき、頭こうべを垂れた。

「マライカ様、私は逃げも隠れも致しません。いかなる処分も甘んじて受ける所存……などと言うとでも思ったか、この小娘が！」

　身を翻し、出入り口へと駆ける。「無駄よ！」とマライカがナイフを振り上げた。

「ファルーク！」

「はい、こちらに」

　出入り口の扉が廊下側から開け放たれる。兵士たちがなだれ込んできた。

「こんなところに本物のマライカ姫様がおられるはずがない！　あれは偽物だ！　姫様の名を騙かたる不届き者を斬きれ！　斬れぇ！」

　ファルークが兵士たちに命令する。男たちが雄お叫たけびを上げてマライカに突っ込んできた。数十の槍やりが襲い掛かる。

「ふーん、そういう態度を取るんだ。いいわよ。アタシの本気、すごいんだからね！」

　一瞬で土壁が彼女を覆おおい、槍を完全に防ぐ。

　さらに土壁から無数の腕が飛び出して兵士たちを薙なぎ払はらい、張り倒した。

　悲鳴を上げて兵士たちが逃げ惑う。サウードが歯は噛がみし、「逃げるぞ！」と叫んだ。ファルークと二人だけで逃げ出す。

「逃がさないんだからね！」

　足あし蹴げにしたままだったジャフェルの顔を踏みつけ、マライカも部屋を飛び出した。

　常つね信のぶは急いで後を追う。マライカの背を映しながら走った。

　店の玄関を抜けたところで立ち止まる。

「何が……どうなっている……？」

「サウード様、これは一体……」

　そこには帝国兵に取り囲まれたサウードたちの姿があった。

「もう詰んでるのよ、サウード」

　マライカが進み出る。周りを忙せわしなく見回していた貿易相は弾はじかれたように振ふり返かえり、マライカではなく常つね信のぶに目を留めた。

「皇帝!?　こ、これは如い何かなる所業ですかなっ……？　エイズルムの問題に帝国が兵を動かすなど、内政干渉も甚だしいですぞ！」

「悪党が偉そうにしてんじゃないわよ！」

「それとこれとは話が違います、姫様！」

　サウードは堂々と言い返す。

「確かに私は商人たちから賄賂を受け取り、他国と手を組んで市場操作をして私腹を肥やしておりました。その罪は認めましょう。ですが！　これは全くの別問題！　我らがエイズルムの領土で帝国兵がエイズルム国民に剣を抜いた！　それを手引きしたのがマライカ姫様というのなら、これは売国奴と罵ののしられても仕方ありますまい！」

「誰が売国奴よ！　悪者はあんたでしょ！」

「この件に関しては姫様こそ悪者です！　私を断罪するなどおこがましいですな！」

　サウードは全く怯ひるまない。

「そう喚わめくな、サウード」

　常信は努めてゆっくり前に出た。眉まゆ根ねを寄せる貿易相の側そばまで近づく。

「何か弁解でも、皇帝殿？」

「弁解？　俺が何に対して弁解しなければならないんだ？」

「ハッ」

　サウードが吐き捨てる。

「私の話を聞いておられなかったのか？　何な故ぜ、エイズルムの領土で帝国兵を動かしたのか尋ねておるのです。外遊に来られているのは承知ですぞ。ですが問題は──」

「なあ、サウード。お前は何を言っているんだ？」

　本当に意味が分からないという顔を作って問いかけた。

「ですから！　ここは──」

「ここはエイズルム領じゃない」

　断言する。サウードが目を剥むいた。

「んな!?　何たる暴言！　本性を現しおったな、鬼畜破は廉れん恥ち外道皇帝！　他国に土足で踏み入ったあげく、我が物顔で振る舞うその傲ごう慢まん！　ここがエイズルム領でないのならどこの領土だと言うのだ!?」

「帝国領だ」

　懐からアフマーン八世にしたためてもらった契約書を取り出す。

　書面を相手の眼前に突きつけた。

「ここ高級料亭ジャメラの店舗及び敷地は本日午後七時から明日午後七時までの丸一日、エイズルムからグロリア帝国に一○億オーロで租借されることとなった」

　貿易相を傲ごう然ぜんと見下ろす。

「つまり、今、ここは帝国領だ。帝国の兵が動いても何ら問題はない」

「……………………へ？」

　間抜けな顔というのはこういうのを言うのだろう。

　そんな間抜けのお手本のような顔でサウードが固まった。

「店内にいた客は全てウチの兵士だ。従業員だけ一時的に雇い入れてお前たちの対応をさせた。マライカと一緒に踊っていた踊り子たちは皆、『十二星姫ドーデイ・ステラ』だよ」

　ゆっくりと噛かんで含めるように伝える。

「さて、他に質問はあるか、サウード？」

　一歩前に出た。相手が二歩、後あと退ずさる。

　もう一歩前に出た。相手はよろよろと数歩、後ろに下がる。

「あ……ええと……いや、えっ……？」

　サウードの目が泳いだ。あまりの展開に理解が追いついていないようだ。助けを求めるようにファルークの方をチラチラ見る。

「で、でしたらっ……！」

　ファルークがどうにか知恵を絞り出したらしく、声を上げた。

「ここがグロリア帝国ならば、私たちを捕らえるのは道理が通りません！　我々は確かにエイズルムで罪を犯しました！　ですが、それは帝国と関係ないではありませんか！　皇帝陛下におかれましては、私たちを速やかに解放していただきたく存じます！」

　素早く跪ひざまずき、懇願する。サウードは焦り、狼狽うろたえ、最後にはのろのろと膝ひざを突いた。

「ちょっと、あんたたち！」

　マライカが怒りを露あらわにする。それを制し、常つね信のぶはサウードたちに言った。

「なるほど。お前たちはエイズルムで罪を犯したのか。しかし帝国には関係ない。ふむ、それもそうだな」

　うんうんと頷うなずく。サウードたちが地獄に仏とばかり顔を上げた。

「だが、お前たちを捕らえたのはエイズルムでの罪によるものではない」

　はっきり言い放つ。

　サウードたちの目が点になった。

　ついでにマライカもきょとんとする。

　常信は傲ごう慢まんさを強調するように胸を張った。

「お前たちの罪はただ一つ」

　悪代官と悪徳商人を見下ろす。

　隣に立つマライカの肩を抱き、グッと引き寄せた。

「俺の嫁、マライカをエロい目で見たことだ」

「「ええええええええええええええええええええええええええええええ!?」」

　二人が一斉に悲鳴を上げる。

「そんな！　無む茶ちや苦く茶ちやだっ」

「それがどうした？」

　常つね信のぶは不敵に笑ってみせた。

「無茶苦茶も理不尽も当然だ。何しろ俺は、鬼畜破は廉れん恥ち外道皇帝だからな！」




「まったく……。やってくれましたな！」

　エイズルム国王アフマーン八世が苦笑しながら杯を掲げる。

「アルフォンソ殿から一日だけ店の敷地を租借したいと言われたとき、何やら嫌な予感はしたのです。ですが、まさかマライカのワガママをここまで押し通すとはっ」

　酒をグイッと呷あおり、彼が身を寄せた。

「ともあれ、良くやって下さった。内々に事を収めようと考えた自分が恥ずかしい。大臣を捕らえる大事件となれば民の心が離れかねないと恐おそれておったが、大臣であるからこそ処罰を徹底せねばならなかった。そのことを教わりましたぞ」

　頑健な両手でがっちり握手をされる。

　サウードを捕らえた翌日、常信は謝罪するつもりでエイズルム王の下を訪れた。しかし彼は上機嫌で出迎え、昼食に簡単な宴席を設けてくれた。

「便宜を図ってくれて、こちらも助かった。改めて、勝手をしたことをお詫わびする」

「その必要はない。エイズルム王室が正義を示すことができた。そのことが値千金なのだ。今回ばかりはマライカのワガママに助けられた」

　常信は先程からべったり寄り添って甲か斐い甲が斐いしく給仕をしているマライカを見る。目が合うなり、頬ほおを染めて俯うつむいた。

「…………」

　昨夜からこんな調子なので、どうにも落ち着かない。

　娘の様子を窺うかがい、アフマーンは得心したように何度も頷うなずいた。

「昨夜の大捕物が配信されたお陰で、マライカも再び脚光を浴びているようだ。これで復帰も上う手まくいくことだろう。そのことに関しても礼を言わせてくれ」

「皇帝さん、はい、あ～ん」

　マライカが料理を差し出してきた。

「自分で食べられるからっ……」

「ダ～メ！　はい、あなた」

　何やら危険なワードが聞こえた気がするが、気のせいだと思いたい。
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　昨晩の一件はマライカが活躍していたところだけ編集して魔力通信網に挙げた。動画は急速に再生数を伸ばし、あっという間にランキング一位を獲とったかと思えば、「みんなの井戸端会議」でマライカのアイドル復帰を待ち焦がれる声が大きくなっていった。

「ここで復帰を大々的に発表すれば、アルフォンソ殿には申し訳ないが、帝国の『十二星姫ドーデイ・ステラ』の人気を追い抜いてしまうだろうなあ。ハッハッハ！」

　心底嬉うれしそうにアフマーンが晶機コムニカの画面を眺める。

「実は他にもアイドル候補生を育成しておったのだが、やはりマライカが中心になってくれぬと盛り上がらん。その件に関しても、大変感謝しておる」

　うんうんと頷うなずく国王は完全に娘を自慢する父親のそれだった。

「アイドル復帰にあたっての悩みはマライカ自身から聞いていたんだ。力になれたようで良かった。彼女の新たな活躍を俺も楽しみにしている」

「まったくもってありがとう、アルフォンソ殿！」

　バンバンと背中を叩たたかれる。この国の親爺おやじは他人の体を叩く習性でもあるのだろうかと疑ってしまう。

「ねえ、パパ。皇帝さん」

「おお、どうしたマライカ？」

「やっぱりアタシ、復帰するのやめる」

「「えっ……？」」

　常つね信のぶとアフマーンの声が重なった。二人とも目を丸くして彼女を見つめる。

「アタシ、気づいちゃったんだ」

　マライカは常信の腕に自分のそれを絡める。

「アイドルとして国民の笑顔を守るのも大切だけど、嫁として夫の笑顔を守るのも大切なことなんだって」

　潤んだ熱っぽい瞳ひとみで彼女が上目遣いに迫ってきた。

「アタシ、皇帝さんだけのアイドルになりたいの！」

「なん……だとっ……？」

　戦せん慄りつが走る。

「あのね……。昨日、皇帝さんサウードに言ってくれたでしょ。お前たちの罪はアタシをエロい目で見たことだって。無む茶ちや苦く茶ちやだってアタシも思ったし、独占欲の塊だって思った。でも、あれから一晩考えてみたの」

「マライカ、あれは方便というやつでね……」

「あんな強引で激しい告白、されたことあったかなって！　ううん、なかった！　それに前の夜、舞台で床ドンしたでしょ！　おまけにアタシのあごをクイッて。アタシ、ドキドキしたの！　今までないくらい胸が苦しくなったのよ！」

「多分、それは不整脈だ。病院に行こう、マライカ」

「そうよ！　これってきっと病なの！　恋の病！　病院なんかじゃ治せないの！」

「君、思い込み激しいタイプだったんだね!?」

「たくさんのファンにアイドル復帰を求められてるって分かってる……。だけど、こんな気持ちのまま復帰する方がファンに失礼よ！　だから、これからはアタシ、皇帝さんだけのために歌うことにしたの！」

「一いつ旦たん、冷静になろう！　アフマーン殿も何か言ってやって下さい！」

　常信はエイズルム国王を促す。

「マライカ！」

　アフマーンが威厳に満ちた態度で声を張り上げた。

「アイドルに、本当に未練はないのだな？」

　安易な気持ちを吹き飛ばす眼光をマライカは真正面から受け止める。

「ないわ！　皇帝さんのためなら、アタシ全てを捨てられる！」

「よくぞ言った！　それでこそ俺の娘だ!!」

　バンと膝ひざを打ち、こちらに向き直った。絨じゆう毯たんに両りよう拳こぶしを突き、グッと頭を下げる。

「アルフォンソ殿！　娘をよろしく頼む！」

「アフマーン殿ぉっ……！」

　悲痛な叫びも、マライカと周囲の歓声にかき消されてしまった。

「これで帝国とエイズルムは姻いん戚せき関係になった。アルフォンソ殿も俺を実の父親だと思ってくれて構わない。これからも末永く友ゆう誼ぎを結ぼうぞ」

　両手でがっちり握手され、引き離そうにも決して離してくれない。

「待ってくれ、アフマーン殿っ……。俺には他にも嫁の候補がいてだな。知っていると思うがマライカは先だっての正妻総選挙で……」

「安心すると良い！　エイズルムは一夫多妻制だっ。俺にも妻が三人いる」

「そういう問題じゃなくてっ……」

「皇帝さん、この際、アタシ順番には拘こだわらないわ」

　マライカが胸に飛び込んできた。アフマーンが目頭を熱くする。

「マライカ、幸せになるんだよ」

「はい、パパ！」

「似たような流れ、前にもあったぞ！　この世界の父娘おやこってみんなこうなのかっ？」

「ぬあああああああああああああああああああああああああ!!」

　広間の観音扉が押し開けられ、室内に一人の修羅が踏み入った。

「ジャフェル？　お前はしばし謹慎を命じて……お、お前っ、その姿はっ？」

　アフマーンが驚きよう愕がくに目を見開き、立ち上がる。

「皇帝ぃぃぃっ……！　許さんぞぉぉぉぉぉっ……！」

　彼は頭に黒い鉢巻きをし、左右に二つずつ計四本のロウソクを挿していた。両手には抜き身の曲刀を構え、上半身は裸。全身に赤い染料で不気味な文様が描かれており、顔には歌か舞ぶ伎きのような隈くま取どりがしてあった。

　ジャフェルは熊くまのような巨きよ躯くで周囲を威圧しながら一歩一歩近づいてくる。使用人たちが悲鳴を上げて逃げ出し、広間は混乱をきたした。

「ジャフェル……我が友よ……何な故ぜ、魔道に堕おちたのだ……」

　フーッフーッと荒い息を吐き、床を打ち砕かんばかりの震動を起こしながら歩いてくる友人にアフマーンが静かに問いかける。

「その格好、邪神グルシュの呪のろいの儀式を行ったのだな？　そうまでしてマライカをアルフォンソ殿に嫁がせたくないのか……」

「アフマーン陛下……騙だまされてはなりませぬっ……！　その男はっ……その男はっ……断じて生かしておいてはならんのだああああああああああああ!!」

　雄お叫たけびを上げ、ジャフェルが飛びかかる。アフマーンが常つね信のぶの前に立ちふさがり──

「ジャフェル、うっさい！」

　床から伸び上がった巨大な拳こぶしがジャフェルを殴り飛ばした。

「ごふうううううううっ……？」

　壁に叩たたきつけられ、白目を剥むいて四天将筆頭の熊くま男おとこは気を失う。

　マライカが膨れ面になった。

「いつまでも子ども扱いしてっ。いい加減、子離れしてよねっ」

「ジャフェルの子どもは全員男だからなあ……」

　隣でアフマーンが頭を振る。

　常つね信のぶは、不ふ憫びんな熊男に心の中で「何か、ごめん」と謝っておいた。




「というわけで、急きゆう遽きよ出発することになったんだ」

『ちょっと仰おつしやっている意味が分かりませんけれど、こちらはお任せ下さい。陛下もどうかお気をつけて』

「うん。よろしく頼むよ、ビーチェ」

　常信は晶機コムニカをテーブルに戻す。フウと一息ついた。

「けっこう暖かくなってきたなあ」

　首を巡らせると見渡す限り水平線が広がっている。ビーチチェアに横たわり、甲板でバレーボールに興じる美少女たちの声を聞くともなしに聞いた。

　今、常信はアレグランサに向かう船に乗っている。

　ジャフェルが荒れ狂った騒動の後、エイズルム滞在に身の危険を感じた常信は直ちに出立することを決意した。船の手配は何とかなったものの、ベアトリーチェはハシムとともに諸もろ々もろの後始末を行っている最中だったので置いてくる形になってしまったのだ。

　何があったのか一通り説明したが、あの異様な光景を見ていない彼女にはあまりピンと来なかったようだ。ともあれ、港を出てようやく安心できた。

「しばらくエイズルムには近づけないだろうなあ……。それに、マライカが正式にアイドル復帰をしないって宣言したら、マライカファンからのヘイトが俺にたまりそうだ……」

　そんなことをぼんやり考えていると、足元にボールが転がってきた。

「へーか！　ボール取ってーっ」

　サンダルを履いたパオラがパタパタ駆けてくる。身を起こしてボールを掴つかみ、投げ返そうとして目を見張った。

「へーか、こっちこっちーっ」

　はちきれんばかりに盛り上がった二つの優しさがパオラの動きに合わせてたゆんたゆん揺れている。Ｔシャツにショートパンツという身軽な服装で、太ふと股ももが眩まぶしかった。

「パオラ、そんな格好で寒くない？」

「みんなで遊んでるから暑いくらいだよっ。へーかも一緒にやろうよっ」

　ボールを受け取り、パオラが輝く笑顔で誘う。

　甲板には急ごしらえのバレーコートがあり、ロザリンドやヒルデガルトたち「十二星姫ドーデイ・ステラ」の面々がこちらに向かって手を振ってきた。皆、パオラと同じような軽装で、中には水着姿の者までいる。グロリア帝国にはビキニのような肌を大胆に露出する水着は存在していないので、エイズルムで調達した物かもしれない。

「南国気分を先取りしすぎだろ……」

　確かにアレグランサ王国は南洋の島国で、年中気温が高い。それでも今の時期は冬に当たるので暖かいくらいの気候で落ち着いているはずだ。

「俺はいいよ。ここでゆっくりしてるから、パオラは楽しんでおいで」

「そうなの？」

　パオラの顔が曇る。常つね信のぶは慌ててつけ足した。

「アレグランサまでは数日かかるし、また別の日に遊ぼう」

「うん！　約束だよっ」

　笑顔が戻る。パオラはパタパタと皆の下に戻っていった。

「そういえば、警護は大丈夫なんだよな？」

　常信はビーチチェアに横たわりながら呟つぶやく。急な出立だったので手配できた船は三隻だけだった。それでもかなり豪華な客船を一隻と護衛の軍艦を二隻揃そろえたのだから大したものと言える。常信とパオラ、キャラ、ヒルデガルトたち「十二星姫ドーデイ・ステラ」を乗せた客船の前後にジルベルトたち近衞このえ隊が乗り込んでいる軍艦がついている。船員はエイズルムの者たちなので操船は彼らに任せっきりだ。

　ちなみにクオーレは食レポにすっかり夢中になっており、次はエイズルムの北東にあるチャーバハルという町に行くと言っていた。チヨは「しばしお暇いとまをいただくでござる。決してマサト陛下に報告に伺うわけではないので勘違いしないで欲しいでござる！」と言って姿を消したのでエイズルムの一件をマサトに報告に戻ったのだろう。

　まさか海賊に襲われることもあるまい。アレグランサ王国の港まで数日、のんびり船旅を楽しもう。そう思いながらまぶたを閉じた。海風が心地よい。

「海賊だああああああああああ！」

　まどろみはあっけなく打ち破られた。

　飛び起き、声のした方を見る。マストの上部にある見張り台で船員が水平線の先を指差していた。方角はよく分からないが、進行方向左手だ。常信は船の縁に走った。

「あれじゃない!?」

「えっ？　どれっ……？」

「誰か望遠鏡持ってないの？」

　辿たどり着ついたときには「十二星姫」の面々が鈴なりになっていた。皆、思い思いの方向を指差して海賊船を探している。パオラが人垣の後ろでぴょこぴょこ跳びはねていた。

「パオラ、ここは危ないから部屋に戻ろう！」

「あ！　へーか、肩車してっ。わたしも海賊船見てみたい！」

　無邪気に抱きついてきたのでドキドキしつつ彼女を宥なだめる。

「まず部屋に戻ろうね。海賊船は後でゆっくり見られるから」

「本当？」

「本当、本当。だから早くっ」

　パオラの手を取って少し強引に引っ張った。

　側そばで風が舞う。

　ロザリンドが宙に浮いていた。彼女はそのまま見張り台まで上がっていき、船員と何ごとか話す。彼女が指差した先を皆が一斉に見た。常つね信のぶもつい振り向いて目を凝らす。

　海面に数隻の船影が見えた。

　帆には大きくドクロの絵が描かれている。

「……いかにもな海賊船だな」

　そう呟つぶやいたとき、遠く砲声が鳴った。

「あっ！」

　目の前で盛大に水しぶきが上がる。「十二星姫ドーデイ・ステラ」たちが悲鳴を上げた。ヒルデガルトが声を張り上げる。

「全員、戦闘準備だ！　私たちは誇り高き『十二星姫』！　海賊ごときに後れを取るな！」

「はい！」

　貴族の令嬢が大半とはいえ、戦うために集められた者たちだ。隊長の指示に素早く動き出す。ヒルデガルトが駆け寄ってきた。

「陛下とパオラ様はお部屋へ！」

「分かってる。さあ、行こうパオラ！」

　水しぶきはあちこちで上がっており、荒れる波に船が傾かしぐ。転びそうになったパオラがしがみついてきた。しっかり抱き留めて慎重に歩を進める。

　こちらの軍艦からも砲撃が始まった。予想以上に大きな音が腹に響く。

「あ！　へーか、お馬さんだよ！　お馬さんが空飛んでるよ！」

　パオラが空を見上げて言った。

「パオラ、馬は飛ばないよっ」

「本当だよ！　あ、また一頭飛んできた！　わーっ、すごいすごい！」

「だから、馬は飛ばないんだって……」

　ぼやきながら空を見上げる。

　純白の翼を生やした真っ白な馬が数頭、空を駆けていた。

「飛んだあああああああああああああああああああああああああああ!?」





第四章　この世界では処女好き幻獣です（説明）







「あれって、天馬だよな……」

　船内に逃げ込むことも忘れて常つね信のぶは翼を持つ白馬に見入る。

「ほら、言ったでしょ！　お馬さんが空飛んでるって」

　パオラがぷくっと頬ほおを膨れさせて言った。「ごめん、ごめん」と銀髪を撫なでる。すぐに機嫌を直してくれたようで、「えへへー」と胸に頬ずりしてきた。

「それにしても、どうして天馬が……」

　目を凝らすと、天馬に人が乗っているのが分かる。常信は「ああ」と合点がいった。

「天馬騎士だ！　そっか、竜騎士がいるなら天馬騎士がいても不思議じゃないよなっ。むしろどうして今までお目にかかれなかったのか不思議なくらいだ」

「あれが天馬騎士なのですかっ？　私も初めて見ましたっ」

　ヒルデガルトが大空を仰ぎ見る。

「掲げている旗は、アレグランサ王国のものですね！　恐おそらく援軍です、陛下！」

「そうか、それは心強い」

　白馬の一団は中空に集まり、整然と隊列を組んだ。急速に近づいてくる海賊船に狙ねらいを定めているようだ。相手も天馬騎士に気づいているらしく、砲撃の合間に矢や銃弾が飛んでくる。しかし天馬騎士団は身じろぎ一つしなかった。

「大丈夫なのでしょうか……。ある程度の防御魔法は展開していると思いますけれど」

　ヒルデガルトが不安そうに目を細める。パオラがぎゅっとしがみついてきた。

「馬が怯おびえていない。相当訓練されているんだろう」

　すぐ側そばにロザリンドが降り立つ。従姉妹いとこの疑問に答えるように言った。

「あちらの団長と少し話してきた。援護は必要ないから自分たちの身を守っていて欲しいそうだ。心強いことだよ」

「アレグランサの天馬騎士団、どれほどのものか見せていただこう」

　ヒルデガルトが視線を海賊船に向ける。

　それとほぼ同時。

　隊列を組んだ天馬騎士団が一斉に突撃を開始した。

　真っ白な天馬が宙を駆ける。

　騎乗している者たちが馬上槍やりを構えた。

　海賊船へと一直線に突き進む。

「そのまま突っ込むのか!?　良いい的だぞっ」

　ロザリンドが数歩前に出た。

　海賊船の甲板では荒くれ者たちが弓を引き絞り、銃の狙ねらいを定めている。

　十分に引きつけてから銃弾と矢が放たれた。

「ええっ？」

　ヒルデガルトが目を見開く。

　天馬騎士団は一糸乱みだれぬ隊列のまま矢と銃弾を躱かわした。ほんの僅わずかな身のこなし、少しの手綱捌さばきだけで完かん璧ぺきに攻撃を回避する。相手に襲い掛かる速度は全く落ちていない。

　海賊たちが甲板に散らばり、各々得物を抜く。

　しかし遅かった。

　突風のような勢いで突進してきた天馬騎士団は彼らを造作もなく薙なぎ払はらい、蹴け散ちらす。荒くれ者たちが次々と海に落とされた。

　帆が裂け、マストが大きくきしむ。船体が激しく揺れて傾いた。

　突とつ如じよ、船の底で爆発が起きる。

　船内に蓄えてあった火薬に引火したのだろうか。海賊船は見る間に燃え上がり、逃げ惑い海に飛び込む者が続出した。

　そんな彼らを天馬騎士団は一顧だにしない。すでに次の船、さらに次の船へと飛来し、打ち砕き、突き崩す。

　それはまさに蹂じゆう躙りんだった。

　純白の翼を羽ばたかせながら、純銀の鎧よろいに身を包んだ騎士たちが容赦なく海賊船を沈めていく。呆ぼう然ぜんとその様子を眺めているうちに戦いは終わっていた。

「圧倒的だったな……」

　常つね信のぶは船ふな縁べりまで歩く。海に投げ出された男たちが「助けてくれーっ」と泣き叫んでいた。沈む船から必死に遠ざかろうとしている。

　天馬騎士団は遥はるか上空で整列し、彼らに見向きもしなかった。天馬の神秘的な美しさが見る者を威圧する。

「これがアレグランサの天馬騎士団……」

　ヒルデガルトが呟つぶやいた。ロザリンドも首を振る。

「個々の技量もさることながら、見事な連携だ。アレグランサは海軍が有名だが、これほどの空軍も育てていたとは」

　周りで見物していた「十二星姫ドーデイ・ステラ」たちも感嘆の声を上げていた。

「ねえ、へーか」

　パオラに袖そでを引かれる。振り向くと、彼女は海面を見下ろしていた。

「あの人たち、助けてあげて下さい……」

　海では荒くれ者たちが必死に叫んでいる。海賊というのだから悪事を働いてきたに違いないのだが、見捨てるのは寝覚めが悪い気がした。

「ジルベルト、聞こえるか」

　晶機コムニカを取り出して近衞このえ隊隊長を呼ぶ。すぐに『何ごとでしょうか、陛下！』と大音量で返事をしてきたので、海賊たちを全員捕らえるよう命じた。じきに前後の軍艦から小型艇が降ろされて海賊たちを回収し始める。

「ありがとう、へーか」

　パオラがホッと大きな胸をなで下ろした。

「陛下、天馬騎士団がこちらにっ」

　ヒルデガルトの声に顔を上げる。隊列の中から五頭の天馬が離れて、こちらへと駆け下りてきた。甲板の端に降り立ち、騎士が下馬する。五人が同時に純銀の兜かぶとを外した。

「おおっ」

　つい声が洩もれる。

　兜の下から現れたのは、それぞれ違った個性を持つ美び貌ぼうだった。真ん中に立つ美少女が他の四人を従えてこちらに歩いてくる。ロザリンドとヒルデガルトが常つね信のぶの両脇少し前に立ち、「十二星姫ドーデイ・ステラ」が左右を囲んだ。

　先頭の女性騎士が数メートル手前で立ち止まる。後ろの四人がその場に跪ひざまずき、少し間を空けて彼女も膝ひざを突いた。

「お初にお目にかかります。アレグランサ王国天馬騎士団団長、ソニアと申します。グロリア帝国皇帝アルフォンソ様におかれましては、ご機嫌うるわしく」

　黒髪のボブカット。意志の強そうな眼まな差ざし。常信は彼女に見覚えがあった。

「君は確か、ナタリアの側近だよな？」

　ピクリとソニアの眉まゆが動く。

「私ごときのことまでご存ぞん知じとは恐おそれ入ります」

　どこか固い口調で一礼した。常信はひとまず礼を言う。

「海賊に狙ねらわれていたところを助けてもらったようだ。感謝する」

「ナタリア様の命により、お迎えに上がったところ偶然このような形になっただけでございます。どうかお気になさいませぬよう」

「いやいや、感謝くらいさせてくれ」

「いえ、それには及びませんので」

「そんなに畏かしこまらなくても」

「本当に、感謝していただく必要はないのです」

　刹せつ那な、彼女が前に踏み出した。

「なぜなら、私が貴方あなたのお命をいただくからです！　鬼畜破は廉れん恥ち外道皇帝、覚悟ぉっ！」

　剣を抜き、常信に迫る。ヒルデガルトとロザリンドが瞬時に反応し──

「おやめ下さい、隊長！」

「そんなことをしてもナタリア様はお喜びになりませんわっ」

「ソニアお姉様、ダメー！」

　跪ひざまずいていた天馬騎士四人が飛びかかってソニアを取り押さえた。

「放して、みんな！　今ここで皇帝を亡き者にすれば、きっとナタリア様も目を覚ましてくれます！　こんな……こんな男なんかにナタリア様をっ……」

「お気持ちは分かりますけど、堪こらえて下さい！　まだナタリア様が鬼畜破は廉れん恥ち外道皇帝に薄いマンガ本のようなことをされると決まったわけではありません！」

「そうです！　あれはあくまで創作物ですっ。被害者は存在しないんですよ！」

「いい加減、現実と創作物の区別をつけて下さい！　ソニア様は耐性がなさ過ぎますっ」

「でも、そんなソニアお姉様も好き！」

　予想外の展開に常つね信のぶだけでなく両隣のヒルデガルトとロザリンドも固まってしまう。

「ええと……何が起きたんだ？」

「恐おそらく、痴情のもつれです」

　ヒルデガルトが真剣な眼まな差ざしで答えた。ロザリンドが頷うなずく。

「ナタリアの寵ちよう愛あいが自分から離れてしまうことの恐れが、彼女に剣を抜かせてしまったのでしょう。陛下は本当に罪な御お方かたです」

「ああ、うん……。俺のせいじゃないよね？」

　ソニアが他の天馬騎士四人を振り払った。

「私は、この身を賭としてナタリア様をお守りすると誓ったんです！　ナタリア様が鬼畜破廉恥外道皇帝の毒どく牙がにかかるのを見逃すことなどできません！」

　似たような展開がエイズルムでもあったなあ……何でこんなに悪名が広まってるのかなあ……と常信は瞑めい目もくした。

「おいおいソニアぁ。こいつぁ、おイタが過ぎるなぁ」

　新たな声にハッと目を開ける。

「あたしは皇帝を迎えに行ってこいって頼んだんだぜ。それが、どうして皇帝を暗殺するなんてことになってんのかねぇ」

　いつの間にかソニアに密着し、その動きを封じている者がいた。黒髪をポニーテールにまとめた長身の美少女、ナタリアだ。背後からソニアを抱きしめるようにして、その耳元に口を近づける。赤い瞳ひとみが剣けん呑のんに細められた。

「どういうことか、あたしにも分かるよう説明してくれよ」

　そう囁ささやくと、ソニアはキュッと目を閉じて軽く身を震わせる。周りの天馬騎士四人が頬ほおを染め、ある者は目を逸そらし、ある者はソニアを凝視した。常信は不思議に思って目を凝らす。

「なあ。どうなんだ、ソニア？」

　ナタリアはソニアの脇から腕を回し、胸鎧よろいの隙すき間まに手を突っ込んで彼女の胸を揉もみまくっていた。それだけでなくもう一方の手は尻しりを撫なで回している。あげく首筋に口づけて舌を這はわせた。

「ほらほら、何とか言えよソニアぁ」

「何やってんだナタリアあああ！」

　思わず叫ぶ。彼女は「いよう、皇帝！　元気してたかっ？」と軽い調子で挨あい拶さつした。

「たった今、お前の部下に命を狙ねらわれたけどなっ。これは何の茶番なんだっ？」

「茶番って言ってくれて嬉うれしいよ、皇帝。事が事だからなあ。最悪、ソニアの首が飛んじまうところだったんだが、こいつにはあたしがビシッと言い聞かせておくから、今回は見逃してくれ」

　そう言いながら尻を撫でていた手をソニアの内うち股ももに滑り込ませる。「コラコラコラコラ！」と彼女の手首を掴つかんだ。

「何だよ、皇帝？」

「こっちの台詞せりふだっ。こんなところでやるな！」

「しょうがねえなあ……」

　ナタリアは渋々といった様子でソニアを解放する。常つね信のぶが彼女を見ると、一瞬、すごい目で睨にらまれた。まるで「余計なことをするな」と言わんばかりに。

「にしても、無事で良かったな。近頃、また海賊の動きが活発になってんだ。お陰でこんなところまで出張っちまって。この辺はエイズルムとの緩衝地帯だからアレグランサの領海じゃないんだけどな」

　カラカラと黒髪ポニーテールが笑う。

　常信は改めて彼女を見た。ナタリア・テラディリャス。これから向かう国、アレグランサ王国の王女にして「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の一人「水の姫アクウイツサ」だ。会うたび思うのだが、「王女」のイメージを悉ことごとく覆してくれる豪快な性格の持ち主である。

「さてと、そんじゃアレグランサにご案内といきたいところだけど、皇帝、悪いな。ちょっと寄り道させてくれ」

「寄り道？」

「おうよ。言っただろ？　海賊の動きが活発になってんだ。で、連中のアジトを突き止めて叩たたいておこうと思ってよ。ようやく目め処どが立ったんで、そっちに行きたいのよ」

「陛下を海賊退治に巻き込むな」

　ロザリンドが苦言を呈した。しかしナタリアは軽やかに笑って返す。

「皇帝はそんな小さい男じゃねえよ。何しろ、あたしの将来の夫だからな」

「勝手なことを言うな！　陛下は、わ、私のっ……」

「ずるいぞ、ロザリー！　抜け駆けはなしだ！」

　ヒルデガルトまで割り込んできた。話がややこしくなりそうだったので、常つね信のぶは「分かった！」と声を上げる。

「海賊退治につき合おう。ちょうど海賊たちを捕らえさせたところだ。尋問すればアジトのことも色々分かるだろう」

「さすが皇帝。話が早いねぇ」

　ナタリアが肩を組んできた。意外と柔らかい感触にドキリとする。潮の匂においが鼻をくすぐった。「馴なれ馴なれしいぞ！」と騒ぐヒルデガルトたちを受け流し、彼女がそっと囁ささやく。

「海賊たちを拾ってくれてありがとな。あれでも一応、アレグランサの民なんだ。見殺しにはしたくない」

「!?」

　彼女の方を向いたときには、ナタリアは常信から離れて再びソニアをからかっていた。

「ねーねー、へーか！　わたしも天馬さんに乗ってみたい！」

　パオラに腕を引かれる。彼女は今にも飛び出していきそうだった。

「乗ってみたいって言われても……。騎士団の人たちに迷惑がかかるから」

「お！　パオラは天馬に興味津々か。いいぜ、乗せてやるよ」

　常信は止めようとしたが、ナタリアが軽く応じる。

「ソニア、ちょっと乗せてやれよ」

「ナタリア様、またそんな勝手に……」

「だからソニアに頼んでるんだろぉ。ほら、お尻しり撫なでてやるから」

「私が撫でて欲しがっているような言い方はやめて下さい！」

　ソニアはナタリアの手をパシッと払い、パオラに向き直った。

「パオラ様、こちらへどうぞ」

「やった！」

　満面の笑顔でパオラが天馬に駆け寄る。「おっきいねー！」と純白の毛を撫でた。

「他にも乗りたい子がいるなら乗せてやりなっ。帝国の皆さんを歓待してあげようじゃないの」

　ナタリアがそう言うなり、「十二星姫ドーデイ・ステラ」から黄色い歓声が上がる。皆、我先にと天馬に群がった。ヒルデガルトとロザリンドもうずうずしているので、常信は「行って良いいよ」と告げる。二人は「お言葉に甘えて」と一礼して天馬に駆け寄る。

「わーっ！　高いね！　へーか！」

　天馬の背に乗ったパオラがこちらに手を振ってきた。軽く手を振り返す。

　空中で待機していた天馬騎士たちも降りてきた。百人以上の乙女たちが天馬に乗った姿を晶機コムニカで撮影し合うという光景が目の前に広がる。皆、楽しそうだ。

「可愛かわいい女の子たちがくんずほぐれつ……。いいねえ」

　うんうんと満足そうにナタリアが頷うなずく。「撮って、撮って！」「これ、投稿しよっ」「翼ふわふわっ♪」等、楽しそうにしている美少女たちを見ているうちに、何だか自分も天馬に乗ってみたくなった。

「なあ、ナタリア。俺も乗って良いいかな？」

　控えめに尋ねる。ところが、ナタリアは目を剥むいた。

「えっ……？　皇帝は無理だろ」

「そんな冷たく突き放さなくてもっ。何で無理なんだよっ？」

「だって処女じゃないし」

　一瞬、聞き間違いかと思った。

「あれっ？　皇帝、知らないのか？　天馬は処女しか乗せないぞ。処女以外に触られるのも極端に嫌がるからな。特に男に触られようものなら蹴けり殺す勢いで激怒するぞ」

「そういうことは早く言ってくれ！」

　思わず身を引く。背後でもザワッと低い声が聞こえたので振り返ると、いつの間にか集まっていた船員たちが天馬と乙女たちに晶機コムニカを向けていた。皆、顔が緩んでいる。気持ちは分かるので見て見ぬ振りをした。

「一角獣の話は聞いたことあるけど、天馬もそうなのか……」

「一角獣って、天馬よりも珍しい幻獣のこと知ってるんだな。まあ、そんなわけで天馬騎士団は稀き少しようなんだよ」

　ナタリアが軽く説明する。

「騎士団全員が女で構成されないといけないのに、あんまり長く団にいると婚期を逃すからなぁ。天馬騎士は人気があるから縁談は割とすんなり決まるんだ。娘に箔はくをつけるために入団させる貴族もいるくらいだから。とはいえ、そんなんばかりじゃ実戦で役に立たないし、そんなこんなで竜騎士よりずっと運用が難しいんだよ」

「帝国に天馬騎士がいないのは、そういう理由からか……」

「天馬を慣らすのが大変だって理由もあるだろ。飛竜は妖精族が長年飼育してるから世話も比較的楽だけど、こいつらは気分屋だぜ。処女の好みにもうるさいんだ。まったく、とんだエロ幻獣だよっ」

　快活に笑い、一頭の天馬に近づいて首を撫なでた。

「これは、乗りこなせたら楽しいだろうな」

　馬上にいたロザリンドがそう口にする。潮風にプラチナブロンドの髪がなびき、彼女は気持ちよさそうに目を閉じた。気品のある佇たたずまいに見とれてしまう。

「ロザリーは『風の姫ヴエネリツサ』の力で飛べるじゃないか」

　隣の天馬に乗っていたヒルデガルトが声を掛けた。姿勢良く鞍くらに座った彼女は、いつも以上に凜りんとして見える。
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　二人は互いに「あなたは絵になるな」と讃え合い、笑い合った。見ているこちらまで気持ちが浮き立ってくる。このまま二人して空に駆け上がっていきそうだ。

『陛下────────っ！』

「うわっ？」

　いきなり手て許もとの晶機コムニカからジルベルトの大声が飛んできた。

『海賊どもを一人残らず捕らえました！　いつでも尋問が可能であります!!』

「あ、ああ、分かった。後で行くから、船をアレグランサに向けて進めろ」

『畏かしこまりました──────────────っ！』

　無駄に大きな声で返事をし、通話が切れる。前方の軍艦が動き始めた。

「よっしゃ！　海賊どもと話してこようかね」

　ナタリアがパンと手を打つ。

「ソニア！　あたしを乗せて飛んでくれ」

「それは構いませんけれど……そういえば、どうやって来られたのですか？」

「リディに乗せてもらった。何だよ、妬やいてるのか？」

「違います！　お尻しりを触るのはやめて下さい！」

　ソニアが兜かぶとを被かぶり、天馬にまたがる。鞍くらの後ろにナタリアが乗った。「それじゃ、また後で！」と挨あい拶さつをして天空に駆け上がっていく。

「またねーっ」

　パオラが熱心に手を振った。

　それからこちらを振り返る。

「天馬ってすごいね、へーか！　へーかも処女だったら良かったのにね！」

　どう答えれば良いいのか分からず、常つね信のぶは曖あい昧まいな顔で「そうだね」とだけ返した。




「すごかったんだよ、キャラちゃん！　キャラちゃんも来れば良かったのに！」

　ナタリアを見送った後、船内の部屋に戻ったパオラはベッドに寝転がって晶機コムニカを弄いじっていた赤毛の猫耳娘に興奮した様子で天馬のことを語った。

「あー、天馬ねー……。良かったねー……」

　キャラは晶機の画面から目を離さず返す。常信は椅い子すに座りつつ聞いた。

「何をそんな熱心に観みてるんだ？」

「もうじき通信が届きにくくなるからねー。今のうちに情報を集めとこうと思って……」

「通信が？　アレグランサは魔力通信網が広まってないのか？」

「たくさんの島に分かれてる国だからねー。王都周辺はいいだろうけど、中継施設がない島なんていくらでもあるだろうしー……」

「そうか……。衛星でも打ち上げられれば良いんだが……」

　常信の呟つぶやきにキャラの尻尾しつぽがピンと立った。

「陛下、今、何て言ったのー……？」

「そういえば、この世界の空って……もっと上はどうなってるんだ……？」

「陛下ー……聞いてるー……？」

　キャラがのそのそ身を起こす。パオラも翡ひ翠すい色の瞳ひとみを瞬しばたたかせた。

「へーか、お空の上には神様が住んでるんだよっ。クオーレ様だってゼーバ様だってお空に上っていったでしょ！」

「んっ？　あ、ああ、そうだねっ。そうだ、そうだ。やっぱり、そうだよな……」

「そんなことより陛下、衛星の話だけどー」

　ぬるりとキャラが顔を突き出して迫る。鼻が触れあいそうになって思わず身を引いてしまった。

「な、何だ、キャラ!?　近いぞっ」

「陛下ー……衛星って言ったよねー……？　それって、空に魔力通信網の中継施設を浮かべるって構想かなー……？」

「おお、それそれ！　キャラにもその発想はあったんだな！」

「あるにはあるけどー……。どうやって浮かべ続けるのかが問題なんだよねー」

「空のずっと上は、無重力空間になっていて……とかは？」

「陛下、何言ってんの？」

「あー……今のは忘れてくれ……」

　この世界が、自分の元いた世界と全く同じ作りでできているとは限らない。分かっていたつもりだけれど、つい向こうの「常識」で考えてしまいがちだ。常つね信のぶは反省を込めて、コツコツと額を軽く叩たたいた。

「それはそれとして、何か有益な情報は集められたのか？」

　気を取り直し、キャラに尋ねる。彼女は「そうだねー……」と再びベッドに寝転がった。パオラも自分の晶機コムニカを使って何やら調べている。

「アレグランサ王国も色々面倒臭いみたいだよ……。さっき、海賊に襲われてたよねー」

「ああ。ナタリアが言うには、最近、動きが活発になってるらしい」

「それなんだけどー、国内の失業率が上がってるのも影響してるかもねー……」

　キャラはやる気なさそうに、とても重要なことを口にした。「何っ？」と彼女の手て許もとを覗のぞき込こむ。「陛下のエッチー……」と言われたが、無視して晶機を掴つかんだ。そこには少し前にアレグランサの交易会社が倒産したことを伝える記事があった。

「国内最大手の海運会社ヤルデクスが資金難に陥り倒産っ？　関連会社を含めると数万人の失業者が出た模様!?　こんなことになってただなんて……」

「正妻総選挙のすぐ後くらいだよねー……。帝都、というかグロリア帝国には大した影響がないから陛下が知らなかったのも無理ないけどー……」

　キャラは淡々と言う。画面をスクロールさせるたび、不景気な話題ばかりが現れる。そして海賊の横行を伝える記事が出てきた。

「つまり、あれか……？　失業して食うに困った人たちが、海賊になって暴れている……」

「お金がなくて、稼ぐ方法もなかったら、持ってる人から奪うしかないよねー」

「そんなサラッと言うなよ……」

「でも、そういうことじゃーん」

　ころりと寝返りを打ち、キャラが仰あお向むけになった。弾みでＴシャツが捲めくれ上がり、見えてはいけないものが見えそうになったので素早く服を整えてやる。

「ふわーっ。へーか、へーか！　チヨちゃんがすごいよっ」

　パオラが急に話しかけてきた。

「チヨが？　あいつ、また何かやったのか？」

「あのね！　グループメッセージしてたらねっ。チヨちゃんがわたしたちを追っかけて海に飛び込んだんだって！」

「……ごめん。どういう状況かよく分からない」

「これ見て、これ！」

　パオラは晶機の画面を見せる。
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「いや無理だろ！　あの忍者、考え無しにも程があるぞっ」

　常つね信のぶは頭を抱えた。すぐに無理だと気づいて引き返してくれれば良いいが。

「大丈夫だよ、へーか！　きっとチヨちゃんならやり遂げるよっ」

「謎なぞの信頼！　……ところでパオラ、そのグループメッセージは何かな？」

「キャラちゃんが作ってくれたんだよ！　お友だち同士でこうやってお喋しやべりできるの。『十二星姫ドーデイ・ステラ』のグループもあるんだ！」

「俺、その存在、知らなかったよ……」

「エイズルムにいる間、暇だったから試しに作ってみただけのやつだからねー」

　常信が疎外感に苛さいなまれていると、キャラがどうでもよさそうに言った。

「あれっ？　キャラ、エイズルムで暇だったっけ？　裏方で色々やってもらってたと思うんだがっ……」

「へーかとわたしのグループも作ろっ」

「とりあえずアプリを入れるところから始めないといけないな……って、そうじゃない！　アレグランサの失業問題を考えていたんじゃなかったのか!?」

「ふわっ」

　パオラが目を丸くする。キャラは半分寝かけていた。

「これは、単に海賊を退治するだけじゃ収まりそうにないぞ」




　その夜。船内の会議室で作戦会議が行われた。

　参加したのは常信とナタリア、ソニアに加えてロザリンドとヒルデガルトもいる。口火を切ったのはナタリアだった。

「目星をつけてたところで間違いなかった。海賊どものアジトはここだ」

　地図の一点を指差す。多くの島が存在するアレグランサ諸島の南。群れなす小島の一つがまるごと海賊のアジトになっているそうだ。

「随分と入り組んだところにあるな。軍艦は入りにくそうだぞ」

　常信は地図を見ながら言う。ナタリアが頷うなずいた。

「その辺も連中の狙ねらいだろうよ。今回、天馬騎士団を連れてきたのもそのためだ」

「上空から奇襲をかけるってことか？」

「さすがに騎士団だけじゃアジトを落とすのは無理だね。こっちの軍艦が安全に接岸できるよう誘導してもらう役目もある。もちろん海賊船の発見や敵情視察、やることは色々なんで、よろしく頼むぜ」

　隣に立つソニアの肩を撫なでる。ソニアは真剣な眼まな差ざしで作戦を話し始めた。

「この島までは船で二日かかります。まず夜陰に乗じて……」

　常信は説明を聞きながら、ナタリアの言葉を思い出していた。

『海賊たちを拾ってくれてありがとな。あれでも一応、アレグランサの民なんだ。見殺しにはしたくない』

　あのときの彼女の声には苦々しいものが混じっていたように思う。

　それから、部屋に戻ったときキャラから聞いた話も引っ掛かっていた。

「……皇帝、聞いてるか？」

　ナタリアの声にハッとする。四人がこちらを見つめていた。「随分と難しい顔をされていましたけれど……」とロザリンドが心配そうに呟つぶやく。

「いや、大丈夫だ。すまない、続けてくれ」

「続けるも何も、今、話した通りだよ。明日、うちらの軍艦と合流して作戦通り進む。皇帝たちは離れたところで待機しててくれ。帝国の力を借りることはないよ」

「それでは、これで作戦会議を終わります。ナタリア様、参りましょう」

　地図を畳みながらソニアが言った。しかしナタリアは首を振る。

「あたしはここに泊まるから、朝、迎えに来てくれ」

「何ですって!?」

　ソニアの目が三角になる。そしてキッと常つね信のぶを睨にらんだ。つい目を逸そらしてしまう。

「お言葉ですが、ナタリア様──」

「あ、そうだ！　ソニアも泊まってくか？　皇帝の寝室にはパオラとキャラとヒルデとロザリーとあたしと……うん！　もう一人増えても余裕だよなっ？」

「余裕って何だよ!?」

「私はお断り致します！　ナタリア様も一緒に船に戻りましょう！」

「あ、そっか……。ソニアはまだ天馬に乗れないといけないからな……。残念だよ」

「そういう問題ではありません！」

　ソニアが激げつ昂こうする。しかしナタリアは平然と「そんじゃ、また明日ーっ」と言って会議室を出ていった。慌ててソニアが廊下に飛び出す。「ナタリア様！」と駆けていった。

「ナタリア殿も陛下のご寝所にっ……。これはうかうかしていられないっ」

　ヒルデガルトがくうっと歯を食いしばる。「陛下！」と迫ってきたので常信も身を翻して廊下に飛び出した。

「それでは各自、自分の部屋で寝るように！　おやすみ！」

　そう言って逃げ出す。「お待ち下さい！」とヒルデガルトが飛び出しかけ、背後を振り向いて「ロザリーっ？」と悲鳴を上げた。「私のことにかまうなっ……くうっ♪」と嬌きよう声せいを堪こらえるロザリンドの声がする。

　ああ、今のでも従属魔法が発動してしまうんだ……と申し訳なく思うが、ロザリンドが大人しく部屋で寝てくれれば問題はないので放ほうっておくことにした。

　自分の寝室に戻るわけにはいかず、廊下を駆けているうちに甲板に出てしまった。潮の香りがする夜風は少し肌寒い。波の音につられて艫ともまで歩いてみた。手すりに寄りかかって空を見上げる。

　今夜は満月に近く、月光の強さで星明かりはいつもより霞かすんでいた。

「月がきれいだな」

「ああ、そうだな」

　ビクッと横を向く。いつの間にか隣にナタリアがいて、同じように空を見上げていた。彼女もこちらを見てきれいなウインクをする。

「意外と詩人じゃないか、皇帝。あたしの隣に来たから話があるのかと思ったら、空を見上げて『月がきれいだな』とかっ。ようやくその気になったのか？」

「今のは純粋な感想というか、独り言だったんだ！　隣にいると思ってなかったんだよ！　月明かりがあるからそんなに暗くないはずなのに……」

「ああ。マストの陰になってるからだろ」

　ナタリアがマストを指差した。確かに彼女は陰に入っている。

「なるほど……。いや、そんなことよりソニアと一緒に自分の船に戻れよ」

「何だよ、嫁に対して冷たくないか？」

　肩を組んできた。赤い瞳ひとみが月光に怪しく光る。常つね信のぶは理性を働かせるため、言葉をひねり出した。

「退治しにいく海賊たちは、失業者の集まりなんだろっ？」

　苦し紛まぎれの発言だったのだが、思いの外ほか、ナタリアが反応する。目を見開き、口を引き結んだ。

「さすが皇帝、情報収集に抜かりはないね」

「俺も少し前に知ったんだけどな……。海賊の動きが活発になってるのは、大量に失業者が出てしまったせいだって……」

「そんなに単純な話でもないんだけど、概おおむねその通りだよ」

　ナタリアが首に腕を回す。抵抗する間もなく抱きしめられた。

「なあ、皇帝……。ソニアの立てた作戦を実行すれば、海賊どもは壊滅だ。アジトは焼き尽くされ、何百……ひょっとしたら千人くらい死ぬだろうな……」

　耳元で囁ささやかれたのは、あまりに残酷な未来。

「それでも、海賊どもをのさばらせておくわけにはいかない。放ほうっておいたら、もっと大勢の罪のない民が殺されることになる。だから実行しないといけない」

　それはきっと、紛れもない現実。

「分かってはいるんだけどね……。ちょっと、ほんのちょっとだけ、割り切れなくてね」

「……捕らえた海賊たちに、何か言われたのか？」

「……罵ば詈り雑ぞう言ごんだったら良かったんだけどねえ。あいつら、あたしに懇願してきたんだよ。金はもちろん仕事もない。このままでは家族を食わせることもできない。海賊くらいしかやれることがなかったんだってな。早く何とかしてくれって。自分たちが処刑されるのは仕方ないけれど、子どもが飢え死にするのは耐えられないって」

「それは……」

「ただの泣き言だよ。分かってる。自分の不幸を、他人を傷つける言い訳に使ってんじゃねえって言ってやったよ。子どもを食わせるためなら、他にもやりようがあっただろうってな。だけど、それだけじゃない。あたしは、それだけで終わらせちゃいけないんだ」

　背中に回された手に力が籠こもった。

「民が飢えるのは王族の責任なんだよ。商会のやり口が酷ひどいって分かってたのに、ずっとなあなあで来ちまったツケを、あたしらじゃなくて国民が払うことになっちまった……。あげく、海賊に身をやつした連中を皆殺しって、この世は地獄かよっ……」

「ナタリア、君は……」

「なあ、皇帝。あたしはどうしたらいいんだろうな？」

　それは問いかけではなく、やり場のない感情を吐き出しただけだったのだろう。

　ナタリアは腕の力を緩め、常つね信のぶから身を離す。自じ嘲ちようの笑みを見せた。

「ただの泣き言だ。忘れてくうわっ？」

　そのまま離れようとした彼女の体を抱き寄せる。焦ってよろけたせいで重みが全てのしかかった。手すりに支えられて何とか堪こらえる。しっかり抱きしめて言った。
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「分かった。海賊退治はやめよう」

　思いつくまま口にする。

「昼間、言ってたよな。海賊もアレグランサの民だって。千人も国民を失うのは損失が大きすぎる。殺さず生け捕りにしよう」

「んなこと言っても……どうやるんだよ……？」

「それは……これから考える」

「何だそりゃっ」

　ナタリアが吹き出し、クスクス笑った。

　ぎゅうっと抱きついてくる。

「そうだな。皇帝の言う通りだ。あいつらを皆殺しにしたところで、またどっかで海賊が湧わくに決まってる。だったら、もっとましな解決策を考えるべきだよな」

「そ、そうだよっ……。ナタリアは『水の姫アクウイツサ』なんだし、きっと方法は他にも……ちょっと痛いから力緩めてくれないかっ……！」

「ん？　ああ、悪わりぃ」

　ナタリアが腕の力を緩め、

「それだよ、皇帝！」

　息つく間もなく常つね信のぶを締め上げた。「ぐえっ……」と挽ひき潰つぶされたカエルのような声が出る。「おお、悪ぃ」と再びナタリアは力を緩めた。

「皇帝、今からあたしにつき合え！　ソニアたちを出し抜くには時間がないからなっ」

「ええと……どういうことだ……？」

「いいから行くぞ！」

　腰に腕を回される。

　声を上げる間もなく、常信はナタリアとともに海へと落下した。





　　　　◆　◆　◆






　翌朝、常信とナタリアが消えたことで船内は大騒ぎとなった。ただ、昼前に一度、常信から連絡があって騒ぎは沈静化したが、すぐに別の騒動が巻き起こる。

　海賊のアジトとなっている島を囲む海が凍結したのだ。

　これによって海賊が島から出られなくなったのはもちろん、海賊退治の軍艦も島に近づけなくなってしまい、海賊退治は膠こう着ちやく状態に陥った。

　そして何より、常信とナタリアの行方ゆくえが分からなくなったのである。





第五章　無人島に二人きり。何も起きないはずがなく……（身の危険）







「死ぬかと思った……」

　常つね信のぶは流木に腰掛け、ハアとため息を吐ついた。

「無む茶ちや苦く茶ちやにも程があるだろ、ナタリア」

「いやあ、悪わりぃ悪ぃ……。あたしもまさか力尽きるとは思ってなかったわ。さすがに島の周りを丸ごと凍らせるってのは力業過ぎたねーっ」

　砂浜に寝そべる彼女は、言葉の割にとても清すが々すがしい顔をしている。

「にしても見たかよ、海賊たちの顔っ。きょとーんとしてて面白かったな」

「そりゃ、目の前で船も港も何もかも氷漬けにされたんだからビックリして言葉も出なくなるだろう……」

「この辺の海が凍ることなんてないからな。対処の仕方なんてどっちも分からないだろうし、ソニアたちが出張ったとしても海賊どもが島の森にでも隠れちまったらお手上げだ。これでしばらく時間が稼げるな……」

　ナタリアがふらつきながらも身を起こした。背中についた砂がパラパラ落ちる。常信は海岸線に目をやった。ずぶ濡ぬれで下着が透けてしまっているので目のやり場に困る。

「とにかく、助けを早く呼ぼう。島の周りを凍らせたのは良いいけど、反動で大波に押し流されるわ、ナタリアが動けなくなるわで散々だったんだ……。運良く、どこかの島に流れ着いて良かったよ……」

　ぼやきながら晶機コムニカを引っ張り出す。完全防水なので助かった。連絡を取ろうとして手が止まる。

「あれ……？　アンテナ、立ってないぞ……」

「あー、やっぱりかー……。ざっと見たところ、無人島っぽいもんなー。こんなとこまで魔力通信網繋つながってないだろ」

「いや、どうするんだよっ？　晶機が使えないんなら、どうやって助けを呼ぶんだ!?」

「そうだなー。狼煙のろしでも上げるか。あと、砂浜に『助けて』って大きく書くとかな。まあ、ソニアたちが今頃探してるはずだし、そんな焦んなって」

　ナタリアは余裕の表情で立ち上がった。

「さてと、ひとまず水と食い物、それから寝る場所の確保だよなあ」

「気持ちの切り替え、早いな……」

　常信も腰を上げる。

「うかうかしてたら体力奪われて野垂れ死ぬだけだろ。助けが来るまでの間、自分たちの力で生き残らなきゃいけないんだ。何だか、ワクワクするなっ」

　ナタリアの瞳ひとみがキラキラ輝いた。

「こんな状況なのに楽しんでないか……？」

「人生は思い切り楽しむ。それが一番だぜ！」

　快活に笑う。南国の日差しを浴びて、彼女の笑顔はとても眩まぶしかった。

「それで、何からやるんだ？　……服、乾かしたいな」

　砂を踏みしめて歩き出した途端、足にずしりと疲労がのしかかってきた。波に押し流されて、溺おぼれまいと懸命にもがいているうちに体力を奪われたのだろう。加えて濡ぬれた衣服が体温を奪い続けている。

　太陽は高く、汗ばむほどの陽気だが、早めに服を何とかしたい。

「確かにねぇ。とりあえず、絞って風に晒さらしときな」

　そう言いながらナタリアはシャツを脱ぎ、自分の服を絞って海水を落とした。水色の下着をもろに見てしまい、常つね信のぶは目を逸そらす。右手に広がる森を何となく眺めた。

「誰か住んでると助かるんだが……。そんな都合の良いい展開はないかな……？」

「ないだろ。アレグランサ諸島は地図だと数個の島しか描かれてないけど、小さなものも含めたら軽く五千を超えるぜ」

「そんなにあるのかっ？」

「その大半が手つかずの無人島ってわけ。な？　都合良く人が住んでる可能性なんてとんでもなく低いんだよ」

　水を絞ったシャツを着直し、ナタリアが森に足を向ける。

「ぶっちゃけ、あたしの力で海水を濾ろ過かすれば真水は手に入るんだけど、それじゃ効率悪いしあたしが疲れる。できれば水場を確保したいねえ。あと、野生動物がいるなら狩りもありだなあ。皇帝は狩りとかしたことあるか？　その見た目じゃ、なさそうだな？」

「……実際には、ない」

　家庭用ゲーム機でモンスターをハントした経験ならそこそこあるが、実際の狩りは未経験だ。こちらの世界に来てすぐの頃、鹿狩りに誘われたこともあったけれど全く興味を抱けなかった。

「何だよ、帝国貴族の間じゃ狩りはメジャーなスポーツなんだろ？　他の連中の自慢話ばかり聞いてたクチかよ」

　ナタリアは木々の間に分け入る手前で足を止めた。こちらを振り向く。ちょうど上着を脱いで水を絞っていたところだったので、「気にせず進んでくれ」と促す。日差しが冷えた体に心地よいから上着は脱いだまま森に入るつもりだった。

「ダメだ、皇帝。服を着ろ。なるべく素肌をさらすなよ。どんな獣けものが潜んでるか分からないんだ。毒どく蛇へびに噛かまれたら終わりだぞ」

　背筋が凍る。思わず数歩、後あと退ずさってしまった。

「怖いんなら、ここにいろよ。ひょっとしたらあたしたちを探してる船とか天馬とか見つけられるかもしれないし」

　ニヤリとナタリアが挑発的に笑う。

「俺も行くよ。そんな都合の良いい展開は期待してないからなっ」

　強がって一歩踏み出す。湿った上着の袖そでをきっちり伸ばした。

「そう来なくっちゃなあ」

　ナタリアは何な故ぜか嬉うれしそうに呟つぶやき、下草を踏みつけて森に分け入る。常つね信のぶも後に続いた。しばらく草を掻かき分けて黙々と進む。

　頭上で何かの鳴き声がした。しかし見上げても木々の枝葉が広がるばかりだ。

　驚くほど近くで鳥の羽音がした。焦って振り向いてもそこには何もいない。

　また奇妙な鳴き声が聞こえてきた。

　木の根に蹴け躓つまずく。

「大丈夫か、皇帝？　そんな気を張ってるともたないよ」

「お前が危険だって言ったんじゃないかっ……。それにしても、本当に手つかずの原生林って感じだな」

「だから手つかずなんだって。一応、アレグランサ王国の領土ってことになってるけど、誰かが勝手に住みついてたって絶対ばれないね」

　ナタリアは迷いなく歩を進めていた。まるで目的地がはっきりしているような歩き方で、常信はついていくだけで精一杯だった。

「お、あったあった」

　下草の少ないところに出る。彼女が地面を指差した。

「獣けもの道みちだ。割とでかいから猪いのししくらいはいそうだな。今夜は肉にありつけるかもしれないぜ、皇帝！」

　とても嬉しそうに言ってくる。この世界の「猪」とはどのような動物なのだろう、と常信には不安しかなかった。

「ん？　この音……」

　不意にナタリアが立ち止まる。鼻をヒクヒクさせ、目を閉じてじっと耳を澄ませた。

「ああ、間違いない。皇帝、あたしら運が良いぜ！」

　獣道を外れ、彼女は駆けだす。「待ってくれ！」と必死に後を追うが、ナタリアは弾むように走っていき、すぐ木々に紛まぎれて背中が見えなくなった。

「嘘うそだろっ？　こんなところで置いてけぼりはやめてくれ！」

　常信もがむしゃらに走る。何度か木の根やくぼみや何か固いものに足を取られて転びそうになったが、どうにかこうにか足を動かし、草を掻き分けて進んだ。

「おーい、皇帝！」

　ナタリアの声がする。木々の間から水音が聞こえてきた。

「気持ち良いいぜーっ！　早く来いよーっ」

　どうやら川を見つけたらしい。急に喉のどが渇いてきて、体に力が湧わく。常つね信のぶは勢い込んで駆けだした。ナタリアの声を頼りに木々の間を抜ける。

「ナタリア！　って、おわああああああああああああああっ？」

　土が剥むき出しになった斜面に飛び出してしまい、足を滑らせてそのまま転げ落ちる。派手な水しぶきを上げて川に落ちた。

「昨日から水難に遭ってばかりだ……」

　うっすら乾きかけていた服も再びびしょ濡ぬれになり、呻うめきながら立ち上がる。川の流れは穏やかで、水深も腰の少し下くらいまでしかなかった。ザブザブと歩いて向こう岸に渡る。小石だらけの河か原わらに上がってナタリアを探した。

「おーい、ナタリア！　どこに──」

「いよっしゃーっ」

　岩場の陰から彼女が飛び出してきて、川に飛び込む。盛大に水しぶきを上げた。

「はーっ、生き返るねーっ」

　前髪を掻かき上げ、彼女は川のただ中に立って腕を拡ひろげる。降り注ぐ日の光を一身に浴びて恍こう惚こつに目を閉じた。

「…………」

　常信は固まってしまう。

「なあ、皇帝。お前も入れよ。海水洗い流しといた方が良いし、ここなら服を乾かすのにもってこいの岩があるぜ」

　ナタリアがこちらを振ふり返かえった。

　健康的な小麦色の肌が惜しげもなくさらされる。

　彼女は一糸まとわぬ姿だった。

「ナタリア！　何で全裸なんだよっ？」

　慌てて目を逸そらしつつ叫ぶ。「何で？」と疑問の声が飛んできた。

「水浴びするんだから、裸になるのは当然だろ」

「俺がいるんだぞっ。もう少し恥じらえよっ」

「そんなの今更だろー。一緒に風呂入って洗いっこした仲じゃないの」

「ああ、そんなこともあったな！　でも、それとこれとは違うからっ」

「ったく、ぐだぐだうるさいなあ。だったら皇帝も全裸になれば良いだろ！　そうすりゃおあいこだ！」

「どうしてそうなる!?」

　叫んだ瞬間、羽交い締めにされた。

　ハッとする間もなく背中にむにゅりと柔らかくて温かい感触が押しつけられる。耳元でナタリアが囁ささやいた。

「へっへっへ。どんなに泣き喚わめこうが、誰も助けに来やしないぜ。観念して大人しく服を脱ぐんだなあ」

「発言が完全に悪役エロ親爺おやじ！」

「何だよ、口では偉そうなこと言ってても、ここはもう、こんなにびしょびしょになってるじゃねえか。いやらしい奴やつだぜ」

「服はなっ。服は確かにびしょびしょだなっ」

「いいからさっさと脱ぎやがれぇ！」

「いやーっ！　助けてパパーっ……」

「お前がパパになるんだよぉ！」

　一体どんな技術なのか分からないけれど、あっという間に素っ裸にひんむかれてしまった。常つね信のぶは顔を両手で覆おおってさめざめと泣く。

「こんなにあっさり水場が見つかるなんて幸さい先さき良いいな。こりゃ本当に夜は肉にありつけるかもしれないね」

　ナタリアが川で何かザブザブ洗いながら言った。股こ間かんを隠して常信は振り向く。

「さすが皇帝の服は生地が違うねえ。しっかりしてる」

　パンッと音を立ててナタリアが常信のシャツを広げた。

「洗濯っ？　い、いや、いいよっ。自分でやるからっ」

　小石の上を歩こうとして「痛たたっ……」と立ち止まってしまう。ナタリアはこちらにお尻しりを向けた状態で川に腕を突っ込み、ザブザブと洗濯を続けた。

「このくらい任せとけって。そもそも皇帝は洗濯なんてしたことないだろ。まったく良いご身分だな」

「それ、笑うところか？　というか、ナタリアだって王女様だろ。洗濯は召使いの仕事なんじゃないのか？」

「何、言ってんだよ皇帝」

　真顔で彼女が振ふり返かえる。

「自分で洗濯しないと、可愛かわいい女の子のパンツ手洗いできないだろぉ!!」

「お巡まわりさん、こっちでーす！」

　常信は青空に向かって力一杯叫んだ。

「何であたしが通報されないといけないんだ!?　別に無理やり脱がしたりはしないよ！　脱がせたパンツを大事に手洗いするだけだよ！」

「さっき俺のパンツをひん剥むいたのはお前だがなっ」

「あれは、ついカッとなってやった。後悔はしていない」

　ナタリアは常つね信のぶのパンツを握りしめながら神妙そうな顔をした。

「おい、そのパンツ返せ」

「聞いてくれよ、皇帝……」

「無視するな。パンツ返せって」

「ソニアがさあ、あたしにパンツ洗わせてくれないんだよっ。それどころかブラジャーもシャツですらダメだって言うんだぜ！　ひどくないっ？」

「微み塵じんもひどくないよ！　真っ当なご意見だよ！」

　ナタリアが目を見開く。

「皇帝……お前、親父おやじと同じこと言ってるな……」

「アレグランサ国王がまともな人で心底ホッとした！　あと、いい加減パンツ返せ」

「そんな冷たいこと言わなくてもいいじゃないかよぉ……」

　握っていたパンツでそっと涙をぬぐった。

「何やってんだ、お前ぇっ！」

　小石が足の裏をチクチク刺すのも構わず川に入り、彼女からパンツを奪い返す。それから川に浮いていた自分の服をかき集め、河か原わらに戻った。

「そこの岩に干しとけばすぐに乾くと思うぜ」

　ナタリアが指差した先には平べったい岩があり、ちょうど日差しが当たっている。なるほどと自分の分も干そうとしたが、彼女の服が下着も含めて干してあったので遠慮して別の岩を探し、張りつけるようにして干した。

「お、魚いるなあ。皇帝、魚捕まえようぜ！　これなら手づかみでいけるだろっ」

　ナタリアが楽しそうに川に潜る。すぐに顔を上げると両手に川魚を掴つかんでいた。ひょいと河原に放ほうり投げる。

「すごいなっ」

　ビチビチ跳ねる魚を見下ろし、常信も川に入った。底が簡単に見渡せるほど澄んだ水なので潜ってすぐ川魚の群れを見つける。そっと近づいてみるが、ある程度の距離まで寄ると一斉に向きを変えて逃げ去ってしまった。

「さすがに素早い……」

　それから小一時間、常信は魚を追い続けた。ただ追いかけるだけでなく、あれこれと試行錯誤を繰り返してみたのだが、全て徒労に終わる。何度目かの失敗の後、情けなさに川の中で体育座りをしているとナタリアの声がした。

「おいおい、なってねえなあ」

　頬ほおを黒い藻のようなものが撫なでる。「ん？」と水面に顔を出してみた。

「魚の追い方も知らないのかよ。皇帝は本当に都会育ちだな」

　下乳の谷間から彼女の顔が覗のぞき見みえる。

　少し目線を下げるときれいなおへそがあった。さらにその下、水面に黒い藻のようなものが揺れており、それが先程から自分の頬ほおを撫なでている。

「……おうわあああああっ？」

　その正体に気づき、急いで身を引こうとした弾みでナタリアの足を払ってしまった。不意を突かれた彼女が体勢を崩し、「わっ」と覆おおい被かぶさってくる。顔面が柔らかいものに包まれた。水中で懸命に踏ん張り、体を起こす。

「あ、危なっ……！　危なかった……。二重の意味で窒息しかけたぞっ……」

「皇帝がいきなり足払いなんかかけるからだろっ。危うく入っちまうところだったよ」

　何がどこに入るのかは聞かないことにして、「そろそろ上がろう」と彼女を促した。

　河か原わらには魚が六匹いて、時折、ピクッと動く。「魚び籠くがあれば良かったんだけどなあ」とナタリアがぼやいた。

　常つね信のぶは岩場に向かい、すっかり乾いていた服を着る。ほんのり温かくて冷えた体に心地よかった。

「水場も見つかったし食いものも手に入った。あとは住処すみかだね。森で材料調達しようぜ」

　ナタリアも服を着て髪をポニーテールに纏まとめる。魚は上着で包み、小脇に抱えた。

「材料って、木を切るのか？」

「そこまで大げさなものじゃなくていいだろ。適当に枝を集めて蔦つたか何かで結べば良いいんだよ。あとは覆いを被せて完成だ。先に住処をどこにするか決めた方がいいかもな」

　再び森に分け入りながら彼女が説明する。常信は背後の川を振り向いた。

「そこの岩場で良くないか？　水場が近い方が良いだろ」

「おいおい皇帝、この辺は集中豪雨が凄すごいんだぞ。大雨で川が増水したらあんな岩場すぐ水に沈むって」

　枝葉を払いつつナタリアが首を振る。

「そんなに水場から離れてなくて、なるべく見晴らしが良くて平へい坦たんなところ探そうぜ」

「けっこう条件厳しいな」

　左右を見回し、それらしい場所を探して木々の間を進んだ。

　しばらく進んだところでナタリアが「お！」と声を上げる。

「そこの蔦、丈夫そうだな。切り取って持ってくか」

　前方の木から垂れ下がっている幾本もの蔦に目をつけたようだ。下生えが随分と茂っているが、彼女は気にせず踏み込んで蔦に手を伸ばした。

「んっ……意外と高いな。もうちょっと……」

「手伝うぞ」

　常信も彼女の側そばに寄り、茂みに足を入れる。

　ぐにっと違和感があった。

　土でも草でもないものを踏んだ感触に背筋が凍る。

　次の瞬間、頭上に垂れ下がっていた蔦つたがうねうねと意思を持って動き出した。

「何っ？」

　ナタリアが身構える。

　しかし蔦は彼女の足元にも這はい寄よっており、足首を縛って引きずり倒した。尻しり餅もちをついた彼女に数本の蔦が絡みつき、両手足を拘束する。

「ナタリア!?」

　叫んだときには常つね信のぶも蔦に絡め取られていた。力尽くで引きちぎろうとするが、伸縮性のある強きよう靱じんな蔦はまったくちぎれない。それどころか縛いましめを強くして二人の体を茂みの中に引きずり込んだ。

「うわあああ!?」

「この……離せええっ……！」

　もがく常信にナタリアがぶつかる。二人まとめて、ぐにっと弾力のある地面に落ちた。ナタリアの胸が顔面に乗る。息苦しさにもがき、どうにか顔を出したものの蔦が絡み合っていて密着したまま離れられそうになかった。

「わ、悪わりぃ、皇帝っ……」

「俺は大丈夫だ！　それより、この感触と匂においは何だ？」

　ミルクのような匂いに常信は首を捻ひねった。

「うおわあああ!?」

　茂みの中に潜んでいたのは、巨大な舌だった。

　それも一枚ではない。人の体を包み込めるほど大きな舌が六枚、花びらのように広がっており、その中心から常信たちを拘束している無数の蔦が生えていた。

「な、な、何だこれえっ？」

　六枚の舌が常信とナタリアをべろべろ舐なめ回まわす。ミルクの匂いが周囲に広がり、体から力が抜けていった。

「しまった……！　この植物……アレグランサ諸島の固有種ベロンベロンだっ……！」

　ナタリアがべろんべろん舐め回されながら言う。

「何だ、そのまんまなネーミング!?」

「皇帝！　名前でバカにしてたら痛い目見るぞっ……！　こいつ、動物の汗と皮脂を養分にする植物なんだ……！」

「とんだ変態植物だな！」

　思わず叫んでしまった。そこに何かが垂れてきて愕がく然ぜんとする。

「ナタリア……お前、服が溶けてないかっ……？」

　ナタリアの服がドロドロに溶かされ、ベロンベロンの粘液とともにしたたり落ちていた。ハッとして自分の体も見下ろす。やはり同じように溶かされていた。

「ベロンベロンはっ……動物の皮脂と汗を味わうためにっ……余計なものを溶かす粘液を出すことがっ……できるんだっ……！」

　ナタリアがビクビクッと震えながら説明する。

「何だ、その薄いマンガ本に登場しそうな都合の良いい植物は!?」

「侮るなよ、皇帝……！　こいつら、それだけじゃなくてっ……あひぃっ？」

　ナタリアの体がビクンと跳ねた。必死に何かを堪こらえているような彼女の顔を見て嫌な予感に襲われる。

「このミルクみたいな匂においにはっ……捕まえた動物の発汗と体液の分泌を……促す作用があるんだあああ……！」

　悶もだえるナタリア。四肢を拘束され、丸裸にされた彼女を巨大な舌（花弁なのか？）がべろんべろんと舐なめ回まわす。常つね信のぶもまた隅から隅までぬるぬるにされてしまった。

「くそうっ……！　力が……入らない……！　こんな蔦つたっ……あたしが本気出せば……あひゃあうううっ？」

　一糸まとわぬ姿になったナタリアが密着したまま悶え、身をのけぞらせる。徐々に目の焦点が合わなくなり、甘い息を吐いてだらしなく口を開けた。涎よだれが垂れ落ちる。

「た……たしゅけてっ……皇帝……！　これ……やばいっ……！　あたし……気持ち良くなって……ああうううん♪」

　彼女がギュッと抱きついてきた。それで気づいたのだが、二人を拘束する蔦は獲物同士を密着させた方がより発汗を促せると判断したらしく、二人が離れないよう縛り直していた。ぬるぬるになったきめ細やかな肌が押しつけられ、擦こすられる。

「くっ……このままじゃいけない……！　何とかしないとっ……」

　懸命に理性を働かせ、周囲に目を向ける。

　大きさがありながら形も整っている二つの山に顔を挟まれたり頬ほおを押されたりしながら必死に打開策を探した。

「あ！　あれは……」

　足元に晶機コムニカが転がっているのを見つける。服が溶けて転げ落ちたのだろう。あれを使えば何かできるかもしれない。しかし手を伸ばしても全く届かなかった。足を伸ばしてみたが僅わずかに届かない。

「ナタリア！　あの晶機をっ……ナタリア!?」

「も……らめぇっ……！　皇帝っ……あたしっ……！」

　荒い息を吐く彼女がまた身をのけぞらせてビクビクッと震えた。

「しっかりしろ！」

　咄とつ嗟さに肩を掴つかもうと両手を伸ばす。

　もにゅんと柔らかな双丘を掴つかんでしまった。

「あ！　皇帝っ……そんなことしてる場合……かもしんないなっ♪」

「ごめん！　でも流されないでくれ！　気を確かに持つんだ！　いいか!?　足元にある晶機コムニカを取りに行きたいんだ！　百八十度回転すれば俺の手て許もとに晶機が来る！　一緒に回ってくれ！」

　彼女の意識を保つため、思い切り胸を揉もみながら言う。ナタリアは涎よだれを垂らしながらガクガクと首を縦に振って頷うなずいた。

「よし！　せーので回るぞ！　せーのっ」

　足に力を込めて踏ん張り、腰を支点にして体を横に滑らせる。

　ベロンベロンの粘液まみれになっていたお陰か、難なく体が回り、見事、頭と足の位置が逆になった。

　自分だけが。

「あれ？」

　ナタリアの体は回っていなかった。彼女自身はそのままなので、必然的に目の前には彼女の股こ間かんが迫ることになる。

　ぽたぽたと雫しずくがしたたり、頬ほおを伝い落ちた。

　さらにまずいことに、力強く反り返ってしまっている自分自身が彼女の頬に押し当てられているのを感じる。

「ふえっ……？　皇帝……どこに？　あ……これ、固くて温かい♪」

　頬ずりされて声が出そうになった。

　急いでミッションを遂行しなければ暴発もあり得る。

　常つね信のぶはカッと目を見開き、側そばにあるはずの晶機を探した。

　それはすぐに見つかる。素早く腕を伸ばしたが、蔦つたが絡まっているせいで伸ばしきれなかった。あとほんの僅わずかだというのに指が届かない。

「くうんのぉぉぉっ……！」

　歯を食いしばり、意地で腕を伸ばす。じりじりと蔦が伸びて指先が晶機に触れる。

「もう、ちょい！」

　粘液で指が滑り、晶機はさらに遠くへ転がっていった。

「あああああ……！」

　絶望で目の前が真っ暗になる。

　いや、実際に暗くなっていた。顔面にサーモンピンクのあわびが押しつけられる。鼻先が穴に当たり、溢あふれ出す蜜みつでびっしょり濡ぬれた。唇にぷっくりとした豆が当たる。

「皇帝！　皇帝！　皇帝！　もう……限界っ……！　ごめん！」

　ナタリアが懇願するように叫んだ。

　瞬間、プツンと何かが切れた。

「うおらああああああああああああああああああ!!」

　彼女の尻しりを荒々しく掴つかみ、体を強引に捻ひねる。

　晶機コムニカのある方に向かって反転した。

　蔦つたがしなり、引き戻そうとする。

　だが、かろうじて反転は成功した。

　ナタリアの上に覆おおい被かぶさる形になり、蜜みつ塗まみれの顔を上げる。少し手を伸ばせば届くところに晶機があった。全身を伸び上がらせてそれを掴む。

「!?」

　同時にぐぽっと、自分自身が滑らかな感触に包み込まれた。下半身からせり上がってくる得も言われぬ快感をぐっと堪こらえる。

「んむっ……ふぐぐぐっ……ふむうっ……！」

　ナタリアの鼻息が当たってくすぐったい。苦しいのだろう。彼女の舌が忙せわしなく動き、もごもごと首を振っている。早く脱出させねばならないが、蔦の縛いましめはさらにきつくなっていた。

「何かないかっ？　何か、何かっ？」

　背筋を幾度も駆け上る快感に抗あらがいながら晶機を操作する。ダメ元でカメラを起動した。フラッシュをオンにして手当たり次第に連射する。

　シャッター音とともに激しい明滅が繰り返された。強い光刺激に反応したのか、蔦が硬直し、次いであちこちに這はい回り始める。その影響なのか拘束が緩んだ。隙すきを逃さず縛めから脱出する。

　ぬぽっと艶なまめかしい音をさせて自分自身もナタリアの口内から脱出することに成功した。「ナタリア！」と叫ぶなり、「分かってる！」と返される。

「皇帝のお陰で目ぇ覚めたよ！　凍りつきな！」

　一瞬にしてベロンベロンが凍りつく。凍結した蔦を難なく引きちぎり、ナタリアも縛めから脱出した。

「まったく……とんでもないエロ植物だったぜ」

「大丈夫か、ナタリア。何て言うか……ごめん……」

「ああ、うん……。皇帝に喉のど奥まで攻められて苦しかったけど、お陰で意識がはっきりしたんだ。助かったよ」

　そう言いながら彼女は口元を拭ぬぐう。余計な想像をしてしまいそうになり、慌てて凍りついた植物に目をやった。

「それにしても、変な植物が生息してるもんだな」

「こういう島は島の中だけで生態系が出来上がってたりするからな。あたしたちには思いもよらない動物や植物がいたりするんだよ」

「なるほど……」

　軽く身震いする。自分が全裸なのに気がついた。

「服、完全に溶かされてしまったな。代わりになるようなものは……」

　辺りを見回す。ナタリアも「だよな」と思案顔になった。

「こんなところに都合良く布きれが落ちてるわけもないし。布きれに似たような……」

　そのとき、木々の間を強い風が吹き抜けた。

「!?」

　それは天のお告げだったのか。

　もしそうなら、天に「ちょっと黙ってて下さい」と言いたかった。

　突風に煽あおられて、どこかから葉っぱが一枚飛んできたのである。

　そしてあろうことか、常つね信のぶの股こ間かんにぺたりと張りついたのだ。

「!!」

　肌が粟あわ立だち、常信は振ふり返かえる。

　そこには獰どう猛もうな肉食獣もかくやという目でこちらの股間を凝視するナタリアがいた。彼女は目を見開き、天啓を力強く叫ぶ。

「葉っぱ！　葉っぱで隠せば良いいんだ！」

「そうなっちゃうかあああっ……」

　常信はがっくりと崩れ落ちた。その弾みでくっついていた葉っぱがひらりと地に落ちたが、そんなことはどうでもいい。

「何だよ、簡単なことだったんだな！　よっしゃ、皇帝！　ちょうどいい葉っぱを探しに行こうぜ！」

　ナタリアが勇躍する。そこでポンと手を打ち、

「そっか。靴もないから皇帝は無防備すぎんな。あたしが適当に探してきてやるよっ。大丈夫、あたしは『水の姫アクウイツサ』の力があるからっ」

　そう言って彼女は自分の足に氷の靴を作り出した。「ちょっくら行ってくる！」と軽やかに木々の間を駆け抜けていく。

「葉っぱ一枚あればいい、か……」

　常信は風に乗ってやってきた一枚の葉っぱを拾い上げ、そっと股間に当ててみた。

　ジャストフィットだったのが、すごく腹立たしかった。




「予想以上に良い感じだな、葉っぱの服ってのも！」

　焼いた川魚を頬ほお張ばりながらナタリアが上機嫌に言う。

　焚たき火の向かいで魚をもそもそ食べ、常信は「ああ……」と低く頷うなずいた。

　日の暮れた浜辺を見下ろす丘に簡素な小屋が建っている。ナタリアが木の枝や蔦つた等、あり合わせの材料で作り上げた小屋だ。そのすぐ側そばに石を組んで作ったかまどがあり、薪まきが明々と燃えている。串くしを刺して焼いた川魚は美お味いしかった。

「どうした、皇帝っ？　もう眠いのか？　色々あったからなぁ」

　ナタリアが一人で頷うなずく。常つね信のぶはフウと息を吐いて立ち上がった。

「何で葉っぱ一枚だけなんだ!?　もっと服っぽい形に加工できたんじゃないか!?」

　ナタリアが目を瞬しばたたかせた。常信は自分の体を指差す。

「俺の服装のことだよっ。葉っぱで隠すっていうのは受け入れるとして、何で股こ間かんに一枚だけなんだっ？　ご丁寧に蔦で紐ひもまで作ってくれたけど、上はっ？　上着的なものはっ？　森であまり肌をさらすなって言ったのナタリアだよなっ？」

「そのことなんだけどな、皇帝……」

　ナタリアもゆっくり立ち上がった。腕を広げてみせる。自分の服装を見てみろと言いたいのだろう。彼女の格好も常信と大差なかった。違いは胸を隠しているかどうかくらいだ。良いい言い方をすればビキニ姿である。

「何だよ……。自分も似たようなものだから我慢しろって言いたいのか？　確かに作ってもらって文句言うのはどうかと思ったよ。だから我慢してたんだが、やっぱりおかしいだろ？　こんな立派な小屋まで造れるのに、どうして服はこれなんだっ？」

「そんなの決まってるだろ」

　ナタリアが小さな子どもを諭すような優しい顔になった。

「その方が、サバイバル感があってワクワクするからだよ！」

「やっぱり手遅れだったああああああああああああ！」

　常信は月に向かって吠ほえる。

「まあ、落ち着け皇帝。あたしも色々考えてたわけよ」

「どんなろくでもないこと考えてたんだ……？」

　二人とも焚たき火の前に座り直した。ナタリアがキリッとこちらを見据える。

「見えそうで見えないって、興奮するだろ」

「……本当に何言ってんの？」

「だから！　あとちょっとで……あとちょっとで……ってやつだよ！　正直、皇帝のその格好はかなり際どいと思うぜ。何度、危うい場面があったことかっ」

「お前、俺を使って何やってんだよ!?」

「最近、ソニアが冷たいんだ……」

「ものすごい勢いで話が変わったなっ」

「だから今度、葉っぱで作ったこの服を着せてやろうと思ってな」

　葉っぱビキニがもう一式出てきた。

　常つね信のぶは無言でそれを引っ掴つかみ、焚たき火に叩たたき込む。

「何すんだ、皇帝!?」

「お前こそ何してんだっ？　そういうとこだぞっ。そういうとこがソニアに冷たくされる理由だからなっ」

「えっ……！」

　ナタリアは虚を突かれたというように身を引く。

「ハハ……冗談だよな、皇帝……？」

「そこまで動揺するお前に心底ビックリだよ」

「だって、絶対ソニアに似合うんだぜ！」

「重要なのはそこじゃない」

　常信はハアとため息を吐ついた。

「ナタリア……。本当に女の子が大好きだな」

「可愛かわいい女の子は眺めてるだけでも癒いやしになるだろっ。それに、触るとぷにぷにして気持ち良いいんだぜっ」

「お前、王女じゃなかったら完全アウトだからな」

「何だよ。あたしは可愛い女の子同士のいちゃいちゃを眺めるのも大好きだぜ！　あれはいいよなあ。可愛い女の子同士の絡みとか最高だろっ」

「もうヤだ、このお姫様……。船の上でアレグランサの民のことを思って嘆いてた立派な王女様はどこに行ったんだ……！」

「あ、それあたしあたし！　同一人物だから。気づいてなかった？」

　アッハッハと快活に笑う。

「民のことも考えてるけど、あたしは基本、自分の楽しみ優先だよ。皇帝だってそうじゃないの？」

「俺は……とにかく目の前のことで精一杯だよ……」

「何だ、もっと楽しくやろうぜ。ただでさえ面倒くさいことが多いんだから」

「お前は本当に陽気だなあ。王族としての務めとか、そういうプレッシャーはないのか？　マライカだって、真面目まじめに考えてアイドルやってたみたいだぞ」

　エイズルムでの会話を思い出した。ナタリアがニヤリとする。

「マライカらしいねえ。あいつ、昔っからああなんだよ。国民のためーとか。王族として為なすべきことーとか。あー、肩凝るわー」

　わざとらしく肩を回す。常信は眉まゆを顰ひそめた。

「正しい考え方だろ。お前だって船の上で言ってたじゃないか。国民が飢えるのは王族の問題だって」

「ああ、そうだよ。あたしたちがやり損なうと今回みたく大勢を路頭に迷わせちまう。でもなあ、皇帝……」

　ナタリアの目に、どこか寂しげな色が混じった。

「誰かのために生きるなんて、あたしはそこまで傲ごう慢まんにゃなれないよ」

　薪まきが爆はぜる。

　常つね信のぶは黙って彼女を見つめ返した。

「国民のために自分を捨てて一心に尽くす。そりゃ聞こえが良いいし、受けも良いだろうよ。でもなぁ、自分の人生は結局、自分で責任取るより他ないんだぜ。あたしらがどんだけ上う手まいことやっても、怠ける奴やつは怠けるし、あくどいことする奴はするんだ」

「……随分と、醒さめてるんだな」

「意外って顔してんな。別に厭えん世せい観かん気取ってんじゃないよ。あたしはそれで良いと思ってんだ。この世の中には良い奴も悪い奴もそれなりの奴も小こ賢ざかしい奴もお調子者も聖人君子もクソ野郎もいて、それで何となく回ってんだろうなって」

　人差し指を立ててくるくる回す。

「だから、あたしも自分を最優先に考えることにしてんだよっ。あたしが気分良く過ごしたいから民を守る。生活を豊かにする。可愛かわいい女の子を侍はべらせる。な？　あたしの行動、理に適かなってるだろ」

「かもな」

　呆あきれつつも羨うらやましい生き方だと思った。

「ナタリアが国王になれば、アレグランサはずっと良くなるだろうな。まだ先の話だろうけど、そのときが楽しみだよ」

　褒め言葉として、そう口にする。

　ところがナタリアは「ん？」と首を傾かしげた。

「あたしには王位継承権なんてないぞ」

「えっ……？」

「アレグランサは男子にしか家督を継ぐ権利がないんだ」

「何で？」

「何でって……帝国より女性の地位が低いんだよっ……」

　ナタリアが不満そうに吐き出す。

「アレグランサの女は家長の所有物って考え方が強いからな」

「所有物？」

　突然の言葉に面食らってしまった。

「そ、所有物。うちって島が多いだろ。だから領主＝島長って感じなんだけど、領主の権力が強いわけよ。で、島同士のつき合いに一番都合が良いのが婚姻関係ってわけ。互いの娘を嫁に出し合って絆きずなを深めるって寸法だな」

「政略結婚は、帝国でも珍しくないようだけど……」

「それが強化されてる感じだな。娘を差し出さないってことは裏切る危険性がある、みたいに受け取られんだよ。王族含め貴族の間でそれが当たり前になってると民も真ま似ねするんだよねえ。で、娘は互いの家を繋つなぐための『道具』になっちまう」

「……………………」

　胃の辺りが重くなる。常つね信のぶの感覚では理解しがたいものだった。

「天馬騎士はあたしの祖ば母あちゃんが設立したものなんだけど、花嫁修業の一環って理由をつけてようやく実現したんだぜ。今でもそう捉とらえてるジジイどもは少なくないね。でも、あたしはそんなのゴメンだ」

　ナタリアの赤い瞳ひとみの中で炎が躍る。

「気に入った娘は侍はべらせて、あたしの手伝いをさせる。そうしてじわじわ実権を握って国政を操るんだよ。どこぞの貴族に素直に嫁に行くなんてのもお断りだね。あたしは自分の夫は自分で決めるよ」

「やだ、イケメン」

「惚ほれていいぜ」

　彼女がキスを飛ばしてきた。

「冗談抜きで、あたしは皇帝が欲しいんだ。あんた、何だかんだであたしの趣味にも寛容だし、ベアトリーチェを登用したりキャラのアイディアを採用したり女も獣人も関係なく使ってくれるだろ」

「まあ、実力次第で」

「だから！　あたしの夫としてアレグランサ国王になってくれよ！　複数の国の王様になることは不可能じゃないだろっ？　前例もあるはずだぜっ」

　炎を回り込み、ナタリアが隣にくっついてくる。

　爛らん々らんと輝く瞳を見つめ、常信は首を傾かしげた。

「……何で俺が国王にならないといけないんだ？」

「おいおい、つれないこと言うなよ」

　脱力した彼女が、こちらの肩に頭を乗せる。責めるように見つめてくるので「嫌なわけじゃないぞ」とつけ足した。

「嫌なんじゃなくて、単なる疑問だよ。俺が国王になる必要はなくないか？」

「皇帝に国王になってもらわないと、あたしが王妃として権勢を振るえないだろっ」

「いや、そういうことを言ってるんじゃなくて……」

　一度、空を見上げる。藍あい色から濃紺へと変わりつつあった。星が幾つか瞬またたく。

　ナタリアに向き直った。両肩を掴つかむ。

　日差しに晒さらされていたせいか、彼女の体はほんのり熱かった。

「な、何だよ皇帝っ……」

　予想外の展開らしく、彼女が視線を彷徨さまよわせる。

　それでもじっと見つめていると、ようやくこちらに目を合わせた。

　見つめ合う。

　息を整えて、告げた。

「君が女王になれば良いい」

　ナタリアが目を見開く。

「王位継承権がないのなら、作れば良い。法律を変えて、女性でも家督を継げるようにするんだ。その一人目が国王ならアレグランサ国民も追随しやすいし。それが女性の地位を上げることにも貢献するはずだよ」

「あっ……」

　彼女は小さく声を洩もらし、固まってしまった。

　こういう表情は珍しいな……と炎に照らされた顔を見つめ続けた。

「ふふっ」

　ナタリアが笑みを洩らす。

　それからアッハッハと大笑いした。

「あたしとしたことが……こんな簡単なことに気づかないなんてっ。間抜けも良いところだよ！」

　笑いながら腕を回し、肩を組んでくる。そのまましなだれかかった。

「そういや、ソニアを天馬騎士団に入れたときも無理やり法律変えさせたなあ。あんときは貴族を二、三人ぶっ飛ばしたけど」

「なかなか過激だな」

「皇帝ほどじゃないよ」

　上目遣いに見つめる。

「あたしが女王になるって、アレグランサをひっくり返すような所業なんだぜ。それを軽々しく『やれ』って言う皇帝、ほんと鬼畜破は廉れん恥ち外道だよな」

「そんなに大変な……ことかもしれないなぁ」

　割と軽い気持ちで言ってしまったが、よく考えてみると王位継承権に関かかわることなのだから国にとっての最重要事項に違いない。

「帝国としても後押しするよ。それなら何とかなるだろ？」

「そして裏からアレグランサを支配しようって寸法だね。女王のあたしを夜な夜な寝室で躾しつけて言いなりにさせて」

「いや、そんなつもりはないよ！」

　焦って言い返した。ナタリアが楽しそうに笑う。

「ああ、やっぱあんただな！　あたしはあんたを夫にしたいよ。後押しは別にいらない。そんなのなくても成し遂げてみせるよ。ただ、あたしはあんたが欲しい」

　急に真面目まじめな顔になって体重を預けてきた。

　慌てて彼女を制する。むにゅりと葉っぱ越しに胸を揉もんでしまった。まずいと思ったがナタリアは不思議と大人しい。瞼まぶたを伏せて「んっ……」と色っぽい声を洩もらした。

「…………」

　南国の夜風に炎が揺れる。

　そっと胸から手を放そうとしたとき、ナタリアが口を開いた。

「なあ、皇帝……。こんなときに言うことじゃないかもしれないんだけどよ……」

「お、おうっ……。何だ……？」

「あたし……もういっぺん……」

「もう、いっぺん……？」

　ゴクリと息を呑のむ。

　ナタリアがガシッとこちらの両肩を掴つかんだ。

「もういっぺん皇帝に押し倒されたいんだ！　頼む！　強引に襲ってくれ！」

「本当に何言ってんの!?　というか、いつ言ってもダメなやつだぞ、それっ」

「頼むよ！　昼間のことが……忘れられないんだっ……」

　恥ずかしそうに頬ほおに手を当て、ナタリアが俯うつむく。

「あたし、いっつも攻める側だったから……。でも、皇帝に無理やり咥くわえさせられて……あれ？　あたし、攻められるのも意外と好きかもって思ってな」

「あれは本当に悪かったと思ってる！　お願いだから新しい世界に目覚めないでくれっ」

「もちろん皇帝にだけだよ！　あんたに攻められるから興奮するんだろ！」

「そんなことを熱弁されても困る！」

「頼む！　先っぽだけでいいからっ」

「押し倒すって話じゃなかったっけ!?」

「細かいことはどうでもいいだろ！　さっさとその葉っぱ取れや！」

「ちくしょう！　色々と台無しだぁっ」

　焚たき火が崩れ、夜空に火の粉が舞った。




「ちゃんとついてきてるか、皇帝っ？」

　翌日、常つね信のぶとナタリアは森の中を探索した。

　砂浜に救出を求める文字を書き、さらに狼煙のろしも上げてから当面の食料集めに出かけることにしたのだ。

「ちょっと待ってくれ。木の枝が……地味に痛いっ」

　葉っぱ一枚の姿から、一応服らしい格好になったものの防御力は低い。葉っぱを編み上げて作った靴があるだけましで、先程から下草で脛すねに掠かすり傷きずが幾つもできていた。

「軟弱だなあ。もっと奥まで行かないと見つけられないぜ」

　ナタリアは今日も葉っぱビキニ姿で元気に進んでいる。「水の姫アクウイツサ」の力など関係なく鍛え方が違うのだろう。いつの間にか作り上げた木の槍やりを手に鼻歌交じりで獣けもの道みちを進む。

「ベロンベロンがいたってことは大型の動物がいるはずだ。じゃないとあの大きさまで成長しないからな。やっぱ猪いのししかねえ」

「その猪は普通の猪なんだろうな？」

　昨日のような珍妙なものに出てこられるのはお断りだ。

「大丈夫だって。昨日も何とか乗り切ったろ？　今日もあたしら二人でくんずほぐれつ楽しもうぜ！」

　彼女が振ふり返かえって親指を立てる。

「狩りを楽しむんだよなっ？　それ以外の意味はないよなっ？」

「おっ？　何か雰囲気良いいところに出たな」

　二人は少し開けた地に出た。大きな岩が鎮座しており、木々の隙すき間まから日が差している。猿のような狐きつねのような動物が数匹、岩の上で日光浴をしていたが、常つね信のぶたちの姿を見るなり走り去った。

「ここを拠点にして探りを入れるとするか」

　ナタリアが岩を手の平で軽く叩たたく。常信は何となく岩の周りをぐるりと回ってみた。表面に小さく光るものを見つける。

「何だ、これ？」

　屈かがんで覗のぞき込こんでみると、岩の中に小さな宝石が埋まっているようだった。虹色に輝いているのでダイヤモンドだろうかと触れてみる。

「あっ……」

　その宝石は簡単に取れてしまった。米粒ほどの小さなそれを摘つまみ、太陽にかざす。虹色の輝きが美しい。

「おい、ナタリア！　良いもの見つけたかもしれないぞっ」

「どした？　お、宝石か？」

「ダイヤモンド……じゃなさそうなんだけど、きれいだろ」

　小さな粒を彼女の手の平に載せる。ナタリアはしげしげと見つめ、「これって」と呟つぶやいた。常信はもっと大きなものはないかと岩をじっくり見て回る。

「もし宝石の鉱脈とか見つかったら、アレグランサの資金源になるかもしれないぞ。その採掘を公共事業にすれば──」

　失業問題も解決する。そう続けようとした常信をナタリアが呼んだ。

「なあ、皇帝」

「ん？」

「これを見てくれ。どう思う？」

「すごく……浮いてます……」

　唖あ然ぜんとする。

　ナタリアが宙に浮いていた。

　際どい葉っぱビキニ姿なので下から見上げるとかなり危険な状態なのだが、それはそれとして彼女が浮遊している。

「ええと……『水の姫アクウイツサ』の力って、そういうのもあったっけ？」

「いや。これはあたしの力じゃないよ。この石の力だ」

　虹色に輝く米粒ほどの石を摘つまんで顔の前に掲げた。

　ふよふよと空中を歩きつつナタリアが言う。

「この辺では有名なおとぎ話に、空飛ぶ島の伝説があるんだ。確か名前は、ラ──」

「ラ!?」

「ラストロフ」

「セーフ！」

　常つね信のぶは額の汗を拭ぬぐった。

「どうした、皇帝？」

　ナタリアが隣に降り立つ。石をこちらに渡しながら続けた。

「で、そのラストロフを空に浮かせている石っていうのが、これ。そのものズバリ飛ひ翔しよう石せきって呼ばれてる宝石だ。こいつは小さいし、純度も高くないから今くらいの力しかないけど、大きくて純度の高い結晶体ならこの島を丸ごと浮かせることだってできるだろうな」

「そんなにすごいものなのかっ？」

　常信は宝石をしげしげと眺め、それから期待を込めて握る。

「…………」

　ちょっと跳んでみた。しかし体が浮き上がることはない。

「魔力を注ぎ込まないと無理だぞ」

「そういうことは早く言ってくれよ！」

　顔が熱くなる。ナタリアがにんまり笑った。

「あっれー？　皇帝、もしかして宙に浮いてみたかったのかー？　それで飛翔石握りしめて、ちょっと期待しちゃったのかー？」

「期待するだろ！　ロマンなんだよ、ロマン！」

　つくづくこの世界は自分にチート無双させてくれない。ハアとため息を吐つき、常信は石をナタリアに押し返した。

「残念ながら、俺には魔力がないみたいだ。持っててもしょうがないからお前にやるよ」

「宝石をプレゼントするとか、口説いてんのかよっ」

「そういうんじゃないからな！」

「素直になれよ」

「十分、素直だ！　ったく……」

　岩を見下ろす。小さな粒は幾つも埋まっているようだ。それを無感動に眺め、呟つぶやく。

「公共事業に使えると思ったんだけどなあ」

「こいつを採掘するって話だったよな？　面白そうだけど、どのくらい埋まってんのか調査して試掘して、けっこうかかりそうだぜ。どっかの帝国さんがどーんと金貸してくれれば話は別だけど」

「そのくらいは構わないぞ。でも、ただの宝石ってわけでもないし、どこに売り込むか考える必要もあるよな？　魔法使いには需要がありそうだ」

「それこそ帝国の宮廷魔法使いがどーんと買ってくれれば良くないか？　大口の買い手になってくれるなら、ルビーク川を遡さかのぼってどんどん輸出するぜ」

「お前もけっこう商才あるな。……あ！」

　そこでようやく気づいた。

「『大倉庫』だ！　『大倉庫』があった！」

「急に何だよ？」

　面食らうナタリアの肩を掴つかむ。

「ナタリア！　アレグランサは海洋国家だよな!?」

「そうだぜ……」

「つまり船乗りが多いんだよな!?」

「島の間の移動なんかで船は欠かせないからな。アレグランサの民ならガキの頃から船に乗り慣れてるし、操船だってできるぜ」

「最高だ！　是非、ウチの会社で雇いたい！」

「帝国の、会社……？」

「海洋交易を一手に担ってもらいたいんだ」

　フフフフフ……と悪い顔をしてみせた。




「あー、なるほどね。完全に理解したわ」

　獣けものの肉を頬ほお張ばりつつ、ナタリアが大きく頷うなずいた。

「それは全く信用できない発言なんだが……」

　焚たき火の向かいで常つね信のぶは眉まゆを顰ひそめる。

「だから、帝国んところの『大倉庫』って宅配会社が海運業をやるって話だろ？」

「鉄道網を敷いて陸路はかなり便利になってきたんだが、海路の方が早いところもあるんだよ。そういう物流面を支えてもらえたら助かるんだ」

「うちは失業者に仕事を作ってやれるし、使ってない船も活用できる。足りなくなったら船を作ることになるから造船業にも好影響だなっ」

「飛ひ翔しよう石せきの採掘調査はすぐ雇用を作れないかもしれないけど、こっちなら万年人手不足らしいからたくさん雇用できるぞ。海賊たちを丸ごと引き入れてしまえば万事解決だ！」

　そう言って肉にかぶりついた。こんがり焼けた肉から旨うま味みが溢あふれ出す。ナタリアが海水から取り出した塩だけの味つけなのにたまらなく美お味いしい。

「そうだなぁ……。『大倉庫』が帝国の会社ってのがなあ」

「何か問題なのか？」

「国営なんだろ？　うちの国民を帝国に取られる感じがしてよぉ」

　手についた脂を嘗なめつつ彼女が言う。

「いや、『大倉庫』は国営じゃないぞ。キャラが作った会社だ。国庫から出資したってビーチェが言ってたけど、その辺りが気になるなら多分、上う手まいこと切り離せるはずだ」

「そうか！　だったら乗らない手はないねえ」

　ニヤリと笑みを浮かべ、ナタリアが焚たき火を回り込んできた。隣にくっつく。

「これで親父おやじに良いい報告ができそうだぜ。ついでにもう一つ、めでたい報告を増やしていかねえか？」

「めでたい報告？　飛翔石のことか？」

「おいおい、とぼけんじゃねえよ。昨日の続きだよ！」

「それを蒸し返すなっ」

　襲い掛かってきたナタリアの腕を掴つかんで抵抗する。「へっへっへ、観念しな！」と彼女が舌なめずりをした。

「お前、昨日の夜は俺に押し倒してくれって言ってなかったか!?」

「それはそれ、これはこれってなあ！　……うおっ？」

　もみ合っているうちに体勢を崩し、二人ともひっくり返る。

　何がどうなってそうなってしまったのか。

　気づくとナタリアの葉っぱビキニを押し上げ、二つの膨らみを鷲わし掴づかみにしていた。

　あげく、葉っぱ一枚で隠された己自身が谷間に挟まれている。

「き、騎乗位で来るなんて……さすが鬼畜破は廉れん恥ち外道皇帝だなっ……！」

　ナタリアが目を泳がせ、横を向く。焚き火に照らし出された彼女の横顔は真っ赤で瞳ひとみが潤んでいた。

「ち、違うんだっ……！　何でこんな体勢になったのか俺にもまったく分からないんだ！　とんでもないトラブルだよっ」

　急いで離れようとするが、ビクンと腰に電流が走る。想定外だった。あと少し擦こすろうものなら爆発する。ナタリアの顔にぶっかけてしまう。

　自制心を総動員するが、何とか放した両手の下にあった二つの膨らみ。日焼けした肌とピンクの膨らみをもつそれを見た途端、全く動けなくなった。

「こ、皇帝……あたしは、覚悟できてるぜ……」

　横を向いたまま彼女が囁ささやく。薪まきがパチッと爆はぜた。

「見つけたでござるよ、魔王皇帝……様！」

　ほぼイきかけたそのとき、黒装束の小さな影が目の前に姿を現した。

「こんな島に隠れても、拙者の目からは逃れられないでござる！」

　黒髪に犬耳と犬尻尾しつぽ。見み紛まがうはずもない、彼女は。

「チヨ!?　どうやってここまで来たんだっ？」

　スッと頭が冷えて腰を上げることができた。数歩下がってナタリアを解放しつつ獣人シノビに尋ねる。チヨは「ふっふっふでござる」と笑い声にまで妙な語尾をつけた。

「拙者、ここまで泳いできたでござるよ！」

「泳いでっ？　あ！　近くまで迎えが来てるのかっ？」

　急いで海岸に目をやる。しかしそれらしい光は見当たらなかった。

「何を言っているでござるか？　拙者、エイズルムの港から飛び込んで、ここまでずっと泳いできたでござる！」

「いや、無理だろっ。さすがに体力が続くわけないって」

「拙者、水練は大得意なんでござるよっ。一番得意なのは、のしでござる！　このように、横向きになってスイスイと」

　楽しそうに「のし」という泳法をやってみせる彼女の服は、よく見ると濡ぬれている。本当に泳いできたようだ。

「お前、想像以上のチートキャラだよ……」

「あ！　お肉でござるっ。美お味いしそうでござるなあ」

　じゅるると涎よだれを垂らし、鼻をひくひくさせてチヨが尻尾を振る。

「まあ、食べたいなら食べろよ。俺の食いかけでもいいなら」

「おいおい、びしょ濡れじゃないの」

　常つね信のぶが自分の皿を取ったところにナタリアの声が割り込んだ。「キャウン!?」とチヨが悲鳴を上げる。振り向くと黒毛犬耳娘が素っ裸になっていた。

「何で!?」

「濡れた服を着てたら体に悪いからな。あたしが脱がしてやったんだ」

　突然のことに理解が追いついておらず、プルプル震えるチヨをひょいと抱え上げてナタリアが自分の胸に収める。

「お嬢ちゃん、可愛かわいいねぇ。犬耳も尻尾しつぽも愛らしいよぉ。よしよしよーし♪」

「や、やめるでござるぅっ。拙者、敵の懐柔には決して屈しないでござるよっ。決して、決してぇ……くぅ～ん♪」

　ナタリアの愛あい撫ぶによってあっけなくチヨは蕩とろけてしまった。尻尾をぶんばぶんばと激しく振ってナタリアに甘える。

「これが、ナタリアの実力だっていうのか……！」

　脅威の女たらし力に愕がく然ぜんとする。ナタリアはチヨの腹を撫なでながらこちらを見た。

「さすが皇帝だなっ。無人島にまで可愛い女の子を呼び寄せるとか、あたしとどんだけ相性良いいんだよ！　これからもどんどん呼び寄せてくれよっ。いっそここでハーレム作るのもありだな！」

「そんなこと言ってる場合か！　なあ、チヨ！　近くに船とか見かけなかったかっ？　俺たち、この島から出たいんだよっ」

　言っているうちに疑問が湧わく。

「そういえば、お前、どうやって俺たちを見つけたんだ？」

「勘でござるー……。拙者、鼻は良いでござるよー……」

　すっかり緩みきった顔でチヨが答えた。

「勘って……こういうときチートキャラは困るな。何の参考にもならない」
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「あ、そういえば……魔王皇帝様に渡すものがあったでござるぅ……」

　チヨが手を虚空に彷徨さまよわせる。恐おそらく服を探しているのだろう。チヨを弄もてあそぶのに夢中になっているナタリアに代わって「ごめんよ」と常つね信のぶはチヨの黒装束を漁あさってみた。小さな巾着袋が見つかる。

「ひょっとして、これか？」

「あ、それでござるぅっ♪　キャウン！　そ、そこはダメでござるぅっ。すごく弱いんでござるぅっ♪　つまんじゃいけないんでござるぅぅっ！」

「はい、よしよしよーし。あたしに全部委ねれば良いいからねぇ」

　お楽しみ中の二人は放ほうっておいて巾着袋を開けてみた。中には透明な宝石が入っている。取り出して焚たき火の明かりに翳かざしてみた。

「なあ、チヨ？　この宝石がどうかした──」

　次の瞬間、目の前に純白の布が広がる。

「皇帝、発見！」

　覆おおい被かぶさってきたのは白銀の髪に黄金の瞳ひとみをもつ幼い美少女だった。

[image: ]

[image: ]





第六章　塵も積もれば何かにはなる（雑）







「こいつら、全く心配してなかったな」

　数日ぶりに見た魔力通信網はいつも通りだった。

　少しホッとしている自分に驚く。もちろんグロリア帝国皇帝が外遊中の船内から姿を消したという事件は大きな話題になっており、その身を案ずる声も少なくなかったのだが、ナタリアも一緒に姿を消したという事実が知れ渡るなり、よからぬ妄想を突っ走らせる者たちが主に魔力通信網で勝手に盛り上がっていた。

「まったく！　今回の件は陛下にも非があります！」

　ベアトリーチェが柳りゆう眉びを逆立て説教する。ヒルデガルトやロザリンド、クオーレにキャラまで大きく頷うなずいた。部屋に集まった者たちの大半が責めるような目を向けている。

「本当に、悪かったよ。俺も迂う闊かつだった……」

　ユーリに瞬間移動でアレグランサの首都に連れてきてもらってから、常つね信のぶは彼女たちに何度も謝っていた。それでも彼女たちの気持ちは治まらないようだ。

　その理由も分かっている。

「……本当に、ごめんパオラ」

　ずっと黙って抱きついているパオラの銀髪を優しく撫なでる。下腹がとても温かく柔らかい優しさに幸せを感じているけれど、そんなことを顔に出そうものなら周囲から非難の声が飛んできそうなので懸命に神妙な表情を保っていた。

「陛下ー、パオラを泣かせちゃオシマイだよねー……」

　珍しくキャラまで文句を言う。彼女たちの怒りは自分たちの心配や不安よりパオラの悲しみに起因しているのだ。

「それにしても、あの南国娘と無人島で二人きりだっただなんて……どういうことですの、陛下っ？」

「いや、どういうことって言われても、さっき一通り説明しただろ？」

「無人島に二人きりで、何も起きないわけがないではありませんか！」

「心配するところ、そこっ？」

「陛下のお体はもちろんのこと、操も守られていなければなりません！」

「ちょっと待ちなさい、腹黒エルフ！」

　クオーレが手を挙げた。

「私としては、皇帝がナタリアにあんなことやこんなことをした可能性の方が高いと思うわ！　パオラがあんなに心配していた頃、一体、どんなことをしていたのよっ。そういうのは私だけにしなさいって何度言ったら分かるの！」

「もうめちゃくちゃだっ。行方ゆくえ不明になったのは俺が悪いけど、ナタリアとは何もなかったからな！」

「だったら、どうしてナタリアはあんな嬉うれしそうな顔で国王のところに行ったのよ！　二人の間に何かあったからに違いないでしょ！」

　クオーレの発言に皆の目つきが変わる。

「陛下！　やはり、そうなのですかっ？」

　ヒルデガルトが詰め寄ってきた。

「チヨに聞きました。陛下とナタリアは裸同然の姿であったと。その……葉っぱだけで大事なところを隠していたと……。仰おつしやって下されば、私だってそのくらい……！」

　ロザリンドが悔しそうに下唇を噛かむ。

「早く何とかしないとっ……。やはり今夜、無理やりにでもっ」

　ベアトリーチェが一人で何かぶつぶつ言い出した。

「ちくしょう！　あの頑固爺じじいどもめ！」

　バンと叩たたき割わるような勢いで扉が開かれた。

　全員がビクッとして振ふり返かえる。パオラまでそろそろと顔を上げた。泣きはらして赤くなった目が痛々しい。

「何だよ、決定事項って！　海賊を殺さず解決できるんなら、そっちの方が良いいに決まってんだろ！」

　憤然と床を鳴らして室内に入ってきたのはナタリアだった。出ていったときとは正反対の憤った様子に言葉を失う。

　彼女は水差しに口をつけてそのまま一気に飲み干した。乱暴に水差しをテーブルに置くと空いていたソファに身を投げ出す。

「あー、やってらんねぇ……。絶対、氷を溶かしてなんかやるもんかっ。溶けかけてきたら、また凍らせてやるっ。何度でもなっ」

　背もたれに拳こぶしを打ちつけ、ギッと歯を食いしばった。

「……上う手まくいかなかったのか？」

　常つね信のぶは恐おそる恐る声を掛けた。彼女がすごい形相でこちらを向き、目を閉じて一度天を仰ぐ。深呼吸をすると目を開いた。

「親父おやじは名案だって言ってくれたよ。でも、大臣たちが猛反対だ。海賊のような犯罪者集団に情けをかけるどころか仕事を与えるなどもってのほかだとよっ。誰のせいで民が飢えてると思ってんだ！」

「国王が賛成してるんだろ？　断行できないのか？」

「無理だね……。親父はそんな性格じゃないし、大臣がみんな揃そろって反対なんだ。断行しても邪魔されて潰つぶされちまう」

「あーあ」とナタリアが疲れた声を吐き出した。

「氷が溶け次第、一斉攻撃を開始して海賊のアジトを殲せん滅めつするんだとよ。あいつら分かってんのかね？　海賊を殲滅するのに兵士だって無傷じゃいられないんだぞ。死にものぐるいで抵抗されたらそれこそ甚大な被害が出る……」

「そして儲もうかるのは商会ばかりか……」

　常信も暗あん澹たんたる思いだ。せっかく考えついた妙案があえなく潰ついえようとしている。

「あの、陛下。何のお話ですの？」

　ベアトリーチェが尋ねてきた。そういえば彼女たちに話していなかったと気づき、無人島で考えたことを皆に話す。興味深そうに聞いていたベアトリーチェは、常信が話し終えるなり渋い顔になった。

「何か、まずいところとかあったかな……？」

　ビクビクしながら聞く。彼女は金髪を揺らして首を振った。

「陛下のお考え、大変面白いと存じます。私が気になったのは、その案を大臣たちが揃って反対したという点ですわ。恐らく、もうじき連絡があるのですけれど……」

「連絡？」

　そう聞き返したとき、開け放たれたままの扉をソニアがコンコンとノックした。一礼して入室する。

「ベアトリーチェ卿きよう、頼まれていたものが届きました」

「ありがとう。あなたも聞いていかれたらどうかしら？」

　ベアトリーチェは分厚い紙束を受け取り、席を勧める。しかしソニアは頭を振った。

「いえ、私は」

「ソニア！」

　ソファに寝転がっていたナタリアが手招きする。一つ息を吐き、「何ですか？」と彼女の下に向かった。「膝ひざ枕まくら」と言われ、「はいはい」とソニアはソファに腰を下ろす。ナタリアは膨れ面のまま彼女の太ふと股ももに頭を乗せて目を閉じた。

「こちらはお気になさらず、話を進めて下さい」

　淡々と促され、常つね信のぶは「ああ」と頷うなずく。

「ビーチェ、それは？」

「どうやら読みが当たったようですわ」

　紙束を捲めくっていた彼女が顔を上げた。

「ヴェイルジェンドン家です」




　白い山や羊ぎの仮面を被かぶった男が椅い子すにふんぞり返っている。

『まだ軍は動かないのかメ～？　これ以上、放置してもお前たちの首が絞まるだけメ～。さっさと海賊どもを殲せん滅めつするメ～』

『そう言われましても、白山羊様。海が凍っておるのです。あれが溶けるにはまだ数日かかるかと……』

『ナタリア姫様にも困ったものです……』

　テーブルを挟んで座っているのはアレグランサ王国の大臣たち、それにアレグランサ王国で大きな力を持っている商会の会長だ。皆、一様に白山羊仮面の顔色を窺うかがっている。もちろん素顔は見えないのだが、雰囲気で相手の感情を推し量っているのだろう。

『あんな小娘ごときに何を手間取ってるメ！　王女だか何だか知らんが、百ゆ合り厨ちゆうの脳筋女にビビってどうするメ～！　海が凍ってるなら天馬騎士でも竜騎士でも使うと良いいメ～！　何のために空軍を設立したメ？』

『いかんせん、空軍の戦力は貧弱でして……』

『泣き言はいらないメ～！』

　白山羊がテーブルの上に両足を乗せた。足の爪先で大臣の一人を指す。

『ヘリオン商会がアレグランサで商売できてるのは誰のお陰メ～？』

『もちろん、ヴェイルジェンドン家が投資して下さっているからです！』

『気安くその名を口にするんじゃないメ～！』

『申し訳ございません！　全て白山羊様のお陰ですっ』

『その通りメ～。私がアレグランサの経済を仕切っていると言っても過言じゃないメ～。私が神メ～』

　白山や羊ぎがますますふんぞり返った。

『私のやり方に反発したヤルデクスは資金難に陥って倒産したメ～。私に逆らうとアレグランサに、いいや、大陸のどこにも生きていける場所なんてないメ～。そのことを肝に銘じると良いいメ～』

『メッメッメ』と不気味な笑い声を上げる。

　大臣の一人が俯うつむいて『そのせいで大勢、職を失ったのだ』と呟つぶやいた。

『何か言ったメ～？』

『ヤルデクスの連中は実に愚かであったなあと思い返しておった次第です』

『その通りだメ～。……で』

　白山羊の目がギラリと光った。

『その残党が海賊なんぞに成り下がったんだメ～。これはお前らの失態メ～。自分の尻しりを拭ぬぐうこともまともにできない雑魚どもメ～？』

『す、数日中には必ず討伐を終えますのでっ……』

『まあ、私はどっちでもいいメ～よ？　困るのはお前らなんだからメ～』

　大臣たちが頭を下げ、部屋を出ていく。

　一人になった白山羊は肩をぐるぐる回し、『メ～』と鳴いた。

『黒こく蝶ちよう様は心配性だメ～。青あお鳩はとなんぞただの使いっ走り。捨て駒ごまを始末し損ねたくらいで皇帝に警戒しすぎメ～。ここは大幹部の一人である私が大手柄を上げて黒蝶様の寵ちよう愛あいを一身に受けるメ～。ちょうど皇帝も外遊で来てるらしいし、ヴェイルジェンドン家に楯たて突ついたらどんな末路を辿たどるのか思い知らせてやるとするメ～』

　また『メッメッメ』と怪しい笑い声を上げ、席を立つ。そして部屋から出ていった。

　常つね信のぶは水晶球から顔を離す。

「鳩の次は山羊か……」

「あの野郎、頭かち割ってやる」

　ナタリアが自分の手の平に拳こぶしを打ちつけた。

「こんな感じだねー……。白山羊、追っかけるー……？」

　尋ねてきたキャラに「いや、いい」と答え、ベアトリーチェを見る。

「これで裏は取れたよな？」

「ええ。ハシム卿きようから送っていただいたエイズルムとアレグランサの貿易記録とも一致します。それに本人がはっきり言っておりましたものね。ヤルデクスの倒産は自分の差し金だと」

「それにしても不敬な輩やからです！　陛下に『思い知らせてやる』などと言っていました」

　ヒルデガルトが誰も映っていない水晶球を睨にらむ。

「俺がアレグランサにいる間に、何か仕掛けてきそうだな」

「身辺警護は、今度こそ私たちにお任せ下さい」

　ロザリンドが側そばに寄りそう。身辺警護にしては近すぎる気がするが、下手に命令すると従属魔法が発動して大変なことになるので黙っておいた。

「それで、皇帝はこれからどうするの？」

　クオーレが腰に手を当てて尋ねる。常つね信のぶに抱きついたままのパオラがぎゅっと強くしがみついた。

「そうだな。俺はアレグランサ国王と話をするよ。無人島生活で疲れてるし、あまり出歩きたくない気分なんだ」

「それは良いことと存じます。パオラ様をお連れになってご歓談なさって下さい。その間に私たちが裏で大臣たちを切り崩しますので」

　ベアトリーチェが紫の瞳ひとみを妖よう艶えんに光らせる。

　ナタリアも頷うなずいた。

「ヘリオン商会もつついてやるよ。ソニアたちに調べさせりゃボロが出るだろ」

「キャラは白山や羊ぎの動向を探り続けてくれ」

　そう頼むと、キャラは「あーい」と珍しく素直に返事をする。

「だったら私はアレグランサの町を食べ歩きしてくるわっ。最近、私の食レポを求める声が多くて大変なのよねーっ。はーっ、求められるって辛つらいわー」

　クオーレが鼻高々になった。いつの間にか部屋にいたユーリに「行くわよ」と声を掛けるなり二人とも姿を消してしまう。

「チヨ、お前は……まあ、好きにしてろ」

　部屋の隅にある観葉植物の陰に隠れてこちらを見ているチヨにそう声を掛ける。彼女はナタリアを激しく警戒しているようで、常信よりもナタリアの方ばかり見ていた。

「とって食うわけでもないのに、困ったもんだよなあ」

　ナタリアが手招きすると尻尾しつぽを股またの間に隠して縮こまってしまう。スウッと気配が消えた。そこにいるはずなのに姿がよく見えなくなる。

「ナタリア様はとって食うではありませんか」

　ソニアがそっぽを向いて言った。「だから誤解だってー。焼き餅もち焼くなよー」とナタリアがお尻しりを撫なでようとしたが、パシッと叩たたかれる。

「それでは私たちはこれで。行きますよ、ナタリア様」

　ボブカットの黒髪を揺らし、ソニアが退室した。その背中をナタリアがのんびり追う。常信は一度、深呼吸をした。

「さあ、アレグランサでも一仕事だ」




　大臣たちの切り崩しは思いの外ほか、上う手まくいった。

　彼らも切羽詰まっていたのだろう。ベアトリーチェが準備した証拠をつきつけて、ナタリアが商会やヴェイルジェンドン家との癒着を問とい糾ただすと、自らの保身を優先してすぐに白状した。全員がそんな調子だったので、あっけなく海賊討伐はとりやめとなる。

　ナタリアが使者として海賊のアジトに乗り込み「大倉庫」への就職話をすると大半の者は喜んで投降し、それを拒んだ者たちも大人しく縛についた。

　ヘリオン商会にも官憲が入り、ヴェイルジェンドン家との繋つながりを示す証拠が押収された。会長は暗殺を恐おそれ、罪に問われたわけでもないのに自ら牢ろうに入ってしまった。

　その間、常つね信のぶはアレグランサ国王キルサンⅡ世と親交を深め、互いの友好関係を確かめ合った。それ以外の時間は、甘えてくるパオラの気が治まるまで相手をしてやった。

「ようやくゆっくりできてるなあ」

　窓から吹き込む風が心地よい。

　少しずつ暑くなってきてはいるが、まだ季節としては冬なので日差しは穏やかだ。パオラとのんびりベランダの長なが椅い子すに寝そべっている。胸に彼女の体温と寝息を感じていると心が癒いやされる。

「このまま順調に事が運べばいいなあ」

　何の気なしに呟つぶやいた。

「そうはいかないみたいだねー……」

　赤毛の猫耳猫尻尾しつぽ娘がぬるりと顔を出した。

「キャラ、何かあったのか？」

　嫌な予感に顔を顰しかめてしまう。キャラは穏やかな寝息を立てているパオラのおっぱいをふにふに弄いじりながら「面白いの見つけちゃったんだよねー」と答えた。

「陛下は空飛ぶ島の伝説って知ってるー？」

「……まさか、ラストロフは本当にあったのかっ？」

「おー、さすがに知ってたかー……。こっちじゃ有名な伝説らしいねー……」

　そんなことを言いながらキャラが晶機コムニカを操作する。

「海賊の人たちが変なこと言ってるって魔力通信網で話題になってたんだー。で、白山や羊ぎを追っかけさせてたドローンが面白いの撮影してて、そっちの画像からがいいかなー？」

「どっちでもいいよ。早く見せてくれっ」

「あ、あったあった」

　キャラは晶機の画面をこちらに向ける。

「まずは井戸端会議のまとめから読んでみてー……」
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「色んなところで、空飛ぶ島のことが話題に上げられてるな……」

　常つね信のぶはまとめの閲覧を途中で止めてキャラを見た。

「まー、ここまでは海賊たちが言い逃れしてるだけって線もあったんだけどねー……。だいたいの位置まで検証されてたから、そこにドローン飛ばしてみたんだー」

　ススッと指を走らせ、画面を切り替える。

　大海に浮かぶ小さな島が映し出された。楕だ円えん形けいのような形をしており、島のほぼ中央にある山の頂上付近に神殿のような建物が建っている。

「この島が、飛ぶのかっ……？」

　にわかには信じ難がたい。

「大きさは、二キロメートルくらいかなー……。この長いところの直線距離だけどー」

　キャラが指で大きさを測りながら言った。

「で、どんな感じかって言うとねー……」

　早送りしたようで、日差しが刻々と変化していく。夜になり、再び朝を迎えた。それを二度繰り返して訪れた夕方、キャラは通常の再生速度に戻す。

　島が揺れた。

　そしてじわじわと浮上していく。どうやら海岸線より手前で分離しているらしく、島全体というより九割方が浮き上がっているようだ。それでも海は荒れ、大量の土砂が降り注いでいる。やがて小島が一つ、空中に浮き上がって静止した。

「本当に、飛んだ……」

　馬が飛んでいるのを見たときの衝撃とは比べものにならない。この世界で散々とんでもないものを見てきたが、目を疑う光景としては間違いなく一番だった。

　さらに島の外縁に大砲がずらりと並んだ。目を凝らすと島の各所に機関銃も取りつけられている。現代的な武装も施してあるようだ。

「そうか。これ、要よう塞さいなんだ」

　空飛ぶ要塞。創作物の中では常信にも馴な染じみはあったが、こうして実物を見ることになると異様さが際立って仕方ない。

「この大きさだと遠近感が掴つかめなくなるなあ。何か比較できるものはないのか？」

「そうだねー……。ざっくり言うとー、この建物……」

　キャラが神殿のような豪邸を指差した。

「これがセキリンダイシンリュウと同じくらいの大きさかなー」

「えっ……？　リンの、あの竜の姿がこの建物くらいってことだよな？　だったら……空飛ぶ島、でかっ！」

「島だからねー……。多分、ミサイル撃ち込んでもそう簡単には沈まないよねー……。それに、きっと対抗手段も準備してるだろうし……」

「だよなあ……」

　しばらくすると島は降下を始め、元の位置に戻った。土煙がもうもうと舞い上がり、周囲の海にまで広がっていく。震動と轟ごう音おんはどこまで広がったのだろう。

「今のは浮上実験ってところだろうな。随分と派手なことやってるけど、これがばれないよう口封じもかなりやってきたんだろう」

「その一つがヤルデクスだったのかもねー……」

「しかし、島が本当に浮くとは……」

　ナタリアと無人島で見つけた飛ひ翔しよう石せきのことを思い出す。あのとき見つけたものは米粒程度の大きさで、それでも人一人は簡単に浮き上がらせていた。もっと大きくて純度の高いものなら島を浮かせることも可能だとナタリアも話していたではないか。

「これは、対策を講じる必要がありそうだな」

　腕を組む。空飛ぶ島を攻撃するとなると空中戦になるのだろうけれど、セキリンダイシンリュウですら小さく見えるほどの島一つと戦うには、一体、どれだけの戦力が必要になるのか見当もつかない。

　一人、唸うなっていると「へーか？」と胸の上でパオラが身じろぎした。

「あ、ごめん。起こしちゃったかな」

「ん、大丈夫。キャラちゃんと何、話してたの？」

「ああ、ちょっとね……。また面倒なことになりそうなんだ」

　パオラに空飛ぶ島のことを話してやる。キャラが動画を再生した。島が浮き上がる光景を観みてパオラが目を輝かせる。

「すごいね！　島が本当に飛んだよっ。これならお家ごとお出かけできるね！」

「そんなのんびりした話なら良かったんだけどね……[image: ]」

　乾いた笑いが出てしまう。パオラはぷくっと頬ほおを膨れさせた。

「へーかはわたしのこと、ないがしろにしてるでしょっ」

「そんなことないよっ。今もこうして一緒に──」

「そうじゃなくて！」

　珍しくパオラが不満そうに声を上げる。

「わたしだって、難しいお話もちゃんと考えられるんだよっ。もっと頼って良いいんだよ！」

　自分の胸をポンと叩たたく。たゆんとおっぱいが揺れた。

「ありがとう、パオラ。それじゃ、聞いてくれるかな」

　常つね信のぶは空飛ぶ島を無力化する方法を考えていると話す。パオラは真剣にその話を聞き、話が終わるや否や、大きく頷うなずいた。

「大丈夫だよ！　みんなに聞けば教えてくれるからっ」

「結局、そうなるのか！」
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「むーっ……」

　パオラがむくれる。ちょっと可愛かわいいので頬ほおをむにむにしてみたくなった。

「おー、パオラ可愛いねー……」

　キャラがパオラの頬をむにむにする。

　常つね信のぶは悔しさに歯を食いしばった。

「みんな空飛ぶ島のこと信じてくれてないっ。へーかが真剣に考えてるのに」

「まあ、普通は信じないよ。動画まで挙げられてるのに魔力通信網でもいまだに半信半疑って感じだからな」

「アレグランサの空軍くらいだと、あの神殿みたいな建物を墜おとすのも難しそうだよねー」

「でも、天馬さんはすごかったんだよ！　翼がふわーって広がって、とってもきれいだったの！　キャラちゃんも今度乗せてもらうといいよ！」

　パオラが船上で撮った画像を眺めてにこにこする。

「こうなったら、こっちも空飛ぶ島を用意するかっ？」

　空飛ぶ島に対抗するには空飛ぶ島だという単純な発想だった。口にしてみて、意外と良い案だと思う。ベアトリーチェやナタリアの意見も聞いてみたくなった。

「そうだ。こういうときこそグループメッセだ」

　先日、登録しておいたアプリで皆に呼びかける。
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「獲とったどー!!」

　野郎たちが飛ひ翔しよう石せき片手に雄お叫たけびを上げる。

「十二星姫ドーデイ・ステラと行く南国飛翔石採掘ツアー」は初日から大盛況だった。大陸各地から馳はせ参さんじたファンの猛者たちが推しメンバーのために最も多くの飛翔石を捧ささげようと血ち眼まなこになって南洋群島の島々を駆け回っている。

「予想を遥はるかに上回る収穫だな」

　本部に届けられる収穫量を確認するたび、常つね信のぶは熱意の凄すさまじさを思い知らされた。同時に仕掛けた「大倉庫」での買い取り作戦も着実に成果を挙げているが、それをすでに軽く上回っている。

「これが帝国民の本気ですわね」

　ベアトリーチェが醒さめた目で切り替わる数字と入れ替わる順位を眺めている。今回はメンバーごとに採掘する島を割り当て、ファンは好きなメンバーの島に行き採掘することになっていた。採掘した飛翔石の量がリアルタイムで順位づけされるので、推しメンバーをトップにするため島に着くなり休むことなく採掘し続けている。

「今、一位は……ヒルデか。あ、ガブリエラが二位まで上がってきたぞ」

「へーか、へーか！　見て見て！」

「おー……これは面白いかもー……」

　すぐ側そばをパオラとキャラがふわふわ漂っていた。「えっ？」と立ち上がる。飛翔石の力だと気づいたが、気になったのは別のところだ。

「キャラは魔力がないのに、どうして浮いてるんだっ？」

「パオラに魔力を込めてもらったからねー……」

「へーかも一緒に浮こうよー。楽しいよー」

　ふわふわとパオラが近づいてきた。おっぱいもふわふわ揺れている。

「魔力を込める……そんな手があったのか!?」

「そんなに難しくないよー。一度、魔力を込めてあげればけっこう長持ちするから、へーかもふわふわ浮いていられるよ」

　浮いたまま抱きついてきた。体は浮かなかったが、心は浮き立つ。

「そうだ！　それなら、知恵袋で言ってたことを実現させられるじゃないか」

　ニヤリとする。ベアトリーチェが「陛下？」と首を傾かしげた。




　ヘリオン商会の不正を暴き、ヴェイルジェンドン家を名指しで非難したことでアレグランサ王国と白山や羊ぎは訣けつ別べつした。

　激怒した白山羊は切り札である空飛ぶ島を起動させ、王都に侵攻した。

　常信たちの作戦は非常にシンプルだった。

　かき集めた小さな飛ひ翔しよう石せきに魔力を込め、海上から島目掛けて無数に撃ち込むだけだ。百、二百程度では影響はないが、千、万、十万と撃ち込まれ続けた島は撃ち込まれた飛翔石の力で上昇を始める。そうなればもはや止めることはできなかった。

　白山や羊ぎは空高く追放されることになり、命の危険を感じて降参した。




「ロザリンド、よろしく頼む」

　常つね信のぶは晶機コムニカで指示を出した。『あうっ♪』と嬌きよう声せいが聞こえた気がしたが、すぐ『仰せのままに』と返事が届く。

　虹色に輝く尾羽を持つ美しい大鳥が南国の青空を一直線に貫いた。

「何だ、ありゃっ？」

　ナタリアが目を見張る。常信は用意させた水晶球を覗のぞき込こんだ。画面には大鳥に乗って空飛ぶ島へと突き進むロザリンドの姿が映し出されている。

「あれはフェニーグスだよ。生まれてから死ぬまで一生を大空で過ごすっていう幻獣だ。前にやったゼーバ様の試練でフェニーグスの尾羽根を取ってくるっていうのがあっただろ。あのとき尾羽根を貰もらいに行って仲良くなったそうなんだ」

「『風の姫ヴエネリツサ』に相応ふさわしい幻獣だな！　ロザリンド、やるねえ」

　ナタリアも水晶球を覗き込んだ。

『ヴィント、頼む』

　プラチナブロンドの髪をなびかせ、ロザリンドが幻獣の首を軽く叩たたく。

　フェニーグスは高い声で鳴き、羽を大きく一打ちさせた。

　白山羊たちのいる邸宅まで矢のように飛び、窓を吹き飛ばす。悲鳴を上げて蹲うずくまった彼らをロザリンドが風の縄で縛り上げていった。

『さあ、行くぞ』

　そのまま全員を引きずって外に飛び出す。『怖い』『怖い』と泣き喚わめくのは無視して島中の私兵たちも縛り上げ、全員を連れて島から離脱した。

「さすがの手際だな」

　風の縄にくくられ、ぶらぶらと揺れながら降下してくる白山羊たちを見ながら呟つぶやく。ナタリアが「あれ、どうやって降ろすんだ？」と肉眼では点にしか見えなくなった浮遊島を指差した。

「大量に埋め込んだ飛翔石の魔力が尽きたら落ちてくるよ。石によって尽きるまでの時間が違うから墜落することはないはずだ。安全な高さまで下がってきたら天馬騎士を送り込んで元の場所まで移動させてくれ」

「ああ、なるほどな。しっかし、まさに物量戦だったなあ。飛翔石もそうだけど、それを集めるための人手まで帝国から連れてくるとはねえ」

「ファンが宿泊してくれたお陰でアレグランサの町も潤ったんじゃないか？」

「まあな」

　ナタリアが満足そうに笑う。

「今夜は祝勝会だ！　皇帝も思う存分楽しんでくれよっ」




　アレグランサの魚料理はどれも新鮮で美お味いしかった。

　帝国では馴な染じみがない刺身も出てきたので懐かしさを覚える。醤しよう油ゆと山葵わさびまであったから感動した。ただ、唐辛子を使った料理も多かったのは苦手だった。

　宴会は夜遅くまで続き、パオラが眠そうにしていたため中座して彼女を寝室まで連れていってやった。布団に寝かせてから宴会場に戻ることにする。

「よう、皇帝。ちょっと風に当たろうぜ」

　廊下の途中でナタリアに会った。

　外を指し示すので迷ったが、彼女に腕を取られてしまう。「いいから、いいから」と引っ張られ、連れてこられたのは見晴らしの良い広場だった。王宮の二階屋上に作られたテラスのような空間だ。

　ナタリアは夜風にポニーテールを揺らしながら先を歩いていく。奥の手すりまで来るとこちらを振ふり返かえった。

「見てくれよ。これがアレグランサだ」

　腕を広げて指し示す。

　常つね信のぶも手すりに寄った。身を乗り出して眼下の景色を眺める。

　高台に建てられた王宮から見下ろせるのは、ポツポツと光る明かりが幾つか。うっすら見える王都は寝静まっていた。

　視線を港へと延ばす。

　満天の星に照らされた海を目にしたとき、「あっ……」と声が洩もれた。

　灯ともし火びが一つ。煌こう々こうと輝いている。

　少し離れたところにも一つ。さらに遠くにも一つ。左右を見渡せば、また一つ。もう一つ。点々と輝く明かりが道みち標しるべのように先を示す。

　灯台だ。

　周囲の島々に建てられた灯台から光が放たれている。

「帝都に比べたら大した景色じゃないかもしれないけどね」

　隣でナタリアが呟つぶやいた。

「子どもの頃から見てる、きれいな景色だ。ああやって灯台が夜通し照らして真っ暗な海でも船乗りが迷子にならないよう道標になってる。今夜は月も星もあるからまだいいけど、曇ってるときとか本当に目印がなくなっちまうからな」

「うん。きれいだ」

　それぞれの島で輝く灯ともし火びは、航海の無事を願う祈りの炎。

　ぼんやり眺めていると、彼女が話し出した。

「あの灯台、魔力通信網の普及にも一役買ってんだぜ。あそこに中継施設をくっつけるのが一番手っ取り早かったからな。お陰で良いい感じに広まってきてるし、海図の精度も上がったから海難事故が減った。……劇的に変化したんだ」

　微かすかに波の音が聞こえる。

「皇帝はすごいよ。冗談抜きで世界を変えてる。あたしもアレグランサを変えようって生きてきた。もっと自由に女でいられる国にしたいって。なあ、皇帝……」

　ナタリアがこちらを向いた。

「あたしは女王になれると思うか？」

「なれるだろ」

「真剣に聞いてるんだぞ」

「真剣に答えてる」

　彼女を見る。

「ナタリア、君はアレグランサの初代女王になるんだ。そしてアレグランサをもっと良い国に変える。君にならできるよ。何しろ……」

　思わず苦笑いになってしまった。

「この俺ですら、グロリア帝国の皇帝やれてるんだから」

「何だ、そりゃ」

　ナタリアが笑う。

「変なところで謙虚なこと言うなよ。まあ、でも、そうだな」

　真紅の瞳ひとみが灯台の明かりのように輝いた。

「あたしは女王になるよ。女王になって、あんたを迎えに行く」

「発言が完全にイケメンだな」

「押し倒されるのも意外と好きなんだぜ」

「いや、やらないから」

「何だよ、つれないねぇ」

　彼女がクスクス笑う。

　それは今まで見た中で、一番楽しそうな笑顔だった。
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第七章　急転直下ってレベルじゃないぞ！（唖あ然ぜん）







　数日後、常つね信のぶはアレグランサ王国を発たった。

　国王キルサンⅡ世に幾度も引き止められたが、あれから妙にしおらしいナタリアと何かを察したソニアの視線が怖くて耐えられなかった。

　予定と違うことだらけの外遊ではあったものの概おおむね上う手まくいったと思う。

　ルビーク川の河口に広がる港町を抜け、川を遡そ上じようする船上で常信は息を吐いた。

「帰り着いたらすぐ年始の準備をしないといけなくなるなあ。帝国はもうすぐ春か」

　甲板ではパオラと「十二星姫ドーデイ・ステラ」の面々がバドミントンをしている。バレーボールのときも思ったのだが、意外と似たようなスポーツが行われていて少し懐かしくもあった。

「白山や羊ぎの尋問は、あれからどうなってるんだろうなあ」

　アレグランサでのことを思い返す。

　捕らえられた白山羊は抵抗も言い逃れもしなかった。素直に国家簒さん奪だつの罪を受け入れ、あげく「首を刎はねるなら好きにするメ～」とまで言い放った。

　不気味に思ったキルサンⅡ世が、何な故ぜそれほど潔いのだと尋ねると、白山羊は「メッメッメ」と気色悪い笑い声を上げた。

「私はようやく理解したんだメ～。結局、全ては黒こく蝶ちようさまの手の平の上。私も青あお鳩はとも端はなから捨て駒ごまだったメ～。青鳩は皇帝の出方を計るための駒。そして私は……」

　そこで一いつ旦たん区切り、白山や羊ぎは常つね信のぶの方を見た。

「皇帝の足止めをする駒だったメ～」

「足止め？」

　呟つぶやいた常信に白山羊は感情の読めない山羊の目で言った。

「使いっ走りの青鳩や四天王最弱の私を倒したくらいでいい気にならない方が良いいメ～。皇帝、お前はすぐに知ることになるメ～。我らヴェイルジェンドン家の本当の力を。所しよ詮せん、皇帝も我らの、いいや、黒蝶様の手の内なのだということに、メ～」

　彼を取り押さえていたジルベルトに「不ふ遜そんだぞ！」と膝ひざ蹴げりを食らっていたが、白山羊は笑うのをやめなかった。

　ベアトリーチェは「負け惜しみに過ぎませんわ」と一顧だにしなかったが、常信はあのときのことが何となく気になっている。

「マサトも、ヴェイルジェンドン家は俺を敵と見なしたって手紙に書いていたしなあ」

　肌寒い風に身を震わせる。

　帝都に近づくにつれ、また冬の寒さが戻ってきた。部屋に戻ろうかと思ったとき、テーブルに置いてあった水晶球にメールが届いた。

　帝都にいる宰さい相しようムツィオ・デルベッキオからのものだ。開いてみる。




「陛下、今すぐお逃げ下さい。帝都が陥落致しました」




　文章の意味が分からず、固まる。

　真っ白になった頭にベアトリーチェの声が響いた。

「陛下！　緊急事態です！　帝都が、反乱軍に乗っ取られました！」

　ザワッと総毛立つ。振り向いた先にはベアトリーチェだけでなくヒルデガルトやロザリンドの姿もあった。

「ジャコッポ・ポッツォーリ公こう爵しやくが謀反を起こし、先程、帝都を制圧したそうです。多くの帝国貴族が彼に従い、すでに帝国の七割以上が彼の手に堕おちたと……」

「……え？」

　混乱する頭で、それだけ口にする。ヒルデガルトが前に出て跪ひざまずいた。

「陛下、今すぐ進路を変え、私の領地であるラグーザへお越し下さい。そこで態勢を整え、情報を集めましょう」

「港に船を着けることはできそうにありませんから、小舟で岸に乗りつけます。急ぎ準備を致しますので」

「ラグーザまでの道は私たち『十二星姫ドーデイ・ステラ』が必ず守り抜きます！」

　ベアトリーチェが今後のことを説明し、ロザリンドが励ましてくれる。

　常つね信のぶはただ反射的に「良かろう。そのように為なせ」と言うことしかできなかった。




「ヒルデお嬢様あああああ！　ご無事で何よりでしたあああああああああああああ！」

　いかにも執事といった雰囲気の老人が涙で顔をぐちゃぐちゃにしながら駆けてきた。

「セバス、陛下の御前だぞ」

　ヒルデガルトは恥ずかしそうに身を竦すくめ、老人を早口に叱しかる。セバスと呼ばれた老人は滑り込むように常信の前で跪ひざまずき、頭こうべを垂れた。

「スターリング家の家令、セバスティアンと申します」

　顔はぐしゃぐしゃなのに、身のこなしは完かん璧ぺきだ。家令を務めているだけのことはある。

「ラグーザは片田舎ではございますが、気候風土ともに良く、領民は穏やかな者たちばかりです。皇帝陛下もきっとお気に召していただけるかと」

「セバス、挨あい拶さつはそのくらいで。私たちは急いでいるんだ。早く陛下を安全な場所までお連れしなければならない」

「ご安心を。準備は整えてありますので」

　セバスティアンは老人とは思えぬ軽やかさで立ち上がり、「こちらに」と常信たちを導いた。馬車が用意されており、主な面々はそれに乗り込む。ジルベルトたち近衞このえ騎士団は他の兵士たちとともに後に続いた。

　宰さい相しようのメールから半日ほど。

　日の暮れかけた野原を数台の馬車が駆ける。

　ぼんやりと外を眺めたまま、常信はいまだ実感が湧わかずにいた。

　帝都が堕おちた。

　ジャコッポ・ポッツォーリ公こう爵しやくが謀反を起こした。

　どちらもピンと来ない。

　実はただのドッキリで、ヒルデガルトの邸宅に着くなり笑顔の宰相に出迎えられるのではないかとすら思っていた。

　しかし、向かいに座るベアトリーチェの表情は固く険しい。そんな甘い状況ではないのだと伝わってくる。

　隣に腰掛けてずっと手を繋つないでいるパオラも泣くのを必死に堪こらえているようだった。手が冷たく、微かすかに震えている。むしろそのことが自分自身を冷静にさせていた。何があっても彼女だけは守らなければという強い意志が現実逃避してしまいそうな自分を叱しつ咤たし、現実に繋ぎとめている。

　やがて夜の闇やみにラグーザ領主ヒルデガルト・スターリング男爵家の邸宅が浮かび上がってきた。玄関先に馬車で乗りつけ、セバスティアンに案内されて応接室に入る。馬車でここまで来たのは常つね信のぶ、パオラ、ベアトリーチェにキャラとクオーレ、ヒルデガルトだ。もう一人、チヨも天井に張りついているのだが、彼女はあえて放ほうっておく。

　ロザリンドは「十二星姫ドーデイ・ステラ」たちと一緒だった。近衞このえ騎士団や警護兵とともに領内を進んでいるところだと晶機コムニカに定時連絡が届く。

「まずは一つ、朗報を」

　全員が腰を落ち着けたところでベアトリーチェが口火を切った。

「先程、連絡がございました。宰さい相しよう閣下とサルバドール殿は無事、帝都を脱出されたそうです。しばらく潜伏してから折を見てこちらに向かうとのことですわ」

　安あん堵どの息が出た。パオラも「お祖じ父いちゃん……良かった……」と安心した顔になる。

「その上で、今後について話し合う必要がありますわ。お疲れのところ申し訳ないのですけれど──」

「まあまあ。せっかくですのでお茶をお飲み下さい。ここの農園で取れた茶葉を使って淹いれた紅茶でございます」

　いつの間にか姿を消していたセバスティアンが、数人の使用人とともに入室し、丁寧な所作で紅茶を給仕した。涙でぐしゃぐしゃだった顔はすっかり老練な家令のものになっている。常信は「ありがとう」と会釈した。

「下がりなさい。今は悠長に紅茶を飲んでいるときではありません」

　ベアトリーチェが彼を睨にらみつけるが、スターリング家の家令は微笑ほほえみをたやさない。

「外は寒うございましたでしょう。ここは暖炉の利きがあまり良くなくて。じきに暖かくなりますので、どうぞごゆるりと」

　テーブルにはお茶菓子も並ぶ。素朴なクッキーばかりだったが、それを目にした途端、腹がグウとなった。自分が緊張のあまり食欲を失っていたと気づく。

「ヒルデ！　家令の不始末は主人の責任よっ」

　ヒルデガルトに声を荒らげたベアトリーチェの肩に触れた。

「ビーチェ、大丈夫だ。君も紅茶を飲むと良いい」

　そう言うと、肩を怒らせていた彼女から力が抜ける。「陛下がそう仰おつしやるのでしたら」と口を尖とがらせた。

「このクッキー美お味いしいね！」

　隣でパオラがパッと笑顔を弾はじけさせる。紅茶に口をつけ、喉のどに温かい感触が流れ落ちていくのを感じながら常信もお茶菓子に手を伸ばした。一つ口に放り込む。バターの風味が口の中に広がった。シンプルなのに味わい深い。

「悪くないわね。星を８くらいつけても良さそうだわ」

　クオーレがぱくぱく口に投げ込みながら言った。食レポの女神様は健在らしい。

　いつしか張り詰めていた空気が緩んでいく。何となく和んだところで紅茶が注つぎ直された。少し濃いめのそれは渋みがあって目が冴さえる。

「今後のことについて、だったな。パオラはもう寝た方が良くないか？」

　船を漕こいでいるパオラに声を掛けた。「んーん」と首を振って抱きついてくる。仕方ないので膝ひざの上に寝かせた。使用人が彼女に毛布をかける。もう一人、テーブルに突っ伏してキャラが寝ていたので、彼女は寝室に運んでもらった。

「では、改めまして」

　ベアトリーチェが居住まいを正す。

「今回の一件はジャコッポ卿きようだけでなく数多くの、とりわけ西部諸侯による反乱と見て間違いないようですわ。前々から陛下の改革に反対だった者たちが結束した……というのが表向きの理由ですわね」

「表向きってことは、裏があるんだな？」

「もちろんですわ。陛下も予想されておられるのでは？」

「……ヴェイルジェンドン家か」

　項垂うなだれる。そんな予感はしていたものの、正解であって欲しくはなかった。

「連中が俺を皇帝の座から引きずり下ろしたんだな」

「一銀行家が、何と無礼なことをっ」

　ヒルデガルトが怒りを露あらわにする。

「マサトの手紙にもありましたわね。陛下が彼らにとって都合の悪い存在になったと。それで皇帝を別の者に代えようと考えたのでしょう。自分たちに都合の良いい存在に」

「それがジャコッポ卿か……。あれ？　誰だったっけ？」

　まったく顔を思い出せない。ベアトリーチェがクスッと笑った。

「アースティーでお会いになってますわ。こちらの方です」

　晶機コムニカを見せられて「ああ！」と声が出る。帝国の西都アースティーで随分と馴なれ馴なれしく話しかけてきた、皇帝家と縁しん戚せきにあたるという青年だ。

「アースティーで式典に出席したのが、遠い昔に感じるよ……」

「ジャコッポ・ポッツォーリ公こう爵しやくは西部諸侯のまとめ役と言って良い立場の者です。皇帝に担ぎ上げるにはうってつけだったのでしょう。本人はお調子者で力のある者に媚こびる小人物ですので、とても良い傀かい儡らいになるのでは」

「相変わらず辛しん辣らつだね」

「事実を述べたまでですわ」

　彼女はぶれない。

「裏にヴェイルジェンドン家がいるということは、反乱を起こした貴族たちの結束も決して正義に則のつとったものではなく、単なる利害関係に過ぎませんわ。彼らに借金しているから逆らえなかったという者も少なくなさそうです」

「でも、それはそれで結束が強そうだ。主義や信条だけなら心変わりもあるだろうけど、はっきり借金のカタに従っているとなったら裏切れないだろう」

「ご明察です。彼らが人を操るのに長たけているのは間違いありません。反乱貴族を説得して寝返らせるのはまず不可能でしょう」

「七割ほどがすでにジャコッポ側についているとのことでしたが、もう少し詳しく状況を把握することはできないのでしょうか？」

　ヒルデガルトが控えめに手を挙げる。

「そうね。現状の把握を急がないと。誰が味方で誰が敵なのか。ここラグーザも決して安泰ではないのよ。周辺諸侯が敵に回れば……」

「その心配は、ひとまず不要かと」

　不意にヒルデガルトの背後からセバスティアンが現れた。「セバス！」とヒルデガルトに叱しかられて深々と頭を下げる。

「構わん。話してくれ」

　常つね信のぶは老家令を促した。「ありがたきお言葉」と礼を述べてからセバスティアンはラグーザの現状について語った。

　曰いわく、ラグーザはフェレーロ公こう爵しやく家の庇ひ護ごを受けているので東部諸侯とは友好関係にある。その上で周辺貴族の動向は間者を使って常に探らせている。かつ主要な街道が通っていない田舎なので統治するにあたって優先される地ではない。

「以上の三点から、今すぐにラグーザが危険になることはありますまい。ポッツォーリ公爵様が陛下の居場所を突き止めているかどうかも疑わしいですな」

「その辺りは時間の問題ね。けれど、そう、それならしばらくここを拠点にするのも良さそうですわ」

「そうだな。ここの紅茶も気に入った」

　常信はクイッと紅茶を飲み干す。本心を言っただけだったのだが、「お上手ですわね」とベアトリーチェが意味深長に微笑ほほえんだ。

「それでは、勢力図を調べた上でどのような反撃に出るか検討致しましょう。なるべく早く帝都にご帰還できるよう最善を尽くします」

「ああ、頼りにしている」

　玄関先で人の声がする。

「ロザリンド様が到着されたようです」

　セバスティアンが一礼して応接室を出ていった。




　三日後、宰さい相しようムツィオとサルバドール・フェレーロが邸宅に辿たどり着ついた。ジルベルトが空気を読まない大音声で報告する。

「宰さい相しよう閣下とサルバドール殿、及び五大臣の方々が到着致しました！」

「お祖じ父いちゃん！」

　パオラがぴょんと跳びはねた。常つね信のぶも席を立つ。急いで玄関まで向かおうとして、今、耳にしたことを反はん芻すうしてみた。

「……ん？　五大臣？」

　果たして、玄関ホールには五人の老人たちの姿があった。

「いやあ、陛下がご無事で何よりですなあ。ふぁっふぁっふぁっ！」

「儂わしら、心配で心配で気が気ではありませんでしたぞ。ひぃっひぃっひぃっ！」

「やはり我らが揃そろってこその帝国ですからのう。ぶふふふふっ！」

「ジャコッポなんぞ青二才に皇帝が務まるものか。ふぇっふぇっふぇっ！」

「あの身の程知らずに灸きゆうを据えてやらねばなりますまい。ふぉっふぉっふぉっ！」

　内務大臣、典礼大臣、外務大臣、財務大臣、法務大臣が揃って不気味な笑い声を放つ。常信は隣に立つ宰相ムツィオ・デルベッキオの禿とく頭とうを見た。

「帝都陥落の折、くたばってくれれば良かったのですが」

　禿頭の宰相は容赦なく呟つぶやいた。隣で親友のサルバドール・フェレーロが頷うなずく。「宰相殿は冗談が上う手まいのう、ふぇっふぇっふぇっ！」と財務大臣が笑う。

「……意外だったな。五大臣はすぐジャコッポにつくと思っていたのに」

「何を仰せになりますか。我らほどアルフォンソ皇帝陛下に篤あつい忠誠を誓っておる者はおりませんぞ！　まったく西部諸侯は薄情な連中揃いですなあ」

　内務大臣が素早くゴマをする。サルバドールが呆あきれ顔がおで言った。

「彼らは旧体制の重職ですので、ジャコッポ卿きように放逐されたのです。それで慌ててこちらに合流した次第で」

「ああ、なるほど」

　実に分かりやすい理由だった。

「それで、反乱が起きたときの帝都はどういう状況だったんだ？」

「それなのですが……」

　ムツィオが唸うなった。

「些さ末まつ事と油断しておりました。ヒルデガルト卿に伝言を頼んだ一件です。西部の山賊騒ぎについて報告したいとポッツォーリ公こう爵しやくに言われ、疑うことなく帝都に招き入れたのが失態でした」

「同じ頃、東部でも山賊騒ぎが頻発しておったので、様子を見に私が帝都を離れていたのも愚行でありました」

　サルバドールが続ける。

「恐おそらく山賊騒ぎがすでに罠わなだったのでしょう。ジャコッポが随分と多くの警護兵を引き連れて帝都に入ったことを知り、それでも道中の安全を確保するためかと勝手に解釈してしまいました。招き入れるなり兵がなだれ込み、ほとんど抵抗する間もなく……」

「それに呼応して各地でジャコッポを皇帝に擁立すべしと領主たちが声を上げたのです。前々から打ち合わせておいた行動だったのでしょう。ジャコッポは皆に推される形で帝位についた、という格好になっております」

　宰さい相しようとサルバドールの話に常つね信のぶは苦笑した。

「自分は貴族たちの推挙を得て帝位に就いたということにしたわけか」

「あまりにスムーズにことが運んだため、目立った混乱はなく、帝都が荒らされることもなかったので民も今のところは落ち着いております」

「そうか。あとはジャコッポがどう出るか、だな」

「それに関しては、明日、ジャコッポの戴たい冠かん式しきがあるようです。その後、城内広場にて即位記念のお披ひ露ろ目めがあるとか」

　ベアトリーチェが水晶球を指し示した。戴冠式の予定が大々的に告知されている。

「そこで新皇帝としての所信表明があります。それをお聞きになって、どうなさるかお決めになればよろしいかと」

「うん。ジャコッポがどんな男なのか、見せてもらうよ」

　常信は改めて気を引き締めた。




　翌日。大聖堂で戴冠式を終えたジャコッポⅠ世は城に戻り、ベランダから城内広場に集った者たちにその姿を見せた。

「始まりましたね」

　誰かが呟つぶやく。

　常信たちは応接室に集まり、水晶球の映像を壁に映し出してお披露目の様子を観みた。どうやら帝都の民衆も広場に入っており、新皇帝に対し物珍しそうな視線を向けている。前方には貴族たちが陣取って頻しきりに歓声を送っていた。

『このたび、皆の推挙を受けて即位したジャコッポⅠ世である』

　ジャコッポが第一声を放つ。広場に集まった人々から歓声が上がった。

　それを十分に堪能してからジャコッポが軽く手を挙げて制する。静まったところで彼は堂々と宣言した。

『俺は帝国をリセットする！』

　グッと拳こぶしを振り上げる。

『先代のアルフォンソⅠ世は史上稀まれに見る腰抜けであり暗愚な皇帝だった！　奴やつは帝国の秩序を乱みだし、経済を混乱させ、多くの民を苦しめたばかりか、他国の魔女に現うつつを抜かし、骨抜きにされて他国に利することばかり行った。正に売国奴だ！』

　前方の貴族たちの中から『その通りだ！』と合いの手が飛ぶ。

『その結果、どうなったか？　グロリア帝国はかつてない窮地に立たされている。周辺諸国は帝国を見下し、侮っている！　国の経済を支える基盤ともいえる三大商業連合は膨大な損失を出し、商人たちは貧困に喘あえいでいる！　こんなことでは早晩、国が滅びるであろう！　俺はこの窮状を見かねて立ち上がった！』

　貴族たちだけが『オオオオオオオオ！』と喜びの声を上げる。

『これから帝国は大きく変わる！　真っ当な秩序を取り戻し、皆が豊かに暮らせる国に！　そして周辺諸国に侮られることのない偉大な国になるのだ！　強い帝国を取り戻す！』

　ジャコッポの演説はどんどん熱を上げ、ベランダから身を乗り出して唾つばをまき散らしながら叫んだ。

『帝国こそ一番なのだ！　帝国こそ最強なのだ！　帝国ファースト！』

　貴族たちが後に続く。

『帝国ファースト！』

『帝国ファースト！　帝国ファースト！　偉大なる帝国を取り戻そう！』

　熱気が、主に前方で最高潮に達する。

　ジャコッポは大きく腕を振り、皆を静めた。

『新たな帝国の象徴として、俺は最初の変革を皆に指し示す！』

　パチンと指を鳴らす。背後の壁に大きく掲げられていたグロリア帝国旗が地に落ちた。民衆がどよめく中、新たな旗が掲げられる。

『今ここに、グロリア帝国は終わりを告げ、新たにポッツォーリ帝国の建国を宣言する！　喜べ、国民！　ポッツォーリ帝国の未来は明るい！　帝国ファースト！』

　貴族たちが『帝国ファースト！』と連呼する中、ジャコッポは満足そうに手を振りながら室内に姿を消した。

　配信が終わる。

「…………」

　応接室に沈黙が訪れた。深刻なものというより、何とも気まずい沈黙だ。

　そっと左右を窺うかがう。ベアトリーチェががっくりと項垂うなだれていたので、肩に手を置いた。彼女は無言で自分の手を重ねる。ゆるりと顔を上げたが、そこには呆あきれと悲哀と侮ぶ蔑べつと苦悩とその他諸もろ々もろの感情がない交ぜになっていた。

　すがるような眼まな差ざしを向けられたので、一つ頷うなずいてみせる。

「ごめん、みんな……。これ、多分ダメな奴やつだ……」

　誰も何も言わなかったが、明らかに「ですよねー」という空気になった。
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第八章　この章タイトルは公序良俗に以下略（検閲）







「地獄だな……」

　常つね信のぶは水晶球から顔を離し、ぐったりと椅い子すの背もたれに寄りかかった。

　ポッツォーリ帝国が生まれておよそ十日。

　帝国内は混乱の坩る堝つぼと化していた。

　常信が改革する前に戻ったとも言えるが、それ以上に悪化したところもある。特に晶機コムニカや魔力通信網、鉄道網やそれに付随する新業態等、新しい産業に従事していた人々にとっては大打撃で、多くの失業者を生み出してしまった。

　そのことにジャコッポ帝は無む頓とん着ちやくで、三大商業連合を筆頭とする豪商や富裕層、貴族層に対しての優遇措置を打ち出し続けていた。

　帝国全体の活力が落ちているのは誰の目にも明らかで、貧困層は日増しに増える一方だ。魔力通信網には怨えん嗟さの声が溢あふれていた。

「ここまで酷ひどくなるなんて……」

「あー、ついにやられたかー……」

　ソファに寝転がっていたキャラが猫耳をぺたんと倒した。
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「何だ、これ？」

　常つね信のぶはキャラを見た。猫耳娘は「みんなの井戸端会議も規制されたねー……」とぼやく。

「ジャコッポ帝を褒める意見しか載らなくなってるんだよー。ちょっとでも批判的なこと書くとすぐ閉鎖されてたけど、これは末期だなー……」

「もはや、ヤラセとしか思えないレベルだ」

「一言投稿もひどいんだー……。言論弾圧だよー……」

「典型的な独裁者って感じだけど……。たった十日でこれかよっ。ジャコッポは本当に勤勉な奴やつだなっ。悪い意味でっ」

　頭を抱える。キャラがのたりと尻尾しつぽを揺らした。

「陛下ー、勤勉さはバカの補ほ填てんにはならないんだよー……」

　晶機コムニカを放ほうり出し、寝返りを打つ。

「勤勉なバカはどんどん間違った方に突き進んじゃうから、事態を悪化させ続けるんだー。やっぱり思慮深いなまけものこそ至高だよねー……」

「思慮深くて勤勉なのが至高だろ。それにしても、どこから手をつければよいのか分からないくらい問題だらけになってるなあ……」

「ちょっと皇帝、どういうことよ！」

　部屋にクオーレが飛び込んできた。常信に飛びかかり、跨またがって肩を揺する。

「私の！　食レポが！　全部、消されてるのよ！　おまけに、全然美お味いしくなくて点数低かった店が何でかランキング上位になってるの！　誰の陰謀なのよっ？」

「多分、それも、ジャコッポの……揺らすのやめてくれっ」

　クオーレを押おし止とどめ、息を整える。ところが続けてパオラが駆け込んできた。

「へーか！　キャラちゃん！　みんなが全然答えてくれないのっ」

　晶機を胸にふるふる瞳ひとみを潤ませる。クオーレを横に放り、彼女を膝ひざに抱え上げた。

「答えてくれないって、何に？」

「知恵袋で尋ねても、誰も答えてくれないのっ」

　一瞬、俺にとっては普通のことだよと答えそうになったが、パオラに限っては異常事態だ。画面を見せてもらうと、確かに質問に対して一件も回答がついていない。

「『深しん淵えんなる紅ぐ蓮れんの碧へき眼がん』すらいないっ。これは、どうなってるんだ？」

「あー、きっと質問自体が載ってないんだよー……。パオラの質問は全部、弾はじくよう設定されたんだろうねー……」

「そんなの寂しいよー……」

　パオラがしゅんと萎しおれてしまう。

「ちょっと皇帝！　妹が落ち込んでるわよ！　早く何とかしなさい！」

　クオーレが再び肩を掴つかんできた。「分かってるよ」と答えるが、対処の方法が分からない。キャラを見ると「そうだねー」と眠そうな顔で首を傾かしげた。

「裏サイトとか作っても、最悪、魔力通信網の拠点や中継地点を壊されたら終わりだからねー……。どっか、絶対壊されないところにサーバー作れたら、別の通信網を作って対応できなくはないんだけど……。このままだと全面規制も時間の問題かなー……」

「そんな他ひ人と事ごとみたいにっ。魔力通信網が使えなくなったら『大倉庫』だって成立しなくなるんだぞ！」

「それにつきまして、最悪の事態が発表されました」

　ベアトリーチェが入室する。険しい表情に腹が痛くなってきた。

「ジャコッポは『大倉庫』を潰つぶすと宣言しました」

　手渡された書類には「大倉庫」が帝国経済に及ぼす悪影響とやらが書き連ねてあった。正直、何度読んでも意味が通らないイチャモンどころの騒ぎではない文章だったが、ようするに結論として「大倉庫」を潰し、新たに「ポッツォーリ輸送」が設立されるらしい。そこで注文した荷物は全て三大商業連合が取り扱い、各店舗に届けられる。顧客は店まで取りに行くシステムだ。

「丸パクリというか、劣化版というか……」

「商業組合を通すので価格も彼らの思い通りにできます。『大倉庫』は個人商家が主に活躍しておりましたけれど、それらの利権も全て商会に奪い取られるということですわね」

「あー！　どんどん酷ひどくなるっ。早く帝都に戻らないと、本当に取り返しのつかないことになりそうだっ……」

「仰おつしやる通りですわ。ただ……」

　ベアトリーチェの表情が曇る。

「対策を講じようにも、人手も資金もまったく足りておりません」

　常つね信のぶは項垂うなだれた。

「最大の問題はそこだよなあ……。お金ってやっぱり大切……」

　失って初めてありがたみが分かるとはよく言うが、想像以上に資金難と人手不足が常信たちの動きを封じている。ベアトリーチェとムツィオ、サルバドールが帝都奪還のための策を講じているものの、より詳細な部分を詰めてくれる者も実行に移すための資金もないので机上の空論と化しているのだ。

　物資の買い付けも容易ではない。ラグーザ地方は三大商業連合からの圧力で商人が立ち入れなくなっていた。

　今のところユーリの瞬間移動とパオラの転移魔法を駆使してエイズルムまで買い出しに行ってもらっているが、不測の事態が起きればすぐに干上がりかねない。そこにきて「大倉庫」の封鎖だ。銀行口座が凍結されれば資金を引き出すことは不可能になる。いよいよもって生活すらままならなくなりそうだった。

「まさに主人公が立たされる窮地って感じだけど、俺に主人公らしい活躍を求められても無理なんだよなぁ……」

　唯一、大国であることがチート級の強みだったのに、それすらなくなっては凡人の自分に打つ手などない。気持ちが底なし沼に沈んでいく。

「へーか、元気出して」

　愛らしい声とともに、顔全体が大きな優しさに包まれた。

　もにゅんと柔らかい感触に救いの光明を見る。

「パオラ」

「大丈夫だよ！　みんなで考えればきっと何とかなるよ！」

「でも知恵袋は使えないけどねー……」

　キャラが淡々とツッコんだ。パオラの瞳ひとみがふるふる潤む。

「キャラ！　お前なあっ」

　声を上げたことで気持ちが少し上向いた。「大丈夫だからね」とパオラの銀髪を撫なでてやる。「陛下は調子良いいなー」と赤毛猫耳娘が呟つぶやいたけれど、無視しておいた。

「陛下───────────！　よろしいでしょうか──────!!」

　声だけで家具を吹き飛ばしかねない大音声を上げ、ジルベルトが入室する。ベアトリーチェに睨にらまれて心持ち身を竦すくませた。それでも巨大なことに違いはないが。

「早急にお伝えせねばならないことがございます」

　彼の後ろには宰さい相しようのムツィオが続いていた。常つね信のぶは目を回したパオラをキャラとクオーレに委ね、居住まいを正す。

「何ごとだ？」

「近衞このえ騎士団及び警護兵は皆、帝都に帰還するようジャコッポより命が下りました」

　今にも叫び出しそうなジルベルトを抑え、ムツィオが答えた。

「皇帝の身辺を警護する近衞隊が帝都にいないのは何ごとかと怒っておるようです」

「なるほど……。まあ、そうなるよな……」

「噂うわさでは陛下の首を獲とって来いとも言っていたようですが、それは側近に止められたとか。向こうにもそれなりに頭の回る者はいるようです」

「どういう意味だ……？」

　首を傾かしげる常信に宰相は老ろう獪かいな笑みを浮かべる。

「まだ掌握しきれていない軍隊を使っても大した成果は得られませぬ。それどころか、陛下の暗殺を拒んで反旗を翻されては元も子もない。故に、陛下から近衞隊を引き離すことを優先させたのでしょう」

「そうか……」

　胃が痛くなってきた。

「まことに遺憾ながら、我々は帝都に戻らねばなりません！　どうか！　どうか陛下もご壮健であられますよう!!」

　ジルベルトがガシャガシャと全身甲かつ冑ちゆうを鳴らして帝国式の敬礼をする。

「ああ、ありがとう。ジルベルトも気をつけてな」

　反射的にそう答えた。帝国近衞このえ隊隊長はきびきびした動きで身を引き、退室する。

「近衞隊もいなくなったか……。ますます人手が不足するなあ……」

「陛下、恐おそれながらもう一つ」

　ムツィオが禿とく頭とうを一ひと撫なでし、険しい表情になった。

「『十二星姫ドーデイ・ステラ』も家に帰るよう命じられました。各々の家から晶機コムニカで連絡があったようで。今はヒルデガルト卿きようが中心となって話し合っておりますが……」

「……それは、帰した方が良いいんだろうな」

「ご賢察でございます。ジャコッポはいわば家族を人質にしている状況。逆らえば親族全てに累が及びます。ただ、あの者たちは帰還を拒んでいるようで」

　常つね信のぶは唸うなった。少し考えた後、席を立つ。

「俺が、帰るよう言うよ。それなら従ってくれるだろう」

　宰さい相しようは無言で一礼し、常信を「十二星姫」のところまで案内した。




「あっという間に人数が減った……」

　邸宅周辺に建てられていた天幕も全て片付けられ、杭くいを打った跡が点々と残るばかり。夕暮れの平原を眺め、常信は頭をかいた。

「今、残っているのはパオラ様、ベアトリーチェ様、キャラ殿とロザリー、宰相閣下にサルバドール様、五大臣……元・五大臣とお呼びすべきでしょうか？　それからクオーレ様に私……これだけです……」

　隣に控えたヒルデガルトが無念そうに告げる。

「まあ、近衞隊と『十二星姫』合わせて三百人くらいの生活費が浮いたと考えれば、悪いことばかりじゃないよな。ラグーザの財政もかなり厳しいだろうし」

　あえて陽気に返した。

「それに、ビーチェがマライカやナタリアたちと連絡を取る算段を立ててくれてる。じきに資金面や人手の問題も解決するよ！」

　自らを鼓舞するため声を張る。

　しかしヒルデガルトは口を引き結んで俯うつむいていた。

「恐れながら……」

　背後から声が掛かる。振り向くとロザリンドが立っていた。寒風に長いプラチナブロンドが揺れる。

「他国からの救援は望めないと考えるべきです」

　青灰色の目が真まっ直すぐに見つめてくる。真摯な眼まな差ざしに常つね信のぶは息を呑のんだ。

「何な故ぜ、そう考える？」

「今のラグーザには、それほどの価値がないからです」

　ロザリンドが即答する。

「ロザリー！」

「本来なら、あなたが言うべきことだ、ヒルデ！」

　声を上げたヒルデガルトを彼女は一喝した。

「恐おそれながら、陛下。グロリア帝国……いえ、ポッツォーリ帝国帝位の重みは計り知れません。私たちは陛下ご自身に忠誠を誓っておりますが、他国の王はそうではありません。マライカたちが説得しても、良くて傍観、悪ければポッツォーリ卿きように味方致します。ここラグーザと帝国、天てん秤びんに掛ければどちらが重いかは誰の目にも明らかですから」

「ロザリー！　あなたがそんな人だったとは思わなかったぞ！」

　ヒルデガルトが従姉妹いとこに掴つかみかかる。それを正面から受け止め、ロザリンドは従姉妹の額に自分のそれをぶつけた。

「事実をお伝えすることこそが真の忠義だ！　ヒルデ、沈黙はときとして罪だと知れ！　言わねばならないときもある！」

「それでもっ……私はマライカ様やナタリア様の思いを疑うような言葉は聞きたくなかった！　陛下が外遊なされ、確かに手を取り合った諸国の王との繋つながりを、疑いたくはないのだ！　そんな打算だけで人が動くものか！」

「その考えが甘いんだ！　私たちは今や、陛下をお守りするたった二人だけの剣だぞ！　陛下に気休めを並べ立てて崖がけに追いやるような真ま似ねをするな！」

「気休めではない！　信頼だ！　それに、私たちは二人ではない！　『十二星姫ドーデイ・ステラ』は離れていても心は一つ！　常に一○二人がともにいるんだ！」

　互いの力が拮きつ抗こうする。常信は思わず割って入った。

「やめろ、二人とも！　言い争ったところで──」

「くうううっ♪　へ、陛下っ……そのご命令には……あうっ♪」

　従姉妹と引き離されたロザリンドが、常信の腕にしがみついて悶もだえる。同じく常信の腕を取ったヒルデガルトが悲鳴を上げた。

「ずるいぞ、ロザリー！　自分だけ陛下に気持ち良くしていただくなんてっ」

「仕方ないだろう、ヒルデっ……。んんっ♪　これは従属魔法の影響なのだからぁっ♪　陛下、しゅごいでしゅ……」

　ロザリンドが甘い吐息を洩もらし、しなだれかかってくる。ヒルデガルトが悔しそうに抱きついてきた。

「ヒルデっ……あなたは従属魔法をかけられていないのだから、陛下に抱きつくのは、おかしいだろう？　あうんっ♪」

「ロザリーこそ、わざと私と言い争おうとしているな！　陛下の命令に背いて気持ち良くなろうだなんて、あなたはいつからそんなふしだらな女になったんだ！」

「何とでも……言えば良いいっ♪　私はもう、引き返せないのだっ……ああっ♪」

「くっ……あんなに高潔だったロザリーがすっかり……。陛下！　従姉妹いとこの不始末は私が責任を取ります！　どうか、従属魔法を私にもっ」

「命令は取り消す！」

　常つね信のぶは絶叫した。

「何だよ、この展開っ？　さっきまですごく真面目まじめな言い争いしてたのに、あっという間に台無しじゃないか！」

「すべて、陛下のせいです……」

　寂しそうに指を咥くわえ、ロザリンドが上目遣いに訴えてくる。

「そうです。陛下が私たちの胸に火をお点つけになったせいです……」

　ヒルデガルトも責めるように口を尖とがらせた。

「ええと、ごめん。とりあえず、二人が真剣に考えてくれてるのは伝わったから。俺は現状を楽観視しないし、かといって悲観的にばかり見もしないよう心がける。きっと対策は見み出いだすから、信じていてくれ」

　そう告げると、二人とも寸分違たがわぬ言葉を返した。

「「ご下命いただくまでもなく、私は常に陛下のことを信じております」」




　決して楽観はできない。

　状況は日に日に悪化していく。それなのに打開する案が思いつかない。

　自分の不ふ甲が斐いなさにうんざりする。

　それでも投げ出すわけにはいかない。数少なくなったとはいえ、自分に忠誠を誓ってくれる者がいる。力を貸してくれる者がいる。そして何より、帝国が確実に悪い方向へ進んでいるという実感がある。

「皇帝として、俺はまだ終われない」

　夕食後、臨時の執務室となった書斎で一人きり、常信はじっと考え込んだ。

　資金と人手。大きな問題はこの二つだ。どちらか一方でも手に入れば、もう一方も手に入る算段が立つ。そうなれば帝国を取り戻す計画も実行に移せるのだ。

「みんなの今後。俺はそれを背負っているんだから……」

　呟つぶやき、一人一人顔を思い浮かべる。

　ヒルデガルト、ロザリンド、パオラ、ベアトリーチェ、キャラときたところで大切なことに気づいた。

「ジャコッポも妖精族には手を出さないだろうから、ビーチェの家がどうこうなるとは考えづらいけど……。キャラは大丈夫なのか？」

　近衞このえ隊や「十二星姫ドーデイ・ステラ」のように、キャラも家族が人質に取られる可能性がある。気になると居ても立ってもいられなくなった。立ち上がり、廊下への扉を開く。

「おおーっ……自動で開いた……」

　目の前にキャラがいた。

「うわっ？」

　思わず身を引く。赤毛猫耳猫尻尾しつぽの獣人娘は半分寝ているような目でこちらを見上げ、「そんなに驚くことないじゃーん」と言った。

「ああ、いや……。ちょっとお前のこと考えてて……」

「えーっ……。陛下ってば、あたしでどんなエロい妄想してたのー？」

「そういうことじゃないからな」

　ニマニマ笑うのでイラッとする。

「キャラ、お前の家族は大丈夫なのか？　帝都にいるんだろ？」

「あー、そのことねー……」

　キャラは部屋に入るなり執務机の椅い子すに飛び乗った。ぐだーっと背もたれに身を預け、目を閉じる。

「いや、寝るなよ！　何しに来たんだよ!?」

「おー……そうだった。あたしの家族はとっくの昔に獣人自治区に入ってるよー」

「先に避難できたってことか」

　少し安あん堵どしたのだが、キャラは首を捻ひねった。

「避難したんじゃなくて、放ほうり込まれたって感じだねー……。あれ？　陛下は知らないんだー。ジャコッポの命令で帝国内の獣人はみんな自治区に強制移住させられたんだよー。まだ全員が移住できてはいないみたいだけど……」

　眠たげな顔で衝撃の発言をする。常つね信のぶは言葉を失った。

「美しい帝国を作り上げるために、汚い獣人族はみんな排除するんだってー……。ひどい話だよねー……」

「そんな……ふざけるなよっ」

　ジャコッポに対する怒りが湧わき上がる。

「あいつ、どこまでバカなんだ！　美しい帝国だとっ？　汚い獣人族だとっ？　一体、何様のつもりだよ！」

　彼の施策に呆あきれることやうんざりすることは何度もあった。しかし、彼自身に怒りを覚えたのは初めてだ。

「陛下は熱いねー……」

　キャラが椅い子すで大きく伸びをする。

「獣人族差別なんて、今に始まったことじゃないんだからー……」

「だから何だっ。昔からやってたことだから今もやって良いいなんてことにはならないぞ。悪しき風習は糾ただすべきだ。俺は獣人族も対等で頼りになる友人だと思ってる。というか、キャラがその筆頭なんだ！　お前が差別されるなんて絶対に許さないからな！」

「……熱いねー」

　猫耳娘はのんびりと返し、それからもそもそと座り直した。

「そんな熱い陛下に、ちょっとお願いがあるんだよねー……」

「どうした？　畏かしこまるなんて珍しいな」

「あのねー……。自治区に行きたいんだー。パオラなら転移魔法ですぐだろうし、少しの間、いいかなー……？」

「自治区に……？　構わないけれど、急にどうしたんだ？　やっぱり家族から帰ってこいと言われているのか？」

　嫌な予感に襲われる。

「そうじゃなくてー……」

　キャラの尻尾しつぽがゆらりと揺れた。眠そうな目で首を捻ひねる。

　常つね信のぶはハッとした。

「ああ、そうか……。そうだよな……。ここもいつまで安全か分からない。近衞このえ隊も『十二星姫ドーデイ・ステラ』もいなくなって防衛力は皆無と言って良いからな。かろうじてロザリーとヒルデがいるけれど、それで守りきれる保証もないし……」

　深呼吸をして頭を下げる。

「キャラ、パオラを連れて避難していてくれ。帝都を奪還したら迎えに行くからな」

「あー……うん。じゃあ、そんな感じでー……」

　椅子から飛び降り、キャラはあまりにあっさり部屋を出ていった。

　夜のうちにキャラとパオラは獣人自治区へ転移したらしい。

　二人の見送りには顔を出せなかった。

　そして翌日、懸念は現実のものとなった。




『この大陸の平和を守るため、逆賊アルフォンソの討伐をここに宣言する！』

　動画の第一声は、それだった。

　水晶球の画面の中でジャコッポが拳こぶしを突き上げ、吠ほえる。

『前皇帝アルフォンソがラグーザに立てこもり、領民の安寧を脅かしていることはすでに判明していたが、この度、極秘裏に行った調査によりアルフォンソ一味が大量破壊兵器を有していることが明らかとなった！』

　演台をドンと叩たたき、捲まくし立てた。

『アルフォンソは、あろうことか悪魔に魂を売り、大量虐殺破壊兵器を使って無む辜この民の虐殺を企たくらんでいるのだ！　これは断じて許されることではない！　よって私は、極悪非道、諸悪の根元たるアルフォンソ一味に壊滅的な打撃を与えるため、百万の軍をもって討伐にあたらせる！　これは聖戦だ！　繰り返す。これは聖戦だ！』

　今度は大きく両腕を広げ、天を仰ぐ。

『大陸の統治者であるポッツォーリ帝国皇帝の務めとして、大量殲せん滅めつ虐殺破壊兵器を行使する諸悪の根元、絶対悪の悪魔アルフォンソを決して生かしてはおかない！　必ずや正義は勝利するだろう！　ポッツォーリ帝国に栄光あれ!!』

　多くの歓声と割れんばかりの拍手に包まれ、ジャコッポは手を振りつつ演壇を降りた。動画の再生が終わる。

「……大量破壊兵器って何だよ」

　常つね信のぶは項垂うなだれ、顔を覆おおった。

「とんでもない大おお嘘うそであることは明らかですが、ようするに大義名分が欲しいのです」

　隣でムツィオが首を振る。

「単に陛下を討つための兵を興せば、諸侯の中に陛下にお味方する者が現れる可能性がございます。いまだ自身の統治が盤石でないことはジャコッポも察しておりましょう」

「故に、陛下にお味方する者は悪であると釘くぎを刺したのです。ありもしない大量破壊兵器などを捏ねつ造ぞうし、陛下を悪者に仕立て上げて」

　サルバドールが宰さい相しようの語を継いだ。

「それ自体は驚く程のことでもございませんわ。問題は、百万の兵を差し向けるという一点のみです」

　ベアトリーチェがこちらを見つめる。

「当たり前ですが、ここに百万の軍勢と渡り合える兵力などありません……」

「そう、だよな……」

　常信は唸うなった。

「陛下、いざとなれば百万の兵も私が薙なぎ払はらってご覧に入れます」

　すぐ側そばにロザリンドが跪ひざまずく。ヒルデガルトも負けじと側に寄った。

「ああ、うん……」

　そう返すことしかできない。

　ただちに今後の対策について話し合われたが、これといった名案は出てこなかった。東部諸侯と連絡を取り合おうにも魔力通信網はジャコッポ勢が常に目を光らせているはずだ。手紙や伝でん書しよ鳩ばとという意見も出たけれど、どれも効果は期待できそうにない。最終的にはサルバドール本人が直接出向くと息巻いたが、それはムツィオが止めた。

「もし捕らえられたら、どうするっ？　逆にフェレーロ家が人質を取られることになるのだぞっ。これ以上、陛下に不利な要素を増やすでないっ」

　そう言われると彼も黙らざるを得ない。

　何の結論も出ないまま、会議は終わった。

　賓客用の部屋に戻り、窓際のソファに座り込む。夕暮れ空は重く雲が垂れ込めており、すでに暗かった。じっと外を眺め続ける。

「良いい案、出なかったみたいね」

　すぐ側そばで気の強そうな声がした。クオーレだ。常つね信のぶは苦笑する。

「ああ、さっぱり……うおおっ？」

　振り向き、度肝を抜かれた。

「そもそも皇帝、会議の間、何にも喋しやべらなかったじゃないの。何、考えてたのよ？」

「君こそ何、考えてるんだ!?　服を着てくれっ」

　慌てて顔を逸そらしつつ言う。

　慈愛の女神クオーレは全裸だった。

　腰に手を当て、フフンと鼻高々になる。

「最近、食べレポで忙しくて窮屈な格好ばかりだったから、久々に自由を満喫していたのよ！　皇帝も脱ぎなさい。ユーリはちゃんとパンツ脱いでるわよっ」

「皇帝、全裸希望」

　いつの間にかクオーレの背後に控えていた真っ白な美少女が淡々と言った。

「それだと俺が全裸を希望してるみたいになるから！　脱がないぞ！　俺は絶対に脱がないからな！」

「はいはい、そういうのはいいから。ちゃんとこっちを見て話しなさい！」

　全裸至上主義の女神に顔を掴つかまれ、強引に振り向かされる。

　白い柔肌が眼前に迫った。

「会議の間、何を考えてたのっ？　まさか自治区に行ったパオラのこととか考えてたんじゃないでしょうね!?」

　彼女の虹色の髪が逆立つ。

「あのおっぱいがないと寂しいとか思ってたんじゃないでしょうね!?　ほ、ほらっ！　そんなにおっぱいが恋しいなら、私のを触れば良いじゃない！」

　クオーレが頬ほおを染めつつ胸を張った。

　慎つつましやかな膨らみの上に新鮮なライチを思わせる桃色の蕾つぼみが二つ。

「……クオーレ様、無理しなくていいから」

　常信はなるべく優しい声で言った。

「皇帝のバカーッ！」

　ビンタされる。

「私がこんなに慈愛に満みち溢あふれたことをしてあげてるのに、その態度は何なの!?　神罰を受けたいのっ？　そうなのっ？」

　慈愛に満ち溢れたことをしていたらしい慈愛の女神に叩たたかれた頬ほおを擦さすりながら、常つね信のぶは「そんなつもりじゃなかったんだ……」と弁明した。

「クオーレ様、ドンマイ」

　ユーリが彼女の肩をポンと叩く。

「ユーリ！　あんただって大差ないでしょ！　というか、私の方が大きいわよ！」

　クオーレはスポーンとユーリの服をはぎ取った。しかし素っ裸にされてもユーリは表情一つ変えない。彼女の胸を触り、自分のそれを揉もみ、慈愛の女神は大きく頷うなずいた。

「勝ったわ！」

「虚むなしい勝利」

「何ですって!?」

　キャアキャア騒ぐクオーレを見て、ハアとため息を吐つく。

「別にパオラのことを考えていたわけじゃないよ……」

「あら」

　全裸女神が全裸少女を抱きしめたままこちらを振り向いた。

「俺が考えていたのは、どうしたら百万の兵と戦わずに済ませられるかってことだ」

「まあ、道理よね。戦って勝てる人数じゃないし」

「それもあるんだけど、『戦争はしない』って決めたからね」

　つい苦笑してしまう。この期に及んで、自分は何を言っているのだろう。

「ラグーザ地方の兵力を総動員しても、せいぜい三百人程度だそうだ。ただ、うちにはロザリーとヒルデがいるから、そう簡単には負けないと思う。でも、それはつまり、敵兵も殺すし、味方も死ぬってことだよ。それは嫌だ」

　クオーレの片かた眉まゆがピクッと上がった。

「ラグーザ地方が占領されるまでの間に、どれだけの被害が出るか分からない。そして、ジャコッポの背後にいる連中は、戦いが長引けば長引くほど儲もうかるんだよ。武器、弾薬、食料に燃料、衣料品や人件費……戦争するのって莫ばく大だいなお金がかかるからね。出費がかさめばかさむほど商人は稼ぎ、銀行は肥え太る……。人の命で荒稼ぎだ」

　ソファに凭もたれ、再び窓から暗くなった空を眺める。

「俺はそれが許せない」

　ジャコッポに帝位を奪われて、よく分かったことがある。

　大国の主には多大な重責が課せられている。たった一言、命じるだけで数万単位の人々に影響を与え、ひいては命を奪うことにもなるのだから。

「百万の兵が攻めてくると知ってから、誰も死なずに済む方法をずっと考えているんだ。俺は天才じゃないから全く良いい案が浮かばないんだけどね……」

　ガシガシと頭をかく。

「それでも考え続けるよ。凡人の俺にできるのは、そのくらいしかない。延々もがき続けたら、天才が余裕で見つけ出す名案を、俺でも何とかひねり出せるかもしれないだろ」

　ただの思い上がりかもしれないけれど。

「ちょっと、皇帝！」

　クオーレが膝ひざの上に跨またがってきた。目め尻じりを上げ、ズイッと顔を寄せる。

「それ、本気で言ってるのっ？」

「本気だよ……。無む茶ちやなのは分かってる。でも、ここで諦あきらめたら俺は皇帝でいられなくなる気がするんだ。グロリア帝国の皇帝は大国の主として、いつでも理想を追い求める存在であるべきなんだよ。それがどんなに無茶なことでも、最善の道なら、そこに至る道筋を意地でも追い求めなきゃいけない」

　女神に密着され、良い香りにドキドキしてしまうが、真面目まじめな顔を保って答えた。

　クオーレがこちらの両肩を掴つかみ、さらに顔を近づける。

「その決意は揺るがないのねっ」

「ああ、もちろん」

　若干、気け圧おされながらも言い返した。

　慈愛の女神が少しだけ身を離す。

「皇帝、あんた忘れてるみたいだから言っておくわ」

　クオーレの唇が頬ほおに触れた。

「私もあんたの嫁の一人よ。慈愛の女神が本気を出したらどうなるか、見せてあげるから覚悟しなさい」

　耳元で囁ささやかれる。

「ユーリ！」

　彼女が声を上げた。次の瞬間、二人の姿が消える。

　常つね信のぶはのろのろと立ち上がり、室内を見回した。クオーレもユーリもどこにもいない。

「一体、どこに……。それに、本気を出すってどういう意味だ……？」




　数日後。百万の軍勢がラグーザに向けて進軍を開始したと発表された。

　そしてさらに数日後。

　百万の軍勢が進軍を止めたと伝えられた。





第九章　こういう展開、大好きです！（小並感）







「ルビーク川が氾はん濫らんを起こし、渡河が不可能になったそうです」

「ルビーク川以東の領主より徴収された兵は本隊との合流が叶かなわず。それでも進軍した部隊はあったそうですが、ラグーザの手前で巨大な壁に進路を阻まれました」

「竜騎兵部隊も出撃したそうですが上空にて太古竜の咆ほう哮こうを受け、怯おびえた飛竜が言うことを聞かなくなって帝都に引き返したとか」

　報告を受け、常つね信のぶは苦笑した。

「誰の仕業か丸わかりだな」

「不思議なのは、彼女たちがどうやって情報を得たかという点ですけれど。いくらジャコッポが愚かでも他国への牽けん制せいはしていたはずですし、情報操作だってやったでしょう」

　ベアトリーチェが首を傾かしげる。その疑問は宰さい相しようとサルバドールも抱いていたようで、腕を組んで難しそうな顔をしていた。

「それについても、何となく心当たりがある」

　ユーリとともに姿を消した慈愛の女神様のことを思う。

　ベアトリーチェが片かた眉まゆを上げた。金髪を掻かき上げ、こちらに身を寄せる。

「他の女のことをお考えですわね？」

「えっと……俺は何で責められてるんだ？」

「それにしても、今のところ死者が一人も出ていないというのも驚くべきことです。彼女たちなら大打撃を与えることができたはずなのに」

　ロザリンドが執務室の机に広げられた地図を見ながら言った。

「誰一人死なせず決着をつけるつもりでしょうか。まさか、そんなとてつもなく難しいことをやろうとしているとは信じられませんが」

　ヒルデガルトが首を捻ひねる。

　常信は頭を掻いた。

「そう。とてつもなく難しいことなんだよ。でも、やろうとしてくれているんだ」

　自分の頬ほおを軽く叩たたき、気合いを入れる。

「いずれにしても、これは足止めに過ぎない。軍だけでなく民間の船や旅人の往来にも影響が出ているはずだ。あまり長い間、続けさせるわけにはいかないな」

　彼女たちが頑張ってくれているうちに名案をひねり出さなければ。

　そう思いながら、頬が緩むのを止められなかった。

　状況はいまだ厳しいけれど、胸の内からふつふつと力が湧わいてくる。

　必ず突破口を見み出いだすと決意を新たにした。

「よし！　まずは魔力通信網の公共性を取り戻そう！　情報戦で後れを取っていたら勝ち目がないからな！」

「それにつきましては、以前、キャラも言っていました。どこか別の拠点を用意しないことにはどうにもならないと……」

　ベアトリーチェが眉まゆを顰ひそめる。

　窓がノックされた。

「!?」

　全員が驚いて振り向く。執務室として使っている部屋があるのは二階だ。しかもベランダやバルコニーといったものはついていない。

　窓の外を見て、常つね信のぶは「あ！」と声を上げてしまった。急いで窓辺に駆け寄り、自ら窓を開く。

「いよう、皇帝！　遅くなって悪わりぃな。浮遊島がやっと降りてきたから、それの対応に追われてたんだよ。あれ、面白そうだから今も王都の近くに浮かべてあるぜ」

「このような格好で失礼致します。ナタリア様がどうしても窓から挨あい拶さつしたいと仰おつしやるもので……」

　天馬に跨またがったナタリアが陽気に手を挙げる。手綱を握っているソニアは申し訳なさそうにしていた。

「ナタリア！　何をしているんだ？　きちんと玄関からお伺いを立てて入室しないか！」

　ロザリンドが憤然と「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の仲間を見据える。ナタリアは「そう固いこと言うなって」と身を翻し、執務室に降り立った。

「にしても久し振りだなーっ。元気してたか、皇帝？」

　ひしっと抱きつく。女性たちが「ああっ！」と悲鳴を上げた。「おい、よせっ」と引き離そうとしたが予想外に強く抱きしめられる。

「そんなつれないこと言うなよぉ。無人島ではあんなに激しく絡み合った仲だろーっ」

「誤解を招くような言い方はやめろ！　あれは植物に襲われたせいだっ」

「あたしに無理やり突っ込んだくせにぃ」

「あれはっ……すまなかったと思ってるっ……」

　周りから凄すさまじい視線が突き刺さってきた。だらだら冷や汗が流れる。ナタリアが面白がっているのは明らかだった。文句の一つも言おうとしたところで彼女が耳元で囁ささやく。

「あたしが女王になる前に死ぬなんて許さないからな」

「分かってるよ」

　囁き返す。

　ナタリアがようやく体を離した。

「なら、よし！　皇帝、あんたとは一いち蓮れん托たく生しようだっ。百万の兵なんざ余裕で押し流してやれるけど、あんたの大望を邪魔するわけにはいかないんで船を出せないようにしてやった。あとはあんた次第だ！」

　陽気な笑顔で背中を叩たたく。つられて笑っているとガシッと肩を掴つかまれた。

「陛下……無人島で何があったのか、もっと詳しくお聞きしなければならないようですわ。どうぞ、こちらへ」

　ベアトリーチェが金髪を逆立てて椅い子すを指し示す。ただの執務椅子のはずなのに拷問用の椅子に見えてきたので「ごめん！」と逃げ出した。

「陛下！」

「お待ち下さい！」

　金髪エルフに続いてヒルデガルトとロザリンドも追いかけてくる。廊下を走って階段を駆け下り、玄関ホールに出たところで突風に薙なぎ倒された。

「何じゃ皇帝？　そんなに慌ててどこへ行く？」

　幼いのに異様な威厳のこもった声。常つね信のぶは立ち上がりながら開け放たれた玄関扉の方を見た。コウモリのような羽を生やした真紅の幼女が浮いている。太古竜セキリンダイシンリュウだ。彼女がいるということは──

「は～い、皇帝さん♪　お久しぶり～っ」

　緩やかにウェーブしたオレンジの髪を揺らし、圧倒的なボリュームを誇る爆乳を弾ませて赤を基調とした服装の美少女が駆けてくる。ブリムレック王国王女にして「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の一人「火の姫フイアネツサ」マリアンヌ・レーヴェ・スライフォードだ。

　彼女は笑顔で一直線に迫ってくる。

　常信は「マリー、久しいな」と挨あい拶さつしたが、マリアンヌはまったく立ち止まる気配がなかった。「えっ？」と思う間に体当たりを食らい、そのまま壁まで押し込まれる。

　マリアンヌはドンッと顔の横に両手を突いた。

「うふふ～。絶体絶命で情けない顔してるところ見てみたかったのに、そんなに落ち込んでなくてざんね～ん♪」

　にこやかな笑顔のまま、まったくにこやかでないことを口にする。良く見ると目が笑っていなかった。

「あのね、皇帝さ～ん。私、怒ってるんだ～。何でか分かる～？」

「……温泉から逃げ出したから、かな？」

　ブリムレックでの、ある意味、今以上に絶体絶命だったときのことを思い出す。

「も～っ、皇帝さんのエッチ～！　確かにあれも残念だったけど～、リベンジのチャンスはいくらでもあるから怒ってないわよ～。そ・ん・な・こ・と・よ・り」

　右手を壁から離して人差し指を立てた。

　ぴとっと自分の唇に当ててから、こちらのそれに突きつける。

　マリアンヌの柳りゆう眉びが逆立った。

「真っ先に私に助けを求めないなんて、激おこなんだよ～！　皇帝さんにとって私ってその程度の扱いだったの～！　一人で背負い込まずに頼れって言ったの皇帝さんでしょ！　夫婦は助け合うのが大前提だよ～っ」

「せっかく百万の人間を焼き殺せると楽しみにしておったのに、あの女神に釘くぎを刺されたせいで一人も殺せなんだ。このヘタレめが！」

　リンも顔を近づけて威圧する。

「これからいっぱい皇帝さんに甘えて、甘々生活満喫するんだから、困ったときはすぐに連絡しないと、メ！」

　常つね信のぶは「すまない」としか言えなかった。

「あーっ！　マリーまで来てる！　次、アタシの番だから！」

　元気の良いい声が玄関ホールに響く。

　マリアンヌは「あら～」と頬ほおに手を当てて振り向いた。

「そこ、どいて！　アタシも皇帝さんにやりたいことがあるの！」

　駆け寄ってきたマライカにマリアンヌが「うふふ～♪」と道を譲る。

「マライカまでどうしとうおわあああ!?」

「そりゃーっ！」

　マライカが胸倉と奥襟を掴つかみ、背負い投げを決めた。

　絨じゆう毯たんの上に倒される。

　思ったより痛くなかったのは彼女が上手に力を加減したからだろう。

　仰あお向むけに寝転がった常信に跨またがり、マライカはドンと顔の横に手を突いた。

「……これは、いつぞやのお返しか？」

「そうよ！　クオーレ様から聞いたんだけど、誰も死なせず殺さず事を収めるって言い切ったらしいわね。それってすんごいワガママだと思わない？」

「……ああ、思うよ。とんでもないワガママだ」

　自然と笑みが洩もれる。

「皇帝さんはワガママね」

「でも、良いワガママだって信じてる」

「そう！　だから良いの！　アタシたちはワガママを貫き通してみんなを幸せにするんだから！　そのためのワガママはどんどんやれば良いの！」

　マライカが弾はじけるような笑顔を見せた。

「アタシは皇帝さんの嫁よ！　だから、手伝うんじゃないわ。一緒にやるの！　一緒に良いワガママ貫き通すの！　そうよねっ？」

「ああ、そうだ」

　体を起こす。あぐらをかくとマライカが首に腕を回してきた。少し恥ずかしそうに微笑ほほえみ、それからギュッと抱きつく。

「エイズルムは長年つき合いのあった商会とも手を切って、国政を見直したわ。きっと力になれるから」

「頼りにしてる」

　そう返した。くすぐったそうに笑う。

「いつでも言ってね。皇帝さんだけのために踊るから」

「これは何の騒ぎですか！」

　ベアトリーチェが声を上げた。マライカはわざとらしく腕に力を込める。「マライカばっかりずるいわよ～」と背中にマリアンヌの豊満な感触がのしかかった。

「何をやっているんです！　離れなさい！」

「陛下が困っていますから！」

「私だって陛下に抱いていただきたいのにっ」

　ヒルデガルトとロザリンドも加わって三人がかりで引き離しにかかる。もみくちゃにされているうちにロザリンドが跨またがってきた。

「陛下！　私はこの身を賭として陛下をお守り致します！」

　彼女の指が愛いとおしそうに頬ほおを撫なでる。

「私のことを死なせたくないと仰おつしやって、イグドラルに帰さないでいて下さる陛下に、私は全てを捧ささげました。その思いは微み塵じんも揺らいでおりません」

　イグドラルに帰れば処刑されると、悲ひ愴そうな覚悟を決めていた彼女の顔を思い出した。今のロザリンドには、そんな暗い陰はまったく感じられない。

「それを言うなら私もです！」

　ロザリンドを押しのけてヒルデガルトが覆おおい被かぶさった。

「永遠の忠誠と、愛を、捧げました」

　正妻総選挙のことを思い起こす。

「あのときも、不敬と知りつつ申し上げました……。陛下が陛下でなくなったとしても、この思いは変わりません。私は陛下だけのものなんです！」

「二人ともどさくさに紛まぎれて何をしているの！」

　柳りゆう眉びを逆立て、ベアトリーチェがヒルデガルトを引き離した。こちらの頭を抱いて胸に押しつける。髪の毛をくしけずるように撫でながら言った。

「陛下、以前も申し上げました。貴方あなた様こそが私の夫なのです。そして私の夫こそが皇帝なのです。故に、陛下は必ず帝位にお戻りになります。これは何が起きても変わらない真理というものですわ」

　甘い香りと柔らかさに包まれて穏やかな喜びを感じる。

「どさくさに紛まぎれてんのは、あんたの方だろ！」

　ナタリアが乱入してきた。皆も飛びかかり、再びもみくちゃにされる。

「みんな！　ちょっと落ち着いて……くれっ……」

　もがきながらも、この騒がしさに安心感を抱いている自分がいた。




　日が沈み、空に星が瞬またたき始めた頃、男装の麗人が姿を現した。

「みんな揃そろってるかな!?　満を持して、ボクが来たよ！　すまないね、皇帝。焦じらしプレイが気持ち良くて、ついつい駆けつけるのが遅くなってしまった！」

　グッと親指を立てた彼女はシエラ・ログルド・バートロン。テルエ王国の第一王女であり、七勇神姫セテイオ・プリンサ「闇の姫ブイオツサ」でもある変態だ。

「やっぱり来たんだな……」

　常つね信のぶは玄関先で彼女を出迎えた。

「そんなに落ち込まなくても大丈夫だよ、皇帝。何しろボクが来たんだからねっ」

「むしろ、お前が来たからぐったりしてるんだよ……」

「あはあっ♪」

　シエラが濃い茶髪を振り乱みだして嬉うれしそうに悶もだえる。

「早速の言葉責めっ……好き！」

「一応、聞いておくけど、何で来たんだ？」

「そんなの決まってるじゃないか！」

　ハアハアと荒い息を吐きながらシエラが迫ってきた。何な故ぜか上着を脱ぎだしたので手首を掴つかんで止める。「拘束プレイなのかいっ？　そうなのかいっ？」と鼻息を荒くするので面倒臭かった。

「ボクを悦よろこばせてくれるのは皇帝以外にいないからね！　仕方ないね！」

「そんなことだろうと思ったけど、お前は本当にブレないな！」

「ありがとう！　もっと罵ののしってくれ！」

　変態が全てを受け入れるように両腕を広げて天を仰ぐ。

「ナタリアたちにはけっこう感動したのに、お前だけは疲れの方が先に来るよ！」

「その憤りを思い切り叩たたきつけてくれて構わないんだよ！　さあ、遠慮なく！」

「ああ、そうだな！」

　そう叫び、

「よく来てくれた」

　シエラを強く抱きしめた。

「どこまでも振り切れてるけど、すごく有能で頼りになるお前が来てくれたこと、本当に感謝している。やっぱり仲間って良いいものだよなっ」

　彼女一人に限ったことではない。

　ただ、他の者には気恥ずかしくて言いにくいことだった。

　真性の変態とはいえ、道化役を買って出てくれる彼女になら言える。

「実は、けっこうしんどかったんだ……」

「あ、え……あれぇっ……？　皇帝……そういうのはボクの予定にないんだよなあ……。もっとこう、『何してんだ！』とか『お前は来なくて良かったよ！』みたいな罵ば声せいを求めていて……あのっ……こういうの本当……困るっ……！」

　彼女は耳まで真っ赤にしてプルプル震えていた。少し涙目だ。

「お前の存在には感謝しかないよ」

　そう囁ささやく。とうとう膝ひざが笑い出した。

「こ……皇帝っ……！　これは……新たな段階に突入したんだねっ？　褒めることによってボクを辱めるという高等プレイにっ。しゅごいよ皇帝！　ボクをどこまで連れていってくれるんだいっ？」

「お前となら、どこまでも」

「あひゃあああ……！　許して下さぁい！　許して下さぁい！　そんにゃ責め苦……ボクには耐えられそうにありましぇぇん……！」

　抱きしめていた腕を離すと、彼女はずるりと滑り落ちて地面に蹲うずくまる。ほろほろと涙を流し、こちらを見上げた。

「皇帝！　やっぱりボクの選択は間違っていなかった！　君となら新しい扉を幾つでも開けられそうだ！」

「その辺にしてくれないか、シエラ」

　ロザリンドがこちらにやって来た。夜風になびくプラチナブロンドの髪を押さえ、常つね信のぶに一礼する。

「陛下、中へお入り下さい。じきに到着するそうです」

「到着？　ええと、あとは誰だ？」

　思い当たる節がない。

　とりあえず彼女の言う通り玄関ホールに向かう。蹲ったままのシエラに声を掛けた。

「行くぞ」

「あはあああ♪　そう、これこれぇっ」

　彼女が身み悶もだえだす。シエラにも従属魔法がかけられているので、この展開は読めていたが、今日ばかりは好きにさせてやろうと思った。

「良いいのですか？」

　ロザリンドが心配そうに背後を振り向く。

「気が済んだらこっちに来るだろう」

　そう答えて邸宅に入った。

「皇帝！　どうっ？　私が本気を出せば、ざっとこんなもんよ！」

　玄関ホールの中央にはクオーレが立っていた。腰に手を当ててドヤ顔を向ける。

「クオーレ様、移動、私頼み」

　斜め後ろでユーリがぽそりと呟つぶやいた。

「何か言った、ユーリ？」

「クオーレ様、大好き」

「もーっ♪　この子ったら、もーっ♪　べ、別に嬉うれしくなんかないんだからね！」

　すごく嬉しそうに言う彼女に常つね信のぶは頭を下げる。

「皆に連絡してくれて、ありがとう」

「…………」

　反応がないので顔を上げると、クオーレは顔を真っ赤にしてあわあわと狼狽うろたえていた。

「な、何よっ。別にあんたのためじゃないんだからね！　あんたが絶対に戦はしないとか誰も死なせないとか言うから、ちょっと手伝ってあげようかなって思っただけで……勘違いしないでよね！」

「久々に典型的なツンデレ発言聞いたなぁ」

　何とも微笑ほほえましい気持ちになる。クオーレが「キーッ！」と掴つかみかかってきた。

　丁度いいので彼女を抱きしめる。

「約束は必ず守る。俺自身の誓いとして」

　決意を込めて、そう告げた。

　こちらの腕を掴んでいた慈愛の女神様は胸に顔を埋うずめ、硬直する。そのまま何の反応もないので体を離して見下ろすと、蕩とろけた顔で気絶していた。

「何でっ？」

「クオーレ様、初うぶ」

「ベッドに寝かせてやってくれ！」

　抱きかかえて左右を見回す。

　そのときホールの床に青白い光の線で魔法陣が描かれた。

「ええっ？　何だ!?」

「陛下、お下がり下さい！」

　ヒルデガルトに腕を引かれ、魔法陣から離れる。

　ゴッと光の柱が生まれた。

　それは緩やかに光量を落とし、上から消失していく。

　全ての光が収まったとき、玄関ホールの床には一○二人の美少女が立っていた。

「へーか！　ただいまーっ」

　一番近くにいた小柄な美少女が元気良く手を挙げる。

　たゆんと大きな優しさが揺れた。

「パオラ!?」

　常つね信のぶは我が目を疑う。彼女が駆け寄ってきたので、意識を失っているクオーレをヒルデガルトに託し、しっかり抱き留めた。

「どうして……？」

　そんな言葉が洩もれる。パオラは嬉うれしそうにしがみついたまま言った。

「ちょっと時間かかっちゃったけど、ばっちりだったよ！」

「ええと……あれ……っ？　獣人自治区に避難したんじゃ……」

「避難じゃないよ！　キャラちゃんのお手伝いだよ！　あれっ？　へーかにはキャラちゃんが説明したって言ってたけど」

　翡ひ翠すい色の瞳ひとみを瞬しばたたかせる。常信はホールに目を向けた。

「あ、陛下ー……。ちょっとこっち来てー……。あたし一人で運ぶの無理だからー……」

　赤毛の猫耳猫尻尾しつぽ娘が眠そうな目で手招きする。ひくっと頬ほおが引きつるのを感じた。

「パオラ、ちょっと待っていてくれ」

　彼女を離し、足早に歩く。「こっちー」と指差すキャラの顔を鷲わし掴づかみにした。

「どういうことか、じっくり説明してもらおうか？」

「おおおおおっ……。陛下、痛いよー」

「本当は自治区で何をやってきたんだ？」

「それならー……あれ見てよー……。その方が話早いからー……」

　彼女が指差す先を睨にらむ。

　玄関ホールに金塊が積んであった。

「…………は？」

　あまりの光景に変な声が出る。キャラを解放し、金塊に近づいた。周りには見覚えのある美少女たちが集まっていて不思議そうな目で金塊を見つめていたが、常信がやって来るなり行儀良く控える。

「本物の、金塊だよな？」

　金塊に手を触れ、掴つかんでみた。間違いなく実体がある。

「陛下にプレゼントだよー……」

「どうやって手に入れたんだ？　獣人族から借りたのか？」

　とことこ近づいてきたキャラに尋ねた。彼女はニマーッと笑う。

「それ、陛下があたしにくれたんじゃーん」

「俺がっ？　いつっ？」

「けっこう前かなー……。魔力通信網のアイディア代とか何か色々込みで、ざっくり百億オーロもらったよー。覚えてないのー……？」

「百億っ？　俺、そんなに渡したのか……。まあ、でも、そのくらいの価値はあるよな」

「でも使い道がなかったから、自治区の銀行に預けてたんだよねー……。あそこのセキュリティが多分、大陸で一番しっかりしてるからー……」

「なるほど。……って、これはキャラに支払った報酬だぞ。お前の好きなように使うべきもので、俺が受け取るわけには──」

　いきなりキャラがぎゅっとしがみついた。

　周りで美少女たちがキャーッと黄色い歓声を上げる。

　心臓が跳びはね、常つね信のぶは硬直してしまった。

「陛下ってさー、変だよねー」

　胸に頬ほおずりされる。かろうじて「何が？」と尋ねた。

「全然、皇帝らしくないって言うかー……。あたし、自分で言うのも何だけど、すっごい働いちゃってるよねー……。陛下の言うことは面白そうだから、ついついやっちゃうんだけどー……今回は何か違うんだよねー……」

「お、おうっ……」

「何でかなー……？　初めはパオラと離れたくないからかなーって思ってたけどー……。何でか陛下のことばっかり考えちゃうんだよねー……。変だよねー」

　こちらの胸に顔を埋うずめ、更に強くしがみつく。

「陛下ってさー、変だよねー……」

「お、お前の方が変人だと思うけどなっ。キャラには何かと助けてもらってるし、一緒にいると楽しいぞ。正直、自治区に行くって言われたときはショックだったしな」

　動揺のあまり思いつくままを口にしてしまった。

　キャラの猫耳がピクピクッと動く。尻尾しつぽがピンと立った。

「ねー、陛下ー……。何か固くなってるよー？　あたしでエロい妄想してるのー……？」

　顔を上げたキャラがニマーッと笑った。手を伸ばしていつの間にか大きくなっていたものを擦さする。

「おおいっ、どこ触ってんだ!?　やめなさい！」

　焦って猫耳娘の手を払いのけた。

「ったく……。どうして真面目まじめな話が長続きしないんだ……」

「えーっ……今のは陛下のせいだと思うなー……」

　胸に頬ずりするキャラをそっと離し、改めてどういうことか尋ねる。

「銀行に行くのなら、そう言ってくれれば良かったのに」

「ヴェイルジェンドン家のこともあったからねー……。上う手まく引き落とせるか怪しかったから、ちゃんと引き出せるまで黙ってようと思ってー。それに、避難するって早合点したのは陛下じゃーん……」

「それはそうだけど……」

　ドッと力が抜けた。金塊に寄りかかり、光り輝くそれをしみじみ眺める。

「どうして金塊にして持ってきたんだ？　こっちの方が運ぶの手間だっただろう？」

「そうだねー……。でも、オーロや他の通貨だとヴェイルジェンドン家に資産価値を操られちゃう危険があったからねー……。とりあえず、金塊にしておいたんだー」

「あ、そうかっ……。大半の銀行はあいつらの支配下にあるんだ……。この金塊も両替したら結局、あいつらを儲もうけさせることになる……」

　単純に資金を手に入れてもダメなのだと、今更ながらに気づいた。

「あーっ！　面倒臭いなあ！　青あお鳩はとや白山や羊ぎが偉そうにしてたわけだよっ。何をするにしても根底のところでヴェイルジェンドン家がいるんだったら、結局、あいつらの手の平の上ってことじゃないか！」

　頭を抱える。

「どうか、ご挨あい拶さつをするお許しをお与え下さい、陛下」

　美少女たちの中から一人が進み出て帝国淑女式の礼をした。栗くり色いろの髪が揺れる。

「『十二星姫ドーデイ・ステラ』の一人、ガブリエラ、陛下の下に帰還致しました」

　ガブリエラに続いて周りの美少女たちも礼をした。

　常つね信のぶは目を剥むく。

「君たち、どうして戻ってきた!?　親御さんは……」

「はい。ですから皆、勘当されてまいりました。もはや私はドラゴネッティ伯爵令嬢ではなく、『十二星姫』の一人として陛下のお側そばに仕える、ただのガブリエラです。陛下のご厚情により帰宅した者、全員が親族と縁を絶ち、陛下のために生きると誓って帰ってまいりました。どうか、お側に置いて下さい」

　すがるような瞳ひとみで訴えられる。

　愕がく然ぜんとした。

「……良かろう。存分に働いてくれ」

　何とかそれだけ口にする。ガブリエラたちが黄色い歓声を上げた。ロザリンドとヒルデガルトも一緒になって喜び合う。

「どうなってるんだ……？　『十二星姫』の皆まで戻ってくるなんて……」

「お分かりになりませんの？」

　ベアトリーチェが側にやって来て、含み笑いを見せた。

「ビーチェには、分かるのか？」

「推測はできます。この者たちは家に帰ったところで嫁に出されるだけですわ。それを悪いとは申しませんけれど、知ってしまったのです。自分のやりたいことを」

　はしゃぐ彼女たちは皆、活いき活いきとしている。

「陛下が、その機会をお与えになったのです。私に宰さい相しよう補ほの地位を与えて下さったように、あの者たちに『十二星姫ドーデイ・ステラ』という役割をお与えになりました。それはきっと、貴族の令嬢として生きるより、ずっと楽しいことだったのでしょう」

「だから、戻ってきた……」

「全ては陛下のお力です」

　ロザリンドが近づいてきて、深々と頭を下げる。

「陛下、先日は浅はかな発言をしてしまいました。自分の愚かさに恥じ入るばかりです。私が間違っていました。皆、大切なものが何なのか正しく理解していたんです」

　胸が熱くなった。

　自然と言葉が溢あふれ出す。

「みんな、よく来てくれた。ありがとう」

「陛下─────────────っ！　ご壮健であらせられますか────!?」

　素敵な雰囲気をぶちこわす大音声が玄関から轟とどろいた。

「えっ？　あの声は……」

　ガシャガシャと騒々しい音を立てて全身甲かつ冑ちゆうの大男が駆け込んでくる。常つね信のぶの姿を見るなり足元に滑り込むようにして土下座を決めた。

「遅くなってしまい、申し訳ございませええええええええええん！　ジルベルト・テッサリーニ、ただいま戻りましたあああああああああ!!」

「……いや、意味が分からない」

　常信は頭を振る。上半身を起こしたジルベルトは堂々と答えた。

「近衞このえ隊は無事、帝都に送り返しました！　その後、我が弟ニコロにテッサリーニ家のことは任せ、俺自身は陛下の護衛に戻った次第であります！」

「だから何でだよっ？　お前が戻ってくる理由が分からない！」

「ハッハッハッハッハ！」

　ジルベルトは愉快そうに笑い、常信を見上げる。

「テッサリーニ家の家訓には、このようにあります。『二君に仕える能あたわず』。俺の主君はアルフォンソⅠ世陛下、ただお一人！　同じ公こう爵しやくに過ぎなかったポッツォーリ家の若造に下げる頭はありません。死ぬまでお守り致しますぞ！」

　そう言って、またハッハッハ！　と大笑した。

　両耳を塞ふさぎつつ、笑みが洩もれてしまうのを堪こらえきれない。

「うるさいわよ、ジルベルト卿きよう」

　ベアトリーチェが一ひと睨にらみした。縮こまる元・近衞隊隊長を見て常信は不敵な笑みが浮かぶのを感じた。

「へーか！　大丈夫だよ！　みんな、へーかのこと大好きだから！」

　パオラが嬉うれしそうに抱きつく。

「わたしも頑張るからね！　転移魔法や召喚魔法だけじゃなくて、ご飯作ったりへーかをマッサージしてあげたりするよ！　すっごく気持ち良いいんだよ！」

　やる気を見せる彼女に「ああ、そうだね」と返した。

　ゆっくり皆を見回す。

　胸の内が熱くなる。




　言いしれぬ全能感が溢あふれてくる。




　もはや負ける気がしなかった。

「そうだ。すっかり勘違いしていたよ」

　一人呟つぶやく。

「戦う相手を間違えていた。百万の軍勢は敵じゃない。頼もしい味方であり、同じ帝国の仲間じゃないか」

　笑みが洩もれて仕方ない。

　凡人の自分にも、ようやく訪れた。

　全てを呑のみ込み、覆す閃ひらめきが。

　ムツィオとサルバドールが応接室から顔を出した。五大臣も奇怪な笑い声を発しながら姿を現す。ジルベルトがガシャガシャ甲かつ冑ちゆうを鳴らしながら立ち上がった。

　ようやく満足したらしいシエラがふらふらと入ってくるのが見えた。

　マライカが、ナタリアが、マリアンヌが、リンが、ユーリが、クオーレが、ロザリンドが、ヒルデガルトが、十二星姫ドーデイ・ステラが、ベアトリーチェが、キャラが自分を見ている。

　金塊の陰からチヨがこっそり様子を窺うかがっているのにも気づいた。

　パオラがキラキラ輝く翡ひ翠すい色の瞳ひとみでこちらを見つめる。

「皆、よく集ってくれた。グロリア帝国皇帝として嬉しく思う」

　自然と言葉が紡ぎ出された。

「そろそろ反撃といこう。何も臆おくすることはない。ここには一騎当千の強者たちが揃そろっている。相手がどのような策を用いてこようとも、全て圧倒的な物量で押し潰つぶす」

　一度区切り、堂々と言い放つ。

「だってウチ、大国だから！」


（了）
















あとがき







　こんにちは、櫂かい末ま高たか彰あきです。

　ハンターになりました。リアル猟師でも念能力を使うアレでもなく新天地を駆け回ってモンスターを狩るやつです。アクションは子どもの頃から苦手でマリオ兄弟がお姫様を助けるためにキノコを食べるゲームもクリアできた試しがないのですが、案の定、ハンターになったはずなのにモンスターを狩るのではなく狩られる側になってます。モンスターを見つけたらダッシュで逃げて、暮れゆく空を眺める日々です。映像きれい。

　そんなわけで、恒例の謝辞に。

　肌色成分と遊び心満載で眼福ですイラストの三み上かみミカ先生。ありがとう、ありがとう。何かとネタを投げてくれる担当編集さん。ありがとう、ありがとう。健康は大切だよね、友人知人に親類縁者。ありがとう、ありがとう。デザイン頁ページを作成して下さる方。ありがとう、ありがとう。この本に携わってくれた全ての方々。ありがとう、ありがとう。

　そして読者の皆様。ありがとう、ありがとう。

　それでは、ご縁がありましたら、またお会いしましょう。


二○一八年　五月　櫂末高彰
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電子書籍特典　書き下ろし短編





　へーかはとても甘えんぼうさんです。

「パオラー、今日も大変だったんだよーっ……」

「よしよし。へーかはいっぱいがんばりましたね～」

　お部屋に帰ってくるとすぐわたしに抱きついて甘えてくるので、頭を撫でてあげます。子どもみたいで可愛いなあと思います。

「パオラのおっぱい、ばぶばぶ～♪」

　へーかはおっぱいが大好きです。いつもわたしのおっぱいに顔をうずめてバブバブ言います。それから膝枕をねだってきます。

「わ～い！　パオラのお膝、気持ち良いな～っ」

　とっても嬉しそうに太股に頬ずりして、わたしのおっぱいを下からぽよぽよ押し上げて遊びます。

「へーか、おっぱいで遊んじゃダメですよ」

　わたしが「メ！」と叱ってもへーかはおっぱいぼよぼよをやめてくれません。本当に甘えんぼうさんだなあと思います。でも、すごく楽しそうなので許してあげます。

「パオラママ～、おっぱい～」

「はいはい。しょうがないですねー」

　へーかは晩ご飯の後におっぱいを欲しがります。ちょっと恥ずかしいけど、へーかなので特別におっぱいをあげます。でも、わたしはまだお乳が出ないからおっぱいをあげるフリだけです。それでもへーかは満足みたいです。

「パオラママ、早く～っ」

「そんなに急かしちゃいけません！」

　へーかはちっとも我慢できないので、すぐわたしの服を脱がしておっぱいをさらけ出そうとします。わたしはそんなへーかの手をペチッと叩きます。

「ママ～……」

　ふるふると涙目になってしまいました。「ごめんね、へーか」と頭を撫でてあげて、ブラジャーを外します。へーかはおっぱいが大好きなので「やったー！」と大喜びです。

「キャッ！　へーか、そんなに焦っちゃダメですよ」

「だってママのおっぱい待ちきれないんだも～ん♪」

　へーかはわたしのおっぱいにむしゃぶりついてチュッチュと吸いつきます。時々、「うまうま♪」と幸せそうな笑顔で言います。

　へーかの舌がわたしの乳首をいっぱいぺろぺろして、たまに軽く噛んだりします。へーかは悪戯っ子なんです。右側で思いっきり楽しんだら、次は左にやってきます。それまでの間、左のおっぱいはへーかにたくさん揉まれて弄られてます。

「左も美味しいよ～♪　どっちも美味しい！」

「へーかはどうしてそんなにおっぱいが好きなんですか？」

「だってパオラママのおっぱいなんだもん！」

　わたしの質問に、へーかはいっつも同じ答えをします。それからいっぱいいっぱい揉んだりつまんだり吸ったりキスしたりして最後は「おっぱいまくら～」と顔を埋めてスヤスヤ寝息を立ててしまいます。

「へーか、今日も一日、お疲れさま」

　そう囁いて、わたしはへーかの頭を撫で撫でしてあげます。




「…………とうとう、パオラまで」

　常信はぐったりと項垂れた。

「ねーねー、へーか。どうだった？　わたしもへーかとの毎日を書いてみたんだ！」

　隣でパオラが翡翠色の瞳をキラキラと輝かせている。

「うん。パオラ、俺はこんなことしてないよ」

「してもいいんだよ……」

　そう呟くなり彼女は顔を真っ赤にして俯いた。チラッと上目遣いでこちらを見る。

「…………」

　欲望に負けそうになり、常信は天を仰いだ。
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